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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　深崎暮人
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　あとがき







　プロローグ　魔ま乖かいの源みなもと







　──激しい喧けん騒そうが聞きこえる。


　それは人間同士の怒ど号ごうであったり、悲鳴であったり、あるいは重いもののぶつかる激げき突とつ音であったり、なにかの爆ばく発はつ音であったりした。通常、人ひとの日常生活では聞くことのない規模の轟ごう音おん。


　それは戦たたかいであり、戦争であり闘争である。地上を埋うめ尽つくすほどの大勢の人間達たちが激しくぶつかり合っているのだ。


　戦うのは、厳いかめしい甲かつ冑ちゆうに身を包んだ人間達。近代戦争では決してあり得ない、分厚い金属板によって構成された重じゆう装そう甲冑に身を包んだ人間同士が、手に手に剣や槍やり、斧おのなどの無骨な武器を持ち、激しくぶつかり合っていた。


　時折巻き起こるのは、火薬の爆発。その爆発に巻き込こまれ、重い甲冑に包まれた人間が、石ころのようにたやすく吹ふき飛ばされていく。


　戦せん闘とうで傷ついた者はその場に崩くずれ落おち、満足に身動きのとれないまま、駆かけ抜ぬける敵てきに、あるいは味方によって踏ふみつぶされ、傷口が広がり、無様にのたれ死んでいく。そんな光景が無数に、際限なく繰くり返されていく。


　そんな光景を、清すが夢む騎人ないとは見みていた。ひどく、不可解な光景だった。


　これらの状じよう況きようを、ナイトは天空より俯ふ瞰かんしながら眺ながめていた。ひどく現実味のない光景。にもかかわらず、吹ふき上がる血と鉄の生々しい臭におい、火薬と黒こく煙えんの焦こげ臭くさい臭い、生暖かい風、陰いん鬱うつで絶望的に重い空気、なにもかもが本物のように感じられた。


「……これは？」


　何気なくつぶやくナイト。その問いに答える声があった。


『これは貴様の持もつ記き憶おくだ』


　声の主は、ナイトの傍かたわらにいた。それは、ナイトとよく似た背格好の人間だった。だが、誰だれかはわからない。相手は、まるで影かげがそのまま固まったかのように、真まっ黒に塗ぬりつぶされていたからだ。


　しかしナイトは、この人物を知っている気がした。そう、何回か、会ったことがある気がする。ナイトが今までピンチになったとき、何度か、生死の縁ふちで垣かい間ま見みた記憶が……


『記憶といっても、貴様が経験したわけではない。あくまでこれは我の記憶だ。貴様はそれを共有しているに過ぎん……ふっ、貴様の覚かく醒せい値が高まったおかげで、このような芸当もできるようになったわけだ。夢を介かいしてだが、こうして会話も可能となった』


「夢、だと？」


　これは、夢なのか？　夢だと言われて、確たしかにそうだと納得できる部分もある。だが、目の前にいる影かげ法ぼう師しの存在感は、夢とは思えないほどに生々しかった。


「お前は、誰だ？」


『貴様がそれを知って、なんの意味がある？』


　相手はつまらなそうに返してくる。それは、ナイトにとってひどく不ふ愉ゆ快かいなものに感じられた。


「質問に質問で返すな」


『ふふふ……我を相手にそのような口調で語れるのは貴様くらいなものだ。その無む謀ぼうな勇気に敬意を表して答えよう。我はな、貴様自身だ、清すが夢む騎人ないと』


「俺おれ、だと？」


『そうだ、我はもう一人ひとりの貴様だ。そう認識するのが最も近い。なぜならば、我は貴様の全すべてを支配する者だからだ』


「どういうことだ？」


『貴様は疑問しか口にできんのか？』


　相手の声には、軽けい蔑べつするような色が感じられた。


『貴様がこれまで何度も死にかけたとき、我はそのたびに貴様に力をくれてやった。まさか、貴様は無条件に自分が助たすかったと思ってはいまい？　何かを得るには代だい償しようが必要だ。我は貴様の望む全てをくれてやった、故に我は貴様の全てをもらい受ける』


「待て、そんな話は、知らないぞ！」


　相手から感じるどす黒い、言うなれば、邪じや悪あくな思念を感じ取って、ナイトは叫さけんだ。


『あぁ、だから我は今、親切にも貴様に説明をしてやっているのだ。下を見ろ、清すが夢む騎人ないと』


　影法師は、眼下に広がる闘争を指さした。


『この戦いは我と貴様の源だ』


「源？」


『根源と言ってもいい。奴やつらの存在が我らを生み出したのだ』


「奴らとは？」


『決まっている、魔術師どもだ』


　眼下で巨きよ大だいな爆発が巻き起こり、視界に存在した全ての人間がたやすく吹ふっ飛んでいった。超ちよう大規模の爆発。現在の戦略兵器レベルの威い力りよくだ。これだけの攻こう撃げきが、何の前まえ触ぶれもなくおこるとは……


「魔ま乖かい咒じゆか？」


『『魔なる者どもをこの世より乖離せしむる咒のろい』──すなわち魔乖咒。魔術師どもを根絶やしにするために、我らは生まれ、戦った』


　影法師が力強く叫ぶ。と、その背後で稲いな妻ずまが走った。


　凄すさまじい轟音とともに、周囲を光で埋め尽くすような雷かみなりが地面に落ちる。一本や二本ではなく、無数の雷が連続で地上に降り注ぎ、人間がゴミのように焼やき尽くされ、吹ふっ飛ばされていく。明らかに自然現象ではない。魔乖咒？　しかし、こんな大規模に天候を操る魔乖咒など聞いたことがない。


『違ちがう。これが奴らの──《古大主コダイシユ》どもの力だ』


　なんだ、それは？　初めて聞く名だ。


『魔術師どもの長にして宰つかさ、主にして王たる存在だ。魔術師の上位種である奴らの力は強大だ』


　雨のように降りしきる轟ごう雷らいは、またたくまに戦場を阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図へと変えた。


『今戦場にいるのは《古大主》の一柱、《雷帝ライテイ》だ。『千の雷いか鎚づちを背負いし天に等しき大おお王きみ』と称しようされた《古大主》──我らは一時期、魔術師を壊かい滅めつ寸前まで追い込こんだ。しかしたった七人の《古大主》どものために返り討うちにされた』


　魔術師と魔乖術師の間に、そんな死し闘とうが繰くり広げられていたというのか？


『《古大主》に対たい抗こうするために我らは『魔王エル・ケーニツヒ』を生み出し、戦いはますます激化した。最終的に魔術師は根絶やしにしたが、同時に我々も深刻な打だ撃げきを受け、一部の生き残りが地下に潜もぐることでなんとか存続することができた。我々は滅ほろびるわけにはいかなかった──我々の戦いは決して終おわっていないのだからな』


　影法師が、ナイトを指さした。


『忘れるな、清すが夢む騎人ないと。貴様はその末まつ端たんだ。全ての魔ま乖かいの定めを受け継ついだのは貴様だ！　故に、貴様は全てを我に差し出すのだ』


「待て、いったいなにを言っている！」


『それが貴様の宿命であり、必然でもある。納得できずとも構かまわん。だがこれだけは忘れるな。次の戦いが、貴様の最後の戦いとなるだろう』


「最後、だと？」


　ナイトの戦いは、終わるのか？


『まもなく貴様の前に、強大な敵が現あらわれる。彼かの者こそもう一いつ端たんの魔乖の定めを受け継ぎし者だ。奴の力は現状で、貴様を遥はるかに上回る。万に一つの勝かち目も貴様にはない』


「そんな、敵が？」


　ゾクリと、ナイトは悪寒を感じた。ハッタリではなく、自分自身に脅きよう威いが迫せまりつつあることをナイトは本能的に感じたのだ。


『本来ならば、貴様が全てを引き継つげば十全だった。だが貴様が本来持つ力は、魔乖咒と反発する。無論そのおかげで貴様は我の力に呑のみ込こまれることなく自我を保っているが、今のままでは貴様は決して魔乖の至高へ到とう達たつできん』


　？　言っている意味がよくわからない。


『そうだ、だからこそ、次の戦いで決まる。真の魔乖の後こう継けい者しやがな』


「その後継者とは何だ？」


『〈捻ねじれ歪ゆがむ神しん剣けん〉の末まつ裔えいは、自らその運命を拒こばみ、魔乖の定めを放ほう棄きした。残るは貴様達だけだ。清すが夢む騎人ないと、貴様が敗れれば、貴様は貴様の全てを失う結果となる』


「俺の、全すべて？」


『全てだ。貴様と、貴様に連なる過去現在未来の全てが失われる。それが貴様の支し払はらうべき代償だ』


「一方的すぎるぞ！」


『それが嫌いやならば、勝て。彼の者に勝利し、彼の者を我に捧ささげよ。さすれば貴様はこれ以上の代償を払はらわずに済む』


「勝てば、いいのか？」


『勝利するのは貴様には到とう底てい不可能だろう。だが、貴様の可能性に我は賭かけた。我の期待を努ゆめ々ゆめ、裏切るでないぞ』


　影法師の気配が、急速に薄うすれていく。


『忘れるな、彼の者はすでに間近へ迫っている。貴様が勝たねば貴様は破は滅めつする』


「待て、もう少すこし詳くわしく……」


　だが相手の声が急速に遠ざかっていき、声がとぎれとぎれにしか聞こえない。


『忘れるな、彼の者の名は……〈異ことなる常とこ縷る縷る真まことなる理ことわり〉の末裔……の鬼おに子ご……』


　そこで、ナイトの意識は暗転した──






　第一章　闘とう争そうの興おこり







「──っ！」


　ナイトは目を覚ました。


「……はぁ、夢、か」


　改めてそう認識し、ホッと息を吐はき出す。なんというか、ひどく生々しくて重おも苦くるしい夢だった。いわゆる悪夢という奴だ。悪夢にうなされて飛び起きるなんて、自分はどれだけ子供なんだ、と少し自己嫌けん悪おしてしまう。


「先生ぇ、大だい丈じよう夫ぶですか？」


　傍らから顔を曇くもらせてのぞき込こんでくるのは、ナナだった。


「すっごくうなされてて、苦しそうでしたよ？」


　ナナにまで心配されるとは、自分が情けなくて、苦笑するしかない。


　今ナイトがいるのは、ナイト邸ていのリビングにあるソファの上。どうやらそこでうたた寝ねをして、それでうなされていたらしい。


　時と計けいを見ると、時刻は午前十一時。ナイトの場合、朝は午前五時には起きて早朝トレーニングで汗あせを流している。最近は夜眠ねむれないことが多くて起き床しよう時刻を早めてトレーニングをしているため、こんな時間に睡すい魔まに襲おそわれることもある。


　健康のために早はや起おきしているのに反かえって体に悪い。なんとかしないとな、とぼやきながらナイトは自分の額に手を当て、少し驚おどろいた。


　自分の顔を触さわった手が、すごく濡ぬれているのだ。汗でグッショリ、顔と体が濡れている。


「先生ぇ、すごく汗かいてたですよ。ナナ、心配で、拭ふいてたです」


　ナナのそばには、水の入った洗面器と何枚かのタオルが用意されていた。


「わざわざそんなことをしてくれていたのか？　ありがとう。ナナは気が利くな」


「えっへん、です～」


　誉ほめられたナナは得意そうに胸を張った。最近はナナも積極的にこういったことをやってくれる。たまにトラブルを引き起こすこともあるが、喜ばしい進歩である。


「先生ぇ汗かいて暑そうだったですから、ナナ、タオルで冷やしてあげていたです」


「そんなことまで？」


　それで水の入った洗面器まで用意してくれていたのか。そういえば、ナイトが起きたことで下に濡れたタオルが落ちている。これをナイトの額に乗せてくれていたのか……ん？


　ナイトは落ちたタオルを拾い上げて違い和わ感かんを感じた。このタオル、ものすごく濡れている。ナナが水に浸ひたしたんだろうが、全然絞しぼれていない。軽く持ち上げただけで水すい滴てきがしたたるほどだ。


「……ナナ、少しいいか？」


「です？」


「君はどうやって、俺を冷やしてくれたのかな？」


「こうやったです」


　ナナが自ら実演をしてみせる。


「こ～やって、タオルを濡ぬらしてですね」


　タオルをざぶん、と洗面器に放り込こみ、水を吸わせる。


「濡らしたタオルを先生ぇにかけて冷やしたです」


　濡れたタオルを手で広げ、そのままナイトの顔に押おしつけてきて──って、待て！


「ぶっ、ごほっ！　ま、待て！　待つんだ、ナナ、ぶっ、水が鼻に！　じゃなくて、少しやめろ、ナナ！」


「です？」


　怒ど鳴なって、ようやくナナが動きを止めた。座ったナイトの顔面にいきなり濡れたタオルを押しつけてきたのだ、この子は。


「俺を殺す気か！」


「です？」


　きょとん、とナナは首をかしげる。恐おそろしいことに、まったく悪意がないようだ。ナイトは身み震ぶるいをした。


　寝ねていてうなされるのも当然だ。顔に濡れタオルをかぶせられれば、呼吸ができない！　後一歩目覚めるのが遅おそければ永えい眠みんしていたところだ！　顔が濡れているのも当然だ。あれは汗ではなく、水だったのだから。


「ナナ。いいか？　今度から寝ている人間の顔に濡れたタオルを乗せるのは禁止だ。危ないからな。わかったか？」


「……先生ぇ、もしかして、怒おこってるですか？」


　ナナが、悲しそうな顔でナイトを見み上あげてきた。そんな顔をされると、ナイトは途と端たんに居い心ごこ地ちの悪い気持ちになってくる。別にナイトが間ま違ちがっているわけではないけれど、子供にそんな顔をされると罪悪感が出てくるのだ。ナナはよかれと思ってやったのだろうから、なおさらだ。


「いや、君の気き遣づかいはうれしいし、感謝しているけど、顔に濡れタオルを乗せたら息ができなくて、苦しいだろ？」


「ですぅ、ナナ、また失敗したですね」


　ますます落ち込こんだ様子で肩かたを落とすナナ。ナイトはあわててフォローをした。


「そんなに落ち込むな、ナナ。次から気をつければいいんだから！」


「ですね、次がんばるです！」


　ナナはそういって力こぶを作るポーズをとった。すごくあっさり立ち直ってくれた。なんていうか、喜ばしいことなんだろうけど、素直に喜べないという複雑な気持ちに陥おちいるナイトであった。


「……なにをしているの、あなたたち？」


　と、いつのまに現れたのか、部へ屋やの入り口にあきれ顔でこちらを見つめるヨルがいた。その存在に気づいたナイトは、あわてた様子で手を振ふった。


「いや、別にたいしたことじゃないんだけどな」


「ナナが、寝ている先生ぇの熱くなっているとこを静めてあげようとしただけですよ」


「うぉぉぉい!!」


　ナイトは思わず絶ぜつ叫きようしてしまった。この子はどうして、そういう紛まぎらわしい言い方をするんだ！　そんな言い方では、またヨルに余計な誤解をされてしまう。


「へぇ、熱くなっているところをね……」


　ジロリ、水も瞬しゆん時じに凍こおり付く氷点下のまなざしをヨルはナイトに向けてきた。ナイトは冷や汗あせを流しながら、ははは、となんとか笑い声を漏もらした。


「いや、ヨル、それは誤解で……」


　ヨルはナイトとナナの二人ふたりの様子を眺めた後、そばに置かれた洗面器、水みず浸びたしの床ゆか、濡れたタオルを観察して溜ため息いきをついた。


「……おおかた、ナナが寝ているあなたを濡れタオルで拭こうとして、水浸しにしたってとこかしら？」


「え？」


「なに、違うの？」


　ナイトは首をぶんぶんと横に振った。おおむねあたっている。


「わかったから、ボーッとしないで床を拭いてちょうだい。シミになるわ」


「あぁ、わかった」


　ヨルに言われ、ナナの持ってきたタオルで濡れた床を拭いていく。


「ナナも手伝うですよ～」


「まぁ当然だな」


　なにも洗面器をひっくり返したわけではないので、手早く拭けばすぐに終わった。


「こんなものかな？」


「ですです～」


「そろそろお昼の用意をするわね」


　と、ヨルが台所へ向かう。その背中にナナが声をかけた。


「ナナ、イカめしが食べたいです～」


「烏い賊か飯めし？」


　何でこの子はそんな、子供らしくないものをいきなり食べたがるんだ？


「無茶言わないで、ナナ。そんなものすぐ作れるわけないでしょ」


「簡単ですよ。パスタゆでるだけですから～」


「それはイカめしじゃなくて、イタめしじゃないの？」


「それです！」


　イタめし、イタリア料理の俗ぞく称しようだ。日本でイタリア料理というとパスタやピザを指すことが多い。ナイト邸でイタめし、というとパスタのパターンだ。


「ナナ、黒いのが食べたいです～」


「黒……あぁ、イカスミのパスタね」


　ならナナの言うイカめしという言葉も、完全に的外れなわけではなかったようだ……まぁ、すごくわかりにくいことに変わりはないが。


「生のイカは買かい置きがないから、瓶びん詰づめのイカスミしかないわよ。それでいいなら」


「もちろんそれでいいです～」


「わかったわ。ナナ、暇ひまなら少し手て伝つだって」


「ですです～」


　昼食のメニューも決まった……しかし、イカスミって瓶詰めのがあるのか？　少すくなくともナイトが一人ひとり暮ぐらしをしている間は、そんなものを買った覚えがない。ヨルが買ってきたのだろう。台所も今ではヨルの使いやすいように整理され、ナイトの見たこともない調味料が多く並べられるようになっているのである。


「俺も手伝うよ」


　ナイトも立ち上がったが、ヨルが軽く頭を振った。


「気にしないで。台所は人数が多くても狭せまくなるだけだし、あなたはそこで待っていて」


「いいのか？」


「その代わり、食後の片付けを手伝ってくれると嬉うれしいわね」


「それくらい任せておけ」


「ならお願いするわ」


　そんな会話を交わし、ヨルはナナを連つれて台所へと向かった。


　エプロン姿になったヨルは上じよう機き嫌げんそうに軽くハミングを漏らしながら材料を用意して、調理の下準備を整ととのえていく。調理道具等もヨルの使いやすい位置に並べられている。ナナはその周りを動き回って、食器などを用意している。


　最近ヨルとナナの様子が変わってきた──ナイトは漠ばく然ぜんとそう感じていた。


　どこが変わったのかと聞かれても、少し困ってしまう。露ろ骨こつに変化した、というわけではないのだ。ただ、二人とも　以前よりも一いつ緒しよにいることが多い気がする。


　ナナが最初にこの家に来きたとき、ヨルはナナとの接せつ触しよくを避さけていた節がある。しかし今では見ての通り、姉妹と言ってもいいくらい仲良よく見える。


　それに最近は、なんというか、ヨルも明るくなってきた気がする。言葉にするのは難しいが、なんというか、ヨルも以前より、ナイトに対して心を開いてきたというか、人当たりが丸くなってきたというか……まぁとにかく、ナイトにとっては喜ばしい変化だ。


　そしてその原因は、一つの事件によるものである。


　しばらく前に行われた、『歪ワイ』エリザベートとの激突。エリザベートとの戦いは、いろんな意味で過去最大級の激戦だった。その中でナイト達は多くのものを失ったと思う。だが得たものも確かにあったのだ。


　あの戦いの後、エリザベートの生死は今もって不明だ。しかしあの派手好きなエリザベートが生きていて、なんの足そく跡せきも残さないというのは考かんがえにくい。エリザベートは死んだ、と見てもよさそうである。


　そのエリザベートに対して強い忠誠心を抱いだいていたナナは、エリザベートの死後、数日は精神的にかなり不安定だった。ナイトやヨルもかなり心配した。しかし一度大泣きして自身の感情を吐と露ろした後は、意外なほど精神的に安定しているように見られる。好意的に解かい釈しやくするなら、エリザベートの死を乗り越こえてナナが成長した、ということなのだろう。


　そしてヨルも、それは同じである。


　ヨルの実家、『闇ヤミ』のシュトレンベルグ本家は、エリザベートの襲しゆう撃げきによって壊滅状態となったらしい。その知らせを受けたヨルも当初は動どう揺ようしていた様子だったが、エリザベートと戦い、エリザベートに一いつ矢し報いることで、一族の無念を晴らしたようだ。以前の落ち着いた物もの腰ごしのヨルに戻もどっている。


　そう、それに……ナイトとヨルの間の関係もまた、微び妙みように変化しつつある。


　エリザベートとの戦いの中、ナイトはまんまと敵の罠わなにはまり、エリザベートに心を操られ、ヨルを殺ころすために戦わざるを得なかった。そのときヨルは、自分の危険も顧かえりみずナイトを助けてくれたのである。


　そのことはもう、いくら言葉に出しても感謝しきれるものではない。そしてそのときヨルから……なにか、嬉うれしいことを言われた気がする。


　実は操られている間のナイトの記憶はあやふやだ。覚えてないわけではないのだが、はっきりしないのである。まるで夢でも見ていたような気持ちだった。


　だからヨルの台詞せりふも細かく覚えているわけではないのだが──すごく、嬉しかったことだけは覚えている。そして気づいたらナイトの支配は解けていたのであった。


「なに、ナイト？　ニヤニヤ笑ったりして」


　顔に出ていたらしい。正面に座っているヨルが怪け訝げんな顔を向けてきた。


「いや、なに、たいしたことじゃないよ」


「やけに嬉しそうね」


「ただ、今みたいな時間がずっと続けばいいな、と思ってね」


「あなたはそんなに長い間昼食を食べ続けたいの？」


　パスタを前にしたヨルがあきれた声を出す。


「先生ぇ、おなかが減ってたですか？」


　ナナも、口の周りを汚よごしたまま首をかしげた。


「ならナナの分も少し分けてあげるですよ？」


「いや、それはいい。ナナはちゃんと自分の分を食べるんだ。大きくなれないぞ」


「ですか～」


　ヨルがあきれ顔で続けた。


「どうでもいいけど、イカスミパスタを食べながらあまり笑わない方がいいと思うわよ。口の中がお歯は黒ぐろになっているから」


　ナイトはあわてて口元を引き締しめた。確かにそれは、配はい慮りよが足りなかったかも──というか、ヨルはよくお歯黒なんてもの知っているな？


　ともあれ、昼食も特に問題なく終しゆう了りよう。ナイトは約束通どおり食器を洗って後片付けをすませると、時間ができた。


　ナイトも今では学校にも行っていないために、時間が余るとかなり手持ちぶさたになってしまう。空いた時間で鍛たん錬れんとかをやっているけれど、今日きようも早朝からやって疲つかれて居い眠ねむりするような体たらくだ。あまり根こんを詰つめすぎるのも考え物である。


　どうしたものかな、ナイトは首をかしげて考えた。





「ふっ、はっ、せいっ」


　声を出して気合いを入れながらナイトは庭で鍛錬をしていた。


　結局色々悩なやんだ末、他ほかにやることもないナイトは鍛錬に精を出すことにした。生き真ま面じ目めというか、無む為いに時間を過すごすことが苦にが手てなのである。自分でも損な性分だと思う。


　しかし、この鍛錬も無む駄だではないはずだ。


　ナイトはこれまで何度も死闘を繰り広げてきた。圧あつ倒とう的な実力を持つ強敵との対決も経験してきたが、実力的には劣おとる相手との戦いもあった。しかしそのほとんどにおいて、ナイトは苦戦を強いられてきた。


　純じゆん粋すいな実力の問題ではなく、精神的な未熟さ、経験不足が最大の原因だ。そんなものは一朝一夕に身につくものではないし、ある程度はしかたないことだとナイトもわかっている。


　でも自分がもう少し上う手まく動いていれば、もっと対処のしようもあったと思うのだ。それ故に気が急せいて、ナイトを鍛錬に駆かり立てるのである。


　昔覚えた型を一通り繰り返しながら、肉体的な鍛錬を続けていく──ここ数ヶ月で鈍にぶっていた体の動きもかなりスムーズになった。強敵との戦いが、ナイトを急速に成長させてきたのである。


　──いや、これくらいでいい気になってたらまだまだだな。あの人に比べれば……


「お疲つかれ様」


　と、縁えん側がわにヨルが顔を出した。全身汗あせだくのナイトを見て、呆あきれたような声を出す。


「毎日がんばるわね」


「これくらいしか、取り柄えがないんでね」


「あまり無茶をしないでね……お茶でもいかが？」


「ありがとう」


　ヨルがこうやって声をかけてくるのは、たいていナイトの鍛錬の区切りがいいときだ。どうも、様子を見てタイミングを計っているらしい。本人に聞けば否定するだろうけど、案外ヨルはそう言う気遣いが得意なのである。


「前々から思っていたけど……」


　汗を拭いてから麦茶を飲むナイトを見て、ヨルはふと尋たずねてきた。


「日本人って、誰でもそういうことができるの？」


　ヨルが見ているのは、ナイトが今まで振ふり回していた木刀である。


　最近のナイトは武器を使つかった動きを中心に鍛錬している。昔取った杵きね柄づか、とでも言えばいいのか、だいぶカンを取り戻もどしてきたところである。


「最初にあなたと会ったときも、剣で戦っていたし」


「そうだな」




[image: ]


　ヨルと一緒に〈魔女猟人ヤクト・ヘクト〉と戦ったとき、ナイトは武器に剣を選んで戦った。その後魔乖咒を使って戦うときは、素手で戦うことの多いナイトである。一応それには理由があって、魔乖咒を使うときは両手で魔ま法ほう陣じんを描えがかなくてはいけないし、魔道書を構えたりしなくてはいけない。刀などを持っていては対応が遅おくれてしまうのだ。もちろんそれ以外にも理由はあるのだが……


「さすがサムライの国ね」


　などとヨルが妙みような方向で感心している。普ふ段だんは理知的な割に、こういった物事で激しい勘かん違ちがいをすることがあるのも彼女の特とく徴ちようである。ナイトはやんわり訂てい正せいすることにした。


「いや、ヨル。俺が特別なだけで、別に日本人全員が刀を使えるわけじゃないぞ」


「あら、そうなの？」


「使えるのは少数派だな。俺の場合、祖じ父いさんに子供の頃ころ教えられていたから、まぁその関係さ。長い間使わなかったらだいぶ忘れていたから、最近はこうやって昔のことを思い出しているんだ」


「なるほど。あなたのお祖父さんが、サムライだったわけね」


「いや、ヨル。サムライはもう今の日本に実在しないからな」


「え？　でもメジャーリーグの選手にサムライっていなかった？」


「イチローとかはあくまで自じ称しようだぞ」


　やはり勘違いしていたようだ。ヨルはそうなの、と少し驚いた様子だった。どんな想像をしていたのか……


「まぁいいわ。それなら、あなたのお祖父さんはどんな人なの？」


「ん？」


　ナイトは少しだけ口ごもった。そうやって改まって聞かれると困こまる。今まであえて思い出すこともなかった、ナイトにとっての苦い記憶。


　が、口ごもるナイトを見てヨルは勘違いしたようだ。


「ごめんなさい。あなたのお祖父さんは、もう……」


「え？　いやいや、違うよ。別に死んだわけじゃない。生きているよ、たぶんだけどな」


「たぶん、ってどういうこと？」


「もう何年も会ってないし、連れん絡らくしてないからな。ただ、体は丈じよう夫ぶな人だったから、そう簡単に死ぬことはないはずさ」


「そう……」


　ナイトと祖父の間に口に出しては言えない関係があると悟さとったのか、ヨルが口ごもる。二人の間の空気が重くなっていくのをナイトは感じて、その空気を振ふり払はらうように明るく声を出してみた。こうなったらしかたない、話せるところだけ話してみよう。


「俺の祖父さんは剣けん術じゆつの道場を持っててな、俺もそこで子供の頃ころ色々と教わってたんだ。刀の使い方も多少な」


「多少教わった程度で、実戦で戦えるレベルまで行くの？」


「祖父さんはなかなか厳しい人だったから、実戦向けの技をかなり仕し込こまれたんだ」


　あの頃の厳しい修行の日々は、今でも忘れられない。今いま更さら戻ることなどできないけれど、その記憶はナイトにとって決して無意味なものではなかった。


「それであなたは〈魔女猟人〉と互ご角かくに戦えたわけなんだから、お祖父さんはいい先生だったみたいね」


「あぁ……俺のあこがれだった人だよ、今でもだけどな」


　しみじみと答え、ナイトは一口麦茶を飲んだ。


「昔は祖父さんみたいな剣けん士しになりたいって思っていたよ。子供の頃は本気で正義の味方になりたいって考えていた。祖父さんくらい強くなれれば、不可能じゃないと信じていた」


「よほど強い人だったみたいね」


「あぁ、割とね。子供の頃の話だけど、結局俺は一度も勝てなかった。というか、祖父さんが負けるところを見たことがないな」


　ナイトはそのまま昔の思い出を語った。


「道場破りっていうか、祖父さんに勝負を挑いどむ奴は割と多かったな。でも祖父さんは全員を返り討ちにして追い返してた。祖父さんが十秒以上勝負に手こずる姿を見たことがない。全員秒びよう殺さつだった」


「……すごく強いわね」


「あぁ、今でも信じられないけど、逸いつ話わの多い人だったよ。橋の壊こわれた川を渡わたるのに、刀で川を斬きって水の間を歩いたとか、飛んでる小こ蠅ばえの羽と足だけを切り落としたとか、雪崩なだれに呑み込まれそうなとき、祖父さんが刀を振ったら雪崩がよけていったとか、色々とな」


「……それは冗じよう談だんよね？」


「あながち冗談だって言えない雰ふん囲い気きが祖父さんにはあったんだよな」


　今考えても、ナイトの祖父はつかみ所のない人物だったと思う。子供の頃何年か一緒に過ごしたのに、未いまだにナイトにも理解できないことが多々ある。


「祖父さんからは素手での戦い方も習ったけど、どっちかというと俺は剣を使う方が得意なんだよな」


「そうだったの？」


　ナイトはこれまで、魔乖術師と戦うときに素手で肉にく弾だん戦せんを繰り広げるパターンが多かったはずである。


「『先生マイステリン』から教わった『滅メツ』の魔乖咒が素手での戦闘を前提とした魔乖咒だったから今まで戦ってきたけど、最近はある程度慣れてきたからな、なんとか刀で戦いながら魔乖咒も使えないか、考えていたんだ」


　以前五ご聖せい竜りゆうの一人ひとり、《剣ケン》と戦ったとき、ナイトも剣を武器に戦った。その時はとにかく相手に追いつくことに必死だったが、今ならあの時以上に動くこともできるはずである。


「……本当は、二度と剣は握にぎるまいって思ってたんだけどな」


「え？」


「いや、こっちの話だ」


　ナイトがヨルとそんな風に会話を続けていると──


「先生ぇ～」


　と、ナナがやってきた。


「先生ぇヒマですか？　ナナと遊ぶです～」


「ナナ、ナイトの邪じや魔まをしたらダメよ」


　と、ヨルがたしなめる。ナイトが、まぁまぁ、と手を振った。


「ちょうど区切りがよかったところだから、たまにはナナにつきあおうか」


「わ～い、です」


「子供には甘あまいんだから……」


　ヨルがなにやらブツブツ文句を言っているけれど、まぁ気にしないようにしよう。


　汗をかいた服を着き替がえてから、ナナにつきあうことにする。


「なにをするんだ？」


「ゲームをするです～」


　ナナがテレビの前に移動するのを、ナイトは押おし止とどめた。


「いや、テレビゲームはやめよう」


「えぇ～、です」


「いや、君も強くなってきたからな。正直俺じゃ歯が立たない」


　これは本当である。ナナは日本に来くるまでゲームなどやったことはなかったらしいのだが、今ではナイトでは相手にならないほどだ。この前まえ少しつきあったら、格かく闘とうゲームで二十連続パーフェクトゲームをされてしまった。一番技が出るのが早いキャラを使ってナイトが技を出した瞬しゆん間かん、〇・〇一秒で反はん応のうしてカウンター技を繰くり出すというナナの戦法をついに打ち破ることはできなかったのである──反則級の強さだった。


「今日は、日本のゲームをしよう」


　ナイトは押おし入れにしまってあった将しよう棋ぎ盤ばんと駒こまを取り出した。


「なんですか、これ？」


「将棋だ。ジャパーニーズチェスだな」


　昔祖父と遊んだ記憶がある。祖父は割と凝こり性だったので、木製で脚つきの将棋盤だ。


「どーやるですか？」


「相手の王様をとったら勝ちだ。駒の動かし方とかはやりながら教えるよ」


　テレビゲームもいいけど、たまにはこういう遊びもやったほうがいいとナイトは考えていた。ゲーム好きのナナなら案外将棋にも興味を持つかもしれない。


　ナイトが盤ばん面めんに駒を並べていく。ナナは首をかしげた。


「先生ぇの方が少ないですね？」


「ナナは初めてだからな、俺は飛ひ車しや角かく落ちにしよう」


　いわゆる二枚落ちだ。飛車と角行をナイトは使わない。


「これはいわゆるあれですね」


　ナナがつぶやく。


「これでナナが先生ぇを倒たおしても、これはわたしの本当の実力ではない、次はわたしも完全体になって相手をしよう、って言うパターンですね」


「どこの漫まん画がの受け売りだ？」


　最近はナナもいろんなものに手を出しているようだ。


「今のはメラゾーマではない、メラだ、ってやつですね？」


「それは少しニュアンスが違う──まぁいいさ。ありえないとは思うけど、万が一負けたってそんな大人おとなげないセリフを言ったりはしないよ」


「ならナナが勝ったらなにかご褒ほう～美びが欲しいですね」


「そうだな、勝てたら好きなお菓か子しをあげるよ」


「……ナナ、甘あま～いやつがいいです」


「勝てたらな」


　ナナが腕うでまくりをして言った。


「がんばるですよ～」


　かなりのやる気である。前向きなのはいいことだ。


「まぁいい。とりあえずやりながらいろいろ教えるとしようか」


「ですです～」





　一方のヨルは、ナイトと別れた後、一人部へ屋やの隅すみで肩を落としていた。


「……今日も何も言えなかったわ……」


　いや、特別言いたいことがあったわけではないのだけれど……あれである。


　なんというか、ナイトの態度が最近変わらない、それがなんとも、理解できない。


「だって、わたしあそこまではっきり口にしたのよ」


　そうだ、戦いの中ではあるが、ナイトに対して言ったあの台詞は、ヨルにとって一世一代の大告白だったわけだ。なのにナイトの態度に変化がないというのはどういうことだ？


「それはまぁ、別にわたしだっていきなりナイトにベタベタして欲しいわけじゃないけど、というか、いきなりそんなことしてきたら怒おこるけど、でも少すこしだけなら許してあげなくもない……って、違うわよ、脱だつ線せんしてどうするの」


　一人でブツブツ言いながら自分にツッコミを入れたり、忙いそがしいヨルであった。


　──でも実際どうなっているのだ？　……まさか、ナイトはあのことを覚えていないと言うのか？　ありえなくはない。あのときのナイトは精神をエリザベートに乗っ取られていたわけだから、記憶が混こん濁だくしても……待って欲しい。なら、あの一世一代の告白が全部無効？　そんな、ありえない！


「ウソよ、そんなのひどすぎるわ……」


　あれは、今自分で思い出しても顔から火が出るほど恥はずかしい台詞だった。あんなこと、あのとき、あの状況だったからこそ何とか口に出せたようなものだ。それを今更もう一度、改めて言えなんてことになったら……死んでしまう、いや、死ぬ、恥ずかしくて、ヨルが、ナイトを殺してしまうかも！


　半ば錯さく乱らんしながら、ヨルは必死に頭を働かせた。どうすればいい？　今のナイトの気持ちを確認する方法……


「あなたわたしのこと好きなの？　……って、そんなこと聞けるわけないじゃない。そんなこと聞くなんて、わたし、どれだけ自信過か剰じような女よ！」


　そんなことを叫さけびながら頭を抱かかえ、部屋の中を行ったり来たりするヨル──端はたから見たら危ない人だ。でも本人はそれだけ必死に考えているのである。


「お、落ち着くのよ、わたし。そう、ヨルミルミ、あなたはやればできる女の子。もっと自分に自信を持つのよ、そう」


　鏡の前で深呼吸しながら自己暗示をかけてみる……なんとなく、落ち着いてきた。


「そうよ、冷静に考えれば、今のところナイトの近くにいる女の子ってわたしくらいしかいないし、ナイトに変な虫がつくこともないわよね。落ち着いて、時間をかけてじっくりと親密になっていけばいいのよね」


　そうだ、あわてることはないのだ。落ち着いて行動すれば、ヨルの勝利は揺ゆるがない。


「……でもナナもいるのよね」


　いや、でも、ナナは子供だ。ナイトによくなついているけど、まさかナイトにそんな趣しゆ味みが……あるはずない、ないと思う、たぶん。


「……ナイト、信じているわよ」


　万が一ナイトにロリコン趣味があったとしたら──『闇ヤミ』の魔乖咒でナイトを治ち療りようするしかない、主に脳を、徹てつ底てい的に治してやらなくてはいけない……


　ブツブツ何事かをつぶやきながらヨルは部屋を出て、ナイトたちの様子をうかがいに向かった。





　一方、将棋を指さしていたナイトとナナは……


「お～てです」


「ぶっ！」


　ナイトは盤面を親の敵かたきのように睨にらみながら渋しぶい顔を抱えていた。


　おかしい、どこで自分は間ま違ちがえたのだろう？　ナイトは自分の行動を振ふり返った。


　序じよ盤ばんは特に問題なく進んでいた、いや、順調すぎた。それが今思えば不自然だった。


　普段は物覚えの悪いナナがすんなり駒の動かし方を覚えた時点で怪あやしむべきだった。ナイトが教える前に桂けい馬まを動かし始めた段階で、もしかしてナナは将棋を知っているのかと疑問に思ったが、それでもまだ負けてはいなかったはずだ。


　ナナがナイトの歩を数枚とった段階でも、まだ勝負は決まっていなかった。その後ナナが攻せめてきて、ナイトが防戦に回り出した辺りから完全に流れはナナに傾かたむいた。


　奮ふん闘とうむなしくナイトの負けはほぼ確定したのだが、投とう了りようするタイミングを完全に逃のがしてしまい、気づいてみれば王将の周りを完全包囲されてにっちもさっちもいかないという完敗状態にまで追い込まれていたのだ。


「……ナナ、もしかしなくても君、将棋知ってたな？」


「ナナ、知らないなんて言ってないです」


「くっ」


　確かに、ナナは知らないものと決めつけたのはナイトだ──最近この子も口が達者になってきたな、ナイトはなんとなく向かっ腹が立ってきた。


「あら、将棋なんてやってたの？」


　と、ヨルがやってきた。首を伸のばして盤面をのぞき込んでくる。


「……もしかしてこれ、ナイトが負けてない？」


「あぁ、そうだよ」


　不ふ機き嫌げんを隠かくさずに答えるナイト。


　ナイトとて将棋に格別自信があったわけではないが、二枚落ちで初心者に完敗するほど下へ手たではないはずだった。これは、ナナが予想以上に強かった、ということだろう。


「この子、ゲームに関しては強いわよ」


　ヨルが肩をすくめながら補足する。


「前にチェスでわたしも負けたから」


　ヨルがどれくらいチェスが上手いかは知らないが、冷静で計算高いヨルの性格を考えれば決して下手ではないはずである。となると、やはりナナの腕うで前まえがなみはずれているのか。


「君は、どこで将棋を覚えたんだ？」


「ん～、チェスとか将棋、中国将棋シヤンチー、囲い碁ごとか、昔からエリザベート様の相手でよくやってたですから」


「エリザベートが？」


　ナイトは少し驚いた。あのエリザベートにそんな嗜たしなみがあったとは意外だったのである。


「エリザベート様、ゲームが好きでよくやってたです」


　でも確かにあの女は、余興を楽しむ性格を持ち合わせてはいた。一いつ般ぱん人じんと思考はかけ離はなれていたものの、遊びを楽しいと思う感性はあったようだ。


　そしてナナがゲーム好きな性格であるのも、その辺りが関係あるのかもしれない。何しろ二人には血のつながりがあったのだから。


「でもエリザベート様、気に入いらないと相手をすぐぷっ殺すですから、いつも最後はナナが相手することになったですけどね」


「そんなので君はよく無事だったな」


「です～、大変だったですよ～」


　ナナがしみじみつぶやく。


「エリザベート様、自分が負けそうになると相手をぷっ殺すです。自分が勝つとつまらないって相手をぷっ殺すです」


「最悪だな」


　しかもそれだと、ナナも確実に殺されるのではないか？


「ナナ、エリザベート様が飽あきるまで、勝負がつかないように長なが引びかせてたです」


「それはある意味、勝つより難しくないか？」


　なるほど。そんな修しゆ羅ら場ばを経験してきたなら、ナイトやヨルに勝てても不思議ではない。


「とりあえずナナの勝ちですね？」


　得意そうに笑いながら、ナナが言う。ナイトも渋しぶ々しぶうなずいた。


「あぁ、負けを認めよう」


「やったですぅ！　なら先生ぇ、約束ですよ～♪」


「約束？　なんの話？」


　不思議そうにヨルが尋ねてくるのでナイトが説明しようとしたが、ナナが口を開く方が少しだけ早かった。そしてその少しが致ち命めい的てきだった。


「先生ぇ、ナナが勝ったらご褒ほう～美びくれる約束だったです」


「へぇ、よかったわね。で、ご褒美って？」


「それは……」


　ナイトが答えようとした瞬間、横から伸のびたナナの手がナイトの顔をしっかりと摑つかんだ。


　なにを、と言うより早くナナの顔が眼前に迫り、ちゅっと口を塞ふさがれてしゃべれなくなってしまった。


「な！　な！　な！　な！」


　ヨルが口に手を当てて目を白黒させる。ナイトの唇くちびるをナナが奪うばったためである。当事者であるナイト自身、突とつ然ぜんのことにどう反応していいかわからず、硬こう直ちよくしている。


「ふ、ぁ、ぴちゃ、ちゅ、く、ちゅ」


　しかもナナの小さな舌がのばされ、ナイトの唇を舐なめていた。舌はさらに唇を割って侵入してきたが、とっさにナイトは歯を閉じてそれだけは防ふせいだ。


「な、なにを！」


　ナイトが思わず声を上げ、ナナもようやくナイトから唇を離はなした。


「ふぅ、ごちそうさまです」


　嬉うれしそうに笑いながら、ナナが頭を下げる。小さな舌で自分の唇をぺろりと舐めているのが、なんというか、あれだった。


「君は、いきなりなにをするんだ！」


「ご褒～美ですよ、約束の」


「俺はお菓子をあげるって……」


「だから、甘～いやつが欲しい、って言ったですよ。甘あまくておいしいお菓子ＫＩＳＳだったです」


　ナナはいかにも満足した、といった様子だ。一方のナイトは突然の出で来き事ごとに顔を赤くさせ、未だにドギマギしていた。


「それと先生ぇ、ナナに欲情したら犯罪ですよ？」


「誰がするか！」


「なら問題ないですね。ごちそうさまで～す」


　と、ナナは立ち去さっていく。残されたナイトは……途と方ほうに暮れて座り込こむだけだった。


　待って欲しい。今のはあんまりだ、不意打ち過ぎる！　なんていうか、所しよ詮せん子供のやること、と簡単に水に流せない。知らないうちにナナの体も最近成長している気がするし、意外にもナナの舌した技わざがナイトの快楽の……って、自分はなんで余よ韻いんを分ぶん析せきしてるんだぁぁぁぁぁぁぁぁ!!


　内心で自分にツッコミを入れながら、ナイトはハッとした。違う、そうだ、今の問題は、そんなことではない！　今気にすべきなのは……


「ねぇ、ナイト？」


　ヨルがそばで一部始終を見ていたと言うことだ。


「ちょっといいかしら？」


「な、なにかな？」


　ヨルの声は、必要以上に優しい猫ねこなで声だった。それが今の状況で、ヨルの迫はく力りよくを倍加させている。


「あなたは、ナナと、賭け将棋をしていた、そう認識すればいいのかしら？」


　ニコニコ、笑いながらヨルが言う。賭け将棋というとあまりいい言葉に聞こえないけれど、まぁ、おおむねで間違ってはいない。広義的に解釈するなら、そもそもプロの棋き士しだってお金をもらって将棋をするわけだし、後ろめたいことはない、はずだ。


「あぁ、そうだな」


「それで、賭かけに勝った方が相手にキスできるってわけね、へぇ～、ふ～ん、ほ～ぅ……とっても素敵な勝負ね」


　まずい、ヨルのイヤミ説教スイッチが入った！　こうなるとヨルの説教は数時間単位になってしまう。ここは、なんとしてでも誤解を解かなくては。


「ヨル、聞いて欲しい。俺も、ナナがあんなことをするなんて知らなかった……」


「でも拒きよ絶ぜつしなかったわよね」


　くっ！　痛いところをつかれた！　驚いて硬直していただけなのだが、ヨルにはそうは見えなかったらしい。


「なぁ、ヨル、聞いて……」


「あら、勘違いしないで、ナイト。わたし、別に怒っているわけじゃないのよ？」


　ヨルはニコニコ笑いながらそう言う……様子が、いつもと違う？


「つまり、将棋に勝てば、キスできるってわけね」


「いや、ナナとキスをする約束してたわけじゃ……」


「わたしと一局やらない、ナイト？」


「だから勘違いだって……は？」


　ナイトはまたも間ま抜ぬけ面をさらすことになった。どういうことだ？


　ヨルはナイトの様子などお構いなしで、将棋盤の対面に腰こしを下ろす。


「今度はわたしと一局指しましょう。勝った方が相手にキスできるっていうルールでいいわね？」


「え!?」


　どういうことだと、ナイトはまたも驚きよう愕がくした。


　だって、今のヨルの言葉を解釈するなら、つまり、それは、その、ナイトを相手に……まさか、ヨルが自分からそんなことを！


「いつまで変な顔をしているの？　早くやりましょう」


「ヨル……本気か？」


「もちろん本気も本気よ。それともナイト、あなたまさかナナとは勝負できても、わたしとはやりたくないのかしら？」


「そんなことはない！」


「なら決まりね」


　言って、将棋盤に駒を並べていくヨル。ナイトは呆あつ気けにとられたままだ。


　なにしろ、あのヨルが自分からナイトにキスを求めているわけである。ナイトは、どうすればいいのか、自問した。


　……やはりここは勝負を受けるしかあるまい。そうだ、男として、勝負から逃にげるわけにはいかない。ヨルが勝負を求めるならば、ナイトはそれを受け止めるのみだ！


「さぁ、始めましょう」


　駒を並べ終え、ヨルが言う。


「先手はわたしからでいいかしら？」


「あぁ、構わない」


「なら先手ね」


　ヨルはつぶやき、将棋盤の脚あしを鷲わし摑づかみにすると、肩の上に振ふり上げた。将棋盤の上にあった駒が周囲に飛び散る。


「なに……」


「王手っ!!」


　ドガシャッ


　ナイトの顔面に将棋盤がめり込こみ、ナイトはそのまま仰あお向むけに倒たおれた。


「わたしの勝ちね、ナイト。そのまま一生将棋盤とキスしてなさい！」


　怒鳴り、ヨルが足音も荒あらく立ち去っていく気配を、ナイトは薄うすれゆく意識の中で感じていた。


　ナイトの家の将棋盤は木製のしっかりしたもの。その重量は軽く十キロはある。そんな木の塊かたまりが顔面を直ちよく撃げきしたのである。いかにナイトといえど、無傷ではいられない。


　──やっぱり、おかしいと思ったんだよ……


　ヨルがあんな態度に出たのには、やはり理由があったわけだ。


　そんなことを考えつつ、ナイトは顔の上に将棋盤をのせたまま意識を失ったのであった。








　──赤あか霧ぎり市しの隣となりにある天てん神じん町。その片かた隅すみにある安やす宿やどに五聖竜のメンバーであるフェンとキョウシロウの二人は現在滞たい在ざいしているのである。


「よぉ、キョウシロウ。お前さん、いい加減飲のみ過ぎだぜ？」


　と、フェンが相棒をたしなめる声を出すが、相手はそんな忠告を素直に聞く性格ではない。ちなみにフェンもキョウシロウもいつもと同じ格好、すなわちフェンは白のスーツ姿、キョウシロウは着き古ふるした和装という出いで立ちである。


「大きなお世話じゃ。それにワシはこの程度で酔よわん」


　と、キョウシロウは手に持った酒さか瓶びんをラッパ飲のみして飲み干し、酒さけ臭くさい息を吐き出した。フェンは、ヤレヤレ、と肩をすくめる。


　まだ日中だというのに、部屋には空の酒瓶が散乱していた。フェンは全然飲んでいない、全てキョウシロウがあけたのである。


　キョウシロウは常人なら泥でい酔すい間ま違ちがいなしの量をすでに飲んでいるというのに、外見上変化はない。実際フェンもこの男がどれだけ大酒を飲もうと酔ったところを見たことがないので、相手の好きにさせていた。この前活動資金が送られてきたので、多少キョウシロウが派手に飲み食いしたところでかまいはしない。


「ＹＡＲＥＹＡＲＥだな」


　息を吐はきつつ、フェンは葉巻の口を切って火をつけ、紫し煙えんを吸い込こんだ。


　前回、『歪ワイ』のエリザベートがナイト達を襲撃、その結果、ナイト達が辛からくも勝利を収めた。ナイトとの決着は自分がつけると決めているフェンとしては、その結果は喜ばしいものであった。


　だが問題は、ナイト達が赤霧市で〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉と呼よばれる場所を発見したことである。その〈星辰〉こそが魔乖術師と彼かれら五聖竜の因いん縁ねんの根源でもあり、フェン達は現在、なんとしてでもその場所を確保しろ、とリーダーに命令されているのである。


　五人のメンバーの中でも武ぶ闘とう派はであるフェンとキョウシロウにとって、その命令は願ったり叶かなったりというものだった。それこそキョウシロウなどは、舌なめずりしながら喜んだものだ。


　その命令を受けたのは先日のことだ。キョウシロウはそのまま攻せめ込こもうとしていたが、すぐには動けない理由もあった。


　エリザベートを追ってきた八や祖その戦闘部隊が周囲に展開していたのである。


　フェンはそこまで目立った動きはしてないが、キョウシロウの悪名は魔乖術師の間でも有名だ。なにしろキョウシロウが今までに殺した魔乖術師は千やそこらでは収まらないレベルである。おまけに最近『偽ニセ』の本家を直接襲撃して壊滅させたのもキョウシロウだ。魔乖術師と出くわせば、そのまま全面衝しよう突とつになるだろう。


　フェンとキョウシロウ、二人ふたりがかりならば、魔乖術師がいくらいようと問題ではないだろう。だが、今回の目的は赤霧市を確保することなのだ。戦せん禍かを無駄に広げるのは本意ではない。


　ただ、魔乖術師も長期間にわたってこの国に滞在するとは思えなかった。


　すでに連中の目的であるエリザベートは倒された。フェンやキョウシロウがここにいることは気づかれてないので、連中も手出しはしてこないはずだ。魔乖術師同士ならば魔ま力りよくで気配を感じ取れても、魔乖術師が五聖竜を探し出すことは難しい。


　そもそも魔乖術師の勢力基き盤ばんは欧おう州しゆうだ。極東周辺は勢せい力りよく圏けん外がいである。さらに言えば、ユーラシア東部を勢力基盤としているのは〈斯し界かいの剣けん轟ごう〉である。魔乖術師が長期にわたって大規模部隊を駐ちゆう留りゆうさせることはないはずだ。〈斯界の剣轟〉は基本的に他勢力と関かかわり合いを持たないが、無駄に刺し激げきすれば手痛い反はん撃げきを食らうことになりかねない。


　そう言ったわけでフェンは暴あばれようとするキョウシロウを酒を飲ませてごまかしつつ待機していたのである。そして現在、ようやく八や祖その部隊も撤てつ収しゆうし、赤霧市にはナイト達が残るのみ。舞ぶ台たいの準備は整ってきた、といったところだ。


「そういうわけだ、キョウシロウ。そろそろ俺たちのＤＥＢＡＮだぜ」


「待ちくたびれたわい」


　キョウシロウは飲み干した酒瓶を片手で持つと、恐おそるべき握あく力りよくであっさりと握にぎりつぶした。砕くだけたガラス片が周囲に飛び散る。


「ヌシの言うとおり今まで我が慢まんしてきたんじゃ。今回はワシの好きにさせてもらうぞ」


「あぁ、わかってるさ、お前さんのＩＩＢＵＮはな。でも、ぼーやは俺の獲え物ものだぜ。ぼーや以外はお前さんの好きにしな」


「ふん、知ったことか」


　キョウシロウは鼻を鳴らす。


「あの小こ僧ぞうがワシの目の前にいたら殺す──それだけじゃ。ヌシが戦いたいなら、ワシより早く小僧を見みつけることじゃな」


「早い者勝がちかよ」


　フェンが口笛を吹く。ナイトと戦うのはフェンの悲願でもある。こればかりはそう簡単にキョウシロウには譲ゆずれない。なんとかキョウシロウに先んじなければいけないようだ。


　二人は肩を並べて宿を後にして、赤霧市へと向かった──キョウシロウは未いまだ片手に酒瓶を持って、歩きながら飲んでいる。


「文句じゃねぇけど、飲み過ぎだぜ、キョウシロウ」


「景気づけじゃ。この程度の酒、ワシにとってはガソリンみたいなもんじゃ」


　ガソリンを飲むのも問題だと思うが……フェンは無ぶ粋すいなツッコミはやめておいた。


　キョウシロウは酒を口に含ふくみながら続ける。


「それに、久ひさ々びさにワシの腕がうずくんじゃ。こんな感覚は〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉とやり合って以来じゃわい」


　と、キョウシロウが左ひだり腕うでを持ち上げる。その腕が、小刻みに震ふるえていた。フェンはあきれた声を出す。
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「大だい丈じよう夫ぶかよ、キョウシロウ？　飲み過ぎだぜ？」


「アル中ではないわい、バカもん」


　文句を言いながらも、キョウシロウは楽しそうだった。


「これは武む者しや震ぶるいじゃ……強い敵が近づいておる。ワシのカンが、そう告げておる」


　キョウシロウは少し首を持ち上げ、遠くを見つめた。


「何者か……まだ見ぬ強敵が、近くにおる、そんな気配を感じるのじゃ」


「へぇ、そうかい」


　答えつつ、フェンはキョウシロウが口にした気になる単語を聞き逃のがさなかった。


「……それにしてもキョウシロウ、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉のやつはそんなに強かったのか？」


　今まで聞ききそびれていたことを、ついでに尋ねるフェン。フェンとて〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉には興味があった。


　世界最強の剣けん豪ごう集団と言われる〈斯界の剣轟〉。構成員は少数ながら、その戦闘力は〈八や祖その禍まが家や〉や〈魔女猟人〉を凌しのぐとさえ言われている。


　その〈斯界の剣轟〉の中でも最強と呼ばれる十五人の剣けん客きやく、それが〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉だ。


　以前〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の一人とキョウシロウは戦い、キョウシロウが勝利したらしいのだ。だが本人はそのことを多く語らず、フェンも今まで聞き逃していた。


「どんな感じだったんだよ、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉は？」


「ふんっ」


　キョウシロウはつまらなそうに鼻を鳴らした。


「あまり戦いたい相手ではない──少なくともフェン、ヌシが期待するほど楽しい相手ではないぞ」


「へぇ、そいつは興味深いな」


　キョウシロウの普ふ段だんあまり聞かない物言いに、フェンは食指が動かされた。


　キョウシロウは少し苦にが々にがしい口調で答える。


「連中は強い──強すぎる。ワシは戦いが好きじゃが、連中と戦えと言われるとさすがに二の足を踏ふむ──それだけの相手じゃ」


「お前らしくないじゃねぇか、キョウシロウ」


　五聖竜最高の戦闘力を持つキョウシロウにここまで言わせるとは、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉とはどんな相手なのだ。


「でも、お前さん勝ったんだろ？」


「勝ったことは勝った。しかし勝負はつかなかったとも言えるわい」


　どういうことだ？


「フェン。今ここでワシがいくら説明したところでヌシにはわかるまい──実際に会って、戦わねば連中のことはわからん。連中は──〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉は、もはやワシ等らとは違いすぎる。あの連中相手に、勝つも負けるもない。端たん的てきに言えば──連中は、同じ世界を生きているのがイヤになるくらい強い、そういう連中じゃ」


　フェンは、口笛を吹いた。


「そいつは、ＫＩＭＯにめいじとくぜ」


「茶化すな」


「俺は真面目さ。お前さんほどの男がそこまで言うんだ──俺ごときが下へ手たに手出しできる相手じゃねぇな」


　フェンは確かに強者との戦いが望みだ。キョウシロウにそこまで言わせる〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉にも興味がないわけではないが──得え体たいの知れない相手と進んで関わり合いたいわけではない。こう見えてもフェンは、意外と用心深い面もあるのだ。


「無む駄だ話ばなしが過すぎたようじゃな」


　飲み干した酒瓶を投げ捨すて、キョウシロウが足を止めた。赤霧市との境まで来たのだ。ここに一歩でも踏ふみ込こめば、ヨルのしかけた探査網もうに引っかかって、フェン達の存在はむこうに知れ渡ってしまう。いや、場合によってはもう気づかれているだろう。


「どうする、キョウシロウ？」


「知れたことよ」


　ジャリン、キョウシロウのたくましい腕にいつのまにか抜ぬき身の日本刀が握られていた。


「戦いにおける第一原則は、先手必勝じゃ。小細工抜ぬきで正面突とつ破ぱあるのみじゃ」


「ま、お前さんらしいな」


　肩をすくめてフェンもうなずく──まぁ、ここまで来たらもうキョウシロウを止めることはできない。好きにさせるしかないだろう。それに──フェンとて最近の欲求不満を解消するため、少々暴れたい心境なのだ。


「悪いな、ぼーやたち。ちょいとＨＡＤＥに始めるぜ」


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　キョウシロウの持つ日本刀に眩まばゆい輝かがやきが収束し、雄お叫たけびと共に街は光に呑み込まれた。








　──ナイト邸。


　昼の騒そう動どうの後、ナイトは激しく打ち付けた顔面の手当を施ほどこし（当然ヨルが治療などしてくれるはずもない）、どうしたものかな、と頭をひねっていた。


　先ほどのナナとの一件はあくまで不ふ可か抗こう力りよくだったのだが、ヨルにはそう見えなかったらしい──その誤解を何とかせねばならない。


　ナイトはそのことを悩みながら溜息をついた。せっかく最近はヨルと上手くいっていたような気がしていたのに、結局以前と同じだ。まったく、自分たちは何度同じことを繰り返せばいいんだろう……


「先生ぇ、大丈夫ですか？」


　と、心配そうな顔のナナがやってきた。少し腫はれたナイトの顔を見て、ナナは氷を差し出してきた。


「これ、どうぞです」


　元げん凶きようのナナになにか文句の一つでも言ってやりたかったが、気遣いは素直に嬉しかったのでおとなしく受け取ることにした。


　むき出しの氷を患かん部ぶに当てて冷やす──ん？　この氷、全然冷たくない。


「ナナ、これは？」


「氷砂糖です。甘くておいしいですよ」


「…………」


　砂糖でどうしろと！　ナイトは怒いかりを込こめて氷砂糖を口に放り込み、音を立ててかみ砕くだいた。


「先生ぇ、気を落とすことないですよ、そのうちいいことあるです」


「君に言われたくない！」


　誰のせいでこんなことになったと思っているんだ！　子供相手にムキになるのは大人おとなげないが、それでも言うべきことは言っておかないといけない。


「ナナ、あぁいうことをあまりするもんじゃない」


「あぁいうってなんです？」


「だから、その……男にキスとか、みだりにするな」


「淫みだらなキスなんてしてないですよ」


「違う！　そういう意味じゃない！」


　ナイトが声を大きくしても、ナナはきょとんとしたままだ。


「でも、先生ぇが勝ったらやっていいって言ったですから」


「キスしていいなんて言ってない！」


「ナナとやるのイヤだったですか、先生ぇ？」


　悲しそうに目を閉じるナナ。いかにも傷ついた、という様子である。こういう態度に出られると、ナイトは弱い。ナイトはあわててフォローを入れる。


「イヤじゃないけど、世間一いつ般ぱんの良識として、あぁいうことをやるのはよくないんだ。ナナも、わかるだろ？」


「ただの軽い挨あい拶さつですよ？」


「少なくともこの国じゃそういう認識はないんだ。ナナも、本当に好きな人ができるまで、キスは大切にしたほうがいい」


「ナナ、先生ぇが相手ならいいですよ」


「だから……」


　そこでナイトは気づいた。ナナの目に真しん剣けんな光が宿っていることに。


「ナナ、エリザベート様がいなくなって、もうナナには先生ぇしかいないですよ。だからナナ、先生ぇのためなら何だってするですよ。だって、ナナの全ては先生ぇですから」


　そんな衝しよう撃げき的な内容をあっさり口にするナナ。ナイトは、少しだけ沈ちん黙もくした後、ナナの肩に手を置いた。


「あぁ……君のその気持ち、わかるよ。俺だって似たようなことを考えたことがある」


　少し前まで、ナイトの心の全てを占しめていたのは『先生マイステリン』だった。『先生マイステリン』のためなら、ナイトは何だってしてみせると考えてもいた。


　でもそれではダメなのだ。今のナイトは、そう考えている。


　自分の心の隙すき間まを埋めるために、なにか一つのものに依い存ぞんするのは危険なのだ。その最も極きよく端たんな例がエリザベートという女だった。孤こ独どくで不安定な自己を保つために進んで狂きよう気きに身を浸した彼女のようになっては、いけない。


「ナナ。よく聞くんだ。君はな、今、少しだけ、心が寂さびしくて、不安になっているんだ。それで君は自分の近くにいる俺に頼たよってきている、ただそれだけのことだ」


「でも、ナナ先生ぇのこと本当に好きですよ？」


「わかっているさ」


　ナナは自分の気持ちをごまかしているわけではない。きっと全すべて本心だ──ナイトはできるだけナナを傷つけないよう、言葉を選んだ。


「君が俺に頼りたいと思うならいくら頼ってくれてもいい。俺の近くにいたいならいつまでいてくれてもいい。俺はどこにも行ったりしないから、だから今は落ち着くんだ。そのまま、しばらく、そうだな、少なくとも数ヶ月くらい、考えて、ゆっくり自分と向き合ってみるんだ。それでも君の気持ちが変わらないなら──そのときは、俺も君に応えるよ」


「…………」


　ナイトの言葉を吟ぎん味みするように、ナナは黙だまり込こんだ。果たして、ナナにどこまで通じたか……やがて、ナナが答えた。


「……ナナ、おバカさんですから、難しいことわからないです」


「そうだな。今はわからなくてもいい。もう少し大人おとなになれば、イヤでもわかるさ」


「ナナ子供じゃないですよ？」


「そう言っているうちは子供さ」


　小さなナナの頭をポンポンと軽く叩たたいてやる。ナナは、うぅ～、とうなった。


「ナナもう大人です！　コーヒーだって飲のめるですよ！」


「わかってるさ……あわてるな、ナナ。誰だってイヤでも大人になるんだ。急いで大人ぶる必要なんてないんだよ」


「先生ぇが子供扱あつかいするです～」


　悲しそうに鼻声を出すナナ。少し虐いじめすぎたかな？


「あぁ、だからナナ、そんなにあわてるな。大人なんてなろうと思ってなるもんでもないんだから……」


　慰なぐさめようとナイトが腰を曲げた瞬間──ナナの手が、ナイトの顔をつかんだ。


　ちゅ


　そして先ほどと同様、唇にナナの唇が押しつけられた。


「な!?」


「ちゅ、くちゅ、ぴちゅ、ぺちゅ……」


「なにを！」


　慌てて体を起こすナイト。ナナ、ふふふ、と楽しそうに笑った。


「ナナ、別に先生ぇに子供と思われててもいいですけど、油断してると危ないですよ」


　そうつぶやき、髪かみをかき上げながら笑うナナ──それは、今までナイトが見たことのない、大人びた仕草だった。


「ナナ、エリザベート様の命令で、敵の魔乖術師をたくさんぷっ殺ころしてきたです。ナナと会った人、ほとんどみんな、ナナが子供だと思って、ナナが魔ま乖かい咒じゆ全然使えないって思って油断するです──だからナナ、簡単に敵をぷっ殺してきたですよ」


　突然の、ナナの告白。ナイトは返事をするのも忘れてナナの言葉に聞き入っていた。


「先生ぇはすごく強いと思うです。ナナよりずっと強いです。でもナナ、今まで先生ぇより強い人をぷっ殺したこともあるですよ」


　強い人間が常に、絶対に勝ち続けるなら、世の中全ての格かく闘とう技ぎが成り立たない。


「ナナ、そこが不安です。先生ぇって強いですけど、油断してつまんないことで死んじゃいそうです。ナナ先生ぇのこと大好きですから、死んで欲しくないですよ」


　ナナは、少し困ったように眉まゆ根ねを寄せた。


「さっきだって、先生ぇナナが将棋弱いと思って、簡単に油断しちゃったです」


「あれは……仕方ないだろう」


「ゲームだからですか？　練習で油断する人間は本番でもいつか油断しちゃうですよ。ナナ、そ～やって死んじゃった人いっぱい知ってるです」


「……君は、なにが言いたいんだ？」


「ナナはただ、先生ぇに教えておきたいです。ナナ今までたくさん戦って、たくさん死にかけたけど、結局生き残ってたです。そのコツを、先生ぇに教えてあげるです。困ったときにこのことを思い出したら、先生ぇも生き残れると思うですよ」


　ナナはそう言って、秘密を告白するように告げた。


「簡単ですよ──弱い敵が相手なら、相手が強くなる前にぷっ殺すです。強い敵が相手なら、油断させて相手が本気になる前にぷっ殺すです。それだけですよ」


　と、そこでナナはくるりときびすを返した。


「少し難しいこと話しすぎて疲れたですから、ナナもう行くですよ」


「待て、ナナ！」


　ナナの様子がおかしいことに、ナイトは戸と惑まどいを隠かくせなかった。ナナは普段天てん真しん爛らん漫まんな姿であるが、その本質はかなり鋭するどい洞どう察さつ力を持っていると言うことには、ナイトも気づいていた。だからナナの今の態度にも、今更疑問は持たない。でも、今このタイミングで言うというのが変だった。まるでこれでは、ナナがもうすぐ消えてしまうから、その遺言のようで……


「先生ぇ、お願いですから、つまらない理由で死なないで欲しいです──ナナ、先生ぇまでエリザベート様みたいに死んでいったら、本当、自分がどうなるかわからないです」


「ナナ！」


　ナナが勢いよく駆かけていき、ナイトの視界から消える。ナイトはナナを追って慌てて部屋を飛び出した。


「きゃっ」


　と、廊ろう下かに飛び出たところでヨルと鉢はち合わせした。ぶつかりそうになったところをナイトは慌てて回かい避ひ。ギリギリをすれ違ちがい、なんとか正面衝突は避けられた。


「ヨルか。ナナはどこへ行った？」


「え？　あの子なら……なんだか、奥おくに行ったけど……」


「そうか、ありがとう」


　ナナを追って進もうとするナイトを、今度はヨルが呼び止めた。


「ちょっと待って、ナイト」


「ん？」


　足を止めると、ヨルはコホンと咳せき払ばらいをした。


「ねぇ、ナイト……話があるんじゃない？」


「え？」


　あるんじゃない、といきなり言われても……


「ほら、わたしは別にあなたと話したい気分じゃないけれど、あなたのほうから話があるなら、聞きくのもやぶさかじゃないわよ」


　……つまりヨルは、先ほどの一件をなんとか解決したいというわけか？


　ヨルがプライドの高い少女であることは周知の事実である。ストレートに内心を表現することが苦手なのである。だからこのように回りくどい言い方しかできないのである。


　だが先ほどの一件はまぁ、確かに原因はナイトにある。謝るならば、ナイトからだろう。


「そうだなヨル……悪かった。さっきのあれは、なんていうか、ナナがふざけていたって言うか、俺の不注意と教育不足だったな。本当、悪かった」


「……そう、それで？」


「え？」


　ナイトは首をかしげた。それで、と言われても……対照的にヨルは、落ち着かない様子で続ける。


「だから……他にはないの？」


「えっと……」


　ナイトは頭を働かせる。まだなにか、足りないことがあっただろうか？





　──ヨルは慌てるナイトを見ながら、ふぅ、と小さく息を吹いた。なんというか、どうにもこうにも思い通りにならない。それは最近特に強く思うことであった。


　先ほどのこと……その、ナイトにナナがキスしたという一件。まぁ、確かにナイトが悪かったわけではないということは、ヨルもなんとなくわかる。ナナの性格を考えると、そこまで深い意味でキスしたわけでもないとも思う。だとしても、そんなことをされるスキがナイトにはあったわけだ。それは十分に責められるべきことである、それは間違いない。


　しかし今気になるのはそこではない。


　ナイトとヨルは……その、相思相愛であるわけだ。いや、ナイトがどう思っているかは知らないけど、ヨルは少なくともそう考えている。エリザベートの一件ではヨルの方から愛しているとまで言ったのだ。ナイトだって、同じ気持ちのはずである。


　──しかしあのときのナイトはエリザベートに操られていたから、もしかしたら記憶がないのかもしれない。だとしたら──どうしてくれよう？　この朴ぼく念ねん仁じん、この自分の一世一代の告白をあっさり忘ぼう却きやくしてしまったのだとしたら、ただじゃおかない。


　思考が少しずれてしまった、落ち着け、自分。


　ともかく、ヨルは思うのだ。ヨルとナイトは相思相愛。ならば、その間に何者も入ってはならない、そう思うのだ。


　ナナは、まぁある程度は仕方ないかもしれないと思う。子供だし、ナイトが引き取ると決意して、ヨルもそれに積極的ではないにしろ賛同した段階で、ナナもこの家の住人になったのだから。


　ナナはそのうち折を見て『闇ヤミ』の本家に送って保護してやればいいかな、とヨルは考えていたのだが、その本家が壊滅してとてもそんなことができる状況ではなく、当分の間はナナもこの家にいることになる。それはヨルの誤算の一つだった。


　そして誤算はもう一つ──予想以上にナイトが子供に甘いと言うことだ！　そもそもそれが一番の問題な気がする。


　確かにナイトにはかなりお人ひと好よしなところがあった。それは彼の長所であるかもしれない。しかし子供にたいして無条件に甘いというのは、どう考えてもよろしくない。


　それは、ナナの境きよう遇ぐうにはヨルも多少の同情というか一種の親近感を感じることもあるし、ナナも子供だから仕方ないと言えば仕方ないけど、しかしナナももう年とし頃ごろ、思春期と二次性せい徴ちよう真っ盛りの子供に、そんな甘い態度をとっていいはずがない！


　そう、だからナイトには必要なのだ、甘あまえるナナをキッパリ拒絶する態度が！　いや、まぁ別にそこまで手ひどくやってほしいわけじゃないけど、ナナの恋れん愛あい感情をそれとなく、だがはっきり拒絶する態度こそ、今のナイトに求められるものである！


「だから……他にないの？」


「えっと……」


　にもかかわらず、ナイトはあたふたして、いかにも頼たよりなく見える──もしかしていろいろ失敗したかしら？　そんなことすら考えてしまう。ナイトはもう少し芯しんがしっかりしていると思うのに、こういうことになると途と端たんにもどかしくなってしまう。


　今までのヨルならばそろそろ癇かん癪しやくを起こしているところだが、今は違う。ヨルだっていつまでも昔のままではないのだ……さっきは思わず将棋盤で殴なぐったけど、あれはあれ！　今は少しだけ後こう悔かいしている。


　とにかく、いつまでも怒ってばっかりでは二人の中は進展しない。なにしろ二人は相思相愛なのだ、そう、だから、たまにはヨルの方からも譲じよう歩ほを見せてもいいだろう。


「ねぇ、ナイト、その、わたしは……」


　ヨルがそこまで言葉を口にしたとき……


『──警告！　警告！』


　ヨルの脳裏に真まっ赤かな文も字じが躍おどった。


『警けい戒かい区域内に高エネルギー反応を感知。エネルギー反応中心部に敵性個体の存在を確認。要警戒レベル五と判断』


　これは声ではない。ヨルは耳を片手で押おさえながら、脳裏に浮うかぶ情報を整理する。


　ヨルが赤あか霧ぎり市中に張り巡めぐらせた探査、警戒用の魔乖咒。その魔乖咒に反応があったため、術者であるヨルにこのような文字情報が送られてきたのである。


「どうした、ヨル？」


　この情報は術者にしか届かないため、ナイトはまだ気づいていない。ヨルは情報を整理すべく、監かん視し網に意識を集中した。


　反応のあった場所の映像をこちらに送るように指示──その場所にいる人物は、フェンとキョウシロウ、ヨルもよく見み知しった人物だった。二人は今、赤霧市の境目に迫り、そのまま踏ふみ越こえようとしている。


「ナイト！　緊きん急きゆう事態よ──五聖竜が来たわ」


「なんだって？」


　突然の強敵の襲しゆう来らいに、ナイトも驚いたようである。だが、驚くべきはそこではない。


「相手は……五聖竜《炎エン》《剣》の二名……」


「《斬ざん壕ごうの剣けん竜りゆう王おう》、シチガイ・キョウシロウが!?」


《剣》、キョウシロウ──まさに悪あつ鬼きのような強さを誇ほこる強敵だ。以前その圧倒的な実力でナイト達を追い詰つめた相手である。だが、キョウシロウはナイトの捨て身の反撃によって確実に倒したはずだ！　あの状況で生き残っていたというのか？


「とにかく、マズイわね……五聖竜は気配がつかみにくいから、ここまで接近されるまで気づかなかったわ。おまけにこの二人が相手となると、小細工も通用しないわね……」


「すぐに行こう！」


　ナイトが言うや、外へと駆かけだしていく。ヨルも、しかたがないか、と賛同した。


「そうね、罠なんかたいして効果がないでしょうし、わたし達たちで打って出るしかないわね」


　準備は万ばん端たん、とまではいかないものの、ナイトもヨルも体力的にはほぼ全快状態である。コンディションは悪くない。


「人ひと払ばらいを作動させるけど……」


　無関係な人間を巻き込まないように遠ざけてみるが、どんなに急いでも安全区域に逃げるには数十分の時間が必要だ。相手がそれだけ待ってくれるならいいが、そんなに悠ゆう長ちようなことをしてくれるとはとうてい思えなかった。


「先生ぇ、敵ですか？」


　飛び出したナイトとヨルに気づいたナナも、後ろから走ってくる。


「あぁ、そうだ。今回は例の五聖竜だぞ！」


「そうですか～」


「とにかく急いで行って、下手に被ひ害がいが出ないうちに決着をつける！」


　ナイトが、意い気き込ごんで言う。前回キョウシロウ相手にかなり苦戦したものの、今のナイトの戦意に問題はなさそうだな、とヨルは分析した。キョウシロウは強敵とはいえ、一度は退けた相手だ。やりようはある、ヨルはそう考えていた。


「です～、ナナもがんばるですよ～」


　張り切ったナナが勢いよく駆けていく──この三人の中でナナが一番足が速い。それこそ、乗用車くらいすぐ追い越こせるほどの速さだ。あっというまにナナが先頭に飛び出て、ナイト達と距きよ離りを開けていく。


「待て、ナナ！　先走りすぎだ！」


「大丈夫ですよ～、ナナが一足先に相手しとくです～」


　気軽なナナの返事が返ってくる──ものすごく不安だった、いろんな意味で。


「クソッ、とにかく急ぐぞ、ヨル」


「わかってるわよ！」


　一般人は皆みな結界の効果で避ひ難なんしていくが、その流れの中をナイト達は風のような速さで逆走していくのであった。





「……ふん、何者か、近づいてくるわい」


　全身に闘とう気きをまとわりつかせたキョウシロウが、そうつぶやく。相変わらずのすさまじい圧あつ迫ぱく感だ。フェンはそう思いながらも、それでも圧倒されることなくたたずんでいた。


　キョウシロウの全身を、白く輝かがやく半はん透とう明めいの煙けむりのようなものが包んでいた。これは闘気だ。キョウシロウの闘争心があまりにも強すぎて、視認できるまでに具現化したものだ。


　キョウシロウはただ立っているだけだというのに、周囲の空気がビリビリと振しん動どうしている。時折火花のようなものが飛び散り、近くにある建たて物もののガラスにはヒビが入っていく。闘気の余波だけでこの威力とは、相変わらず恐おそれ入る。


　片手に日本刀を持つキョウシロウは、ふん、と鼻を鳴らして周囲を見み回まわす。無関係な一般人が潮でも引くように遠ざかっていく──魔乖術師が、人払いを使っているためだ。


　力のない人間をわざわざいたぶる趣味は、キョウシロウにもフェンにもない。だがキョウシロウにとっては辺りをうろつく人間達が、目障りなようだ。


「邪じや魔まじゃ」


　キョウシロウが日本刀を持ち上げた。その刀の中に闘気が収束され、刀身が輝きに包まれていく。


「おい、待てよキョウシロウ」


　フェンが攻撃寸前のキョウシロウをたしなめる。


「無関係の人間を巻き込む気かよ？」


「知ったことか」


　キョウシロウは鼻を鳴らす。


「ワシの戦いの邪魔になるような連中など、さっさと始末するに限る」


「おいおい、そいつはＹＡＲＩＳＵＧＩってもんだろ？」


　フェンは呆れたような声を出した。


「俺たちの目的は魔乖術師のはずだ。一般人は関係ねぇだろ」


「甘いわい、フェン」


　つまらなそうに、キョウシロウは吐はき捨てる。


「魔乖術師の小僧どもが何故こんな街に住んでいるか、わかっておるのか？」


「さて、俺はテレパシーは使えないもんでね」


　フェンはそううそぶく。ナイトたちがどんな理由でここにいるのか、詳しくは知らない。《神シン》によれば〈星辰〉とやらが関係あるらしいが、実際のところ細かい理り屈くつなどフェンにはどうでもよかった。


　しかしキョウシロウは、フェンのような考え方はしていないようであった。


「無関係の人間が多くいる街に住めば、ワシ等が攻撃を躊躇ためらうものと考えておるのじゃ！」


　そうだろうか？　『闇ヤミ』ならともかく、少なくともナイトはそんなに深く考えているとは、フェンには思えなかった。


「だからワシ等に人質など通用せんと、最初に派手に攻撃をしてやるのが連中への牽けん制せいにもなるのじゃ」


　なるほど、キョウシロウの意見にも一理あるということはフェンにもわかった。


　しかしだからといって民間人を手にかけるというのはフェンの主義ではない。気に入らないやり方だった。しかしキョウシロウの言い分もわかるので、制止したところでこの男は納得しないだろう。


　あまり気に入らないが、キョウシロウの好きにさせるしかないようだ。


「わかったらフェン、ヌシはそこで見ておれ！」


「ヘイヘイ、わかってるさ」


　フェンはそう言って肩をすくめた。まぁいいさ。なるようになるだろう──フェンは楽天的すぎるともいえる感覚で、そう考えた。実際フェンの鋭い感覚は、何者か、強力な実力を持つ者が接近しているのに気づいていた。たぶん、このままだと……


「景気づけじゃ、一つ派手に決めてやるとするかのぉ」


　キョウシロウが、日本刀を振り上げた。その刀身にはキョウシロウの闘気がまばゆいばかりの輝きとなって、収束されている。


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　キョウシロウが雄叫びとともに日本刀を振ふり下ろす。その闘気が解放されれば、辺りはガレキの山と化すだろう。周囲にまだいる民間人が悲鳴を上げて逃げていくが、もはや遅い。このままでは被ひ害がい者しやは百人単位となるだろう。


「ですっ！」


　風のような速さで飛来した影が、キョウシロウめがけて何かを投げつけた。


「ふんっ」


　キョウシロウの背後から、石が投げられたのであった。しかしその程度のことでキョウシロウは動じず、背後を振り返りもせずに片手で飛んでくる石を払い落とした。背中に目でもついているような動きである。


　しかしそのためにキョウシロウの攻撃がわずかに遅れたのは確かであった。その隙すきを逃さずに影はキョウシロウの横手に回り込こみつつ、疾しつ風ぷうの勢いでキョウシロウに躍おどりかかってくる。


「ちっ」


　舌打ちしつつキョウシロウは横を向き、襲おそいかかる人ひと影かげを迎げい撃げきすべく、刀を振った。


　ギンッ


　金属同士が打ち鳴らされる音が響ひびき、襲撃者はあっさりと、キョウシロウの怪かい力りきによってはじかれた。十メートルくらい後退しつつ、影は地面に着地。体勢を整えながら、キョウシロウやフェンと対たい峙じする。その相手を確認して、フェンは口笛を鳴らした。


「へぇ、お嬢じようちゃんは確か……」


「ふんっ、小僧の仲間の小こ娘むすめか」


　キョウシロウが吐き捨てる。現れたのは、ナナだった。


　ナナは少し困こまったような顔で、それでも視線をそらさず二人を見つめている。


「困こまるですよ～、こんなところで暴れられると、先生ぇとかが悲しむです」


「まぁいいわい。先にヌシから血祭りにあげるとするか」


　キョウシロウが片手で日本刀を持ち、峰みねを肩にかけながらつぶやく。


「言っておくが、小娘。ワシのモットーは根こそぎ皆みな殺ごろしじゃ。相手がヌシのような小娘でも、手加減はせんぞ」


「です～、ならナナも手加減しないですよ～」


　ナナは、たいして緊きん張ちようしたそぶりも見せずに返す。そんなナナを見て、キョウシロウは苦笑した。失笑といってもいいものであったが、元々人相の悪いキョウシロウが口元をゆがめると、野や獣じゆうが獲物を前に舌なめずりをしているようにしか見えなかった。


「憐あわれじゃのぉ」


　キョウシロウはそう評した。


「ワシとヌシ、その実力差は一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃろて。にもかかわらず、なお立ち向かうとは、愚おろか故の蛮ばん勇ゆうか、無知故の無謀か、どちらにしろ、賢かしこい選せん択たくとは言えんのぉ」


　ナナが、緊張した面持ちでうつむく。


「どうした、小娘？　今更怖おじ気づいたか？　じゃがもはや手て遅おくれじゃ。まぁ安心せい。ワシに女子供をいたぶる趣味はない。苦しまんように……」


「ん～、お兄にいさん？」


　ナナが、キョウシロウの言葉を遮さえぎる。


「ナナおバカさんですから、そんな難しいこと言われてもよくわからないですよ～」


「…………」


　ピクリ、とキョウシロウのコメカミに血管が浮うかび上がった。


「ちちんぷいぷいです～」


　たぶん、ちんぷんかんぷんと言いたいのだろう。だが、この場合キョウシロウの神経を逆なでするにはむしろその言葉の方が効果があった。


「はははははははははは！」


　と、そのやりとりを聞いていたフェンが声に出して笑った。


「おい、キョウシロウ？　こいつはＩＰＰＯＮとられたってやつじゃねぇか？　お前さんも子供相手じゃ分が悪いってか？」


「黙だまれフェン！」


　猛もう獣じゆうでも萎い縮しゆくしそうなほどの殺気とともに、キョウシロウが怒鳴った。


「……フェン、ヌシごとこの小娘を始末してもいいんじゃぞ？」


　マジギレしてやがる──フェンは、怖こわいねぇ、と肩をすくめつつ答えた。


「ＪＯＵＤＡＮじゃねぇかよ、キョウシロウ？　そんなおっかねぇ顔すんなって」


「ならヌシは黙だまっておれ！　とにかく小娘、ヌシにもわかりやすく言ってやるわい。つまり、ヌシをこれから殺す！　それだけじゃ」


　日本刀を構えるキョウシロウ。ナナは、鬼おにでも裸足はだしで逃にげ出しそうな形相のキョウシロウを前にしても、いつもの調子を崩くずさなかった。


「ですか～、ならナナもお兄さんをぷっ殺ころすですよ～」


　どこまでこの状況をわかっているかははっきりしないが、ナナも改めて身構える。ナナとキョウシロウ、二人の間に一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れた。


「ナナァァァァ、無事かっ！」


　と、ナナに遅れてこちらへ走ってくる影は、ナイトだ。ナイトの少し後ろをヨルが走っていた。


「へへっ、ようやくぼーやのＯＤＥＭＡＳＨＩか」


　フェンはニヤリと、笑みを深くする。戦闘に生き甲が斐いを見いだすフェンは、ナイトとの激突を楽しみにこの国に滞在していたのだ。いよいよ念願が叶うかと思うと、腕が鳴るというものだ。


「ふんっ、小僧どもか」


　キョウシロウも、ナナと対峙したまま視線を一いつ瞬しゆんだけ動かし、ナイトたちを確認する。それは、露骨なスキだった。当然ナナも、そのスキを見み逃のがさない。


「ですっ」


　一瞬だった。身体能力は常人離ばなれしたナナである。それこそ一息つく間もない一瞬で、キョウシロウとの距離を詰め、死角に回りながら攻撃を放つ。


「ふんっ」


　対するキョウシロウは、鼻を鳴らしただけだ。ただそれだけで、勝負はついた。


「あ……」


　音もなく、ナナの左胸に刀の切っ先が突つき立てられていた。


　ナナは明らかにキョウシロウのスキをついていたし、キョウシロウの死角からの攻撃でもあった。ナナにとって有利な条件はそろっていた。でも──それでも、その程度の差はキョウシロウにとってなんの障害にもならない。ナナを確認することもなく、無造作に刀を動かしただけだった。それだけのことで、決着はついたのである。


「貴きっ様さまぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　ナナがやられた──その事実が、ナイトの怒りを呼び起こす。雄叫びを上げながらナイトはキョウシロウに迫り、殴なぐりかかる。無論単純な肉弾戦ではない。魔乖咒で強化された攻撃だ。


「ふんっ、小僧、怒りまかせでワシに敵かなうと思ったか？」


　キョウシロウは刀を振って、刺ささったナナの肉体を落とし、同時に軽くナイトの攻撃を受け流す。


「ナナ！」


　と、ヨルの方は慌てて倒れるナナへと駆かけ寄る。左胸──明らかに心臓であった。そこを一ひと突つき、正確な一いち撃げきである。即そく死しだっただろう。本人は苦しいと思う間もなく死んだはずだ。しかし、ここでナナを死なせるわけにはいかない！


　ヨルはすばやく魔法陣を描く。ヨルの使う『闇ヤミ』の魔乖咒ならば、たとえ心臓や脳をつぶされて即死だったとしても、死亡直後ならば蘇そ生せい可能だ。今回の場合も即死とはいえ、ナナの傷は小さいし、傷もつけられた直後、十分間に合うはずだった。


　しかし──魔法陣を描くヨルの手が止まる。妙だった。


　ナナは心臓に穴を開けられたのだ。にもかかわらず、出血が少なすぎる。こんな傷、噴ふん水すいとまではいかなくても、水道の蛇じや口ぐちのように大量の出血があってしかるべきである。なのに、ナナの服にわずかに血がにじんでいるものの、派手な出血ではない。


「これは……」


　ヨルは、ナナの傷を確認しつつ、とりあえずの応急処置を済ましていくのであった。


　そしてナイトのほうは、キョウシロウに加えてフェン、二人の五聖竜と向かい合っているのであった。


「よぉ、キョウシロウ。ぼーやは俺のＥＭＯＮＯだ。ここは俺に譲ゆずれよ」


「ふんっ、知ったことか」


　キョウシロウとフェンは互たがいを威い嚇かくするように、唸うなっている。


「ワシとてこの小僧にはこの前の礼をしなくてはならんでな」


「おいおい、そりゃねぇだろ。ぼーやには俺が前からＴＳＵＢＡつけてたんだ」


「ふんっ、らちがあかん」


　キョウシロウはつぶやき、刀を構えた。フェンもうなずいて身構える。


「あぁ、そうだな。ここは手っ取り早く……」


「早い者勝ち、じゃな」


　勝手なことを言っている、ナイトは内心そう思っていたが、余よ裕ゆうは全くない。


　死んだはずのキョウシロウがなぜ生きているのか、疑問であるが、今は気にしている場合ではない。以前キョウシロウと戦ったとき、ナイトはヨルやナナの助けを借りながらもギリギリだった。それに加えて今回はフェンまで相手にせねばならないのだ。困難さは前回の比ひではない。


　しかし、フェンとキョウシロウが互たがいに牽制しあってくれるなら、ナイトにも立ち回りようはある。キョウシロウにやられたナナが気になるところではあるが、それはヨルを信じて任せるしかないだろう。


　ナイトにできるのは、この二人の強敵をできるだけ引きつけることだ。


「なら、行かせてもらうぜ」


　フェンがそう言い放ち、両手を広げた。《灼しやく熱ねつの炎えん竜りゆう帝てい》、その二つ名の通り、強きよう烈れつな紅ぐ蓮れんの炎が巻き起こり、フェンの手の間に収束されていく。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　同時にキョウシロウも吠ほえ、全身から吹ふき出る闘気が、刀に集中する。二人とも、最初から本気でくる気だ。生半可な力では、防ぼう御ぎよすることもできないだろう。ナイトも本気を出さざるを得ない。


　しかし──一般人の姿は見えなくなったとはいえ、安全圏けんまでの避難は終わっていない。こんな強力な攻撃の応おう酬しゆうをすれば、逃にげきっていない一般人に被害が出るだろう。ナイトとしてはそこを何とかしたいところだが、上手い手が思い浮かばない。


「さぁ、始めるか、ぼーや!!」


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　フェンとキョウシロウ、それぞれの声とともに、攻撃が放たれる。しかたがない、ナイトは一瞬で判断した。自分の体で盾たてになる形で、被害を食い止めるしかないか。


　大丈夫だ、ナイトもあれからだいぶ成長した。魔乖咒で防御を固めれば、この二人の攻撃を、防ぎきるのは無理にしても、受け流す程度のことはできるはずである。


　ナイトは魔乖咒を展開させながら、二人の攻撃の前に身を躍おどらせたそのとき──空白が生まれた。





　────





　──なにが起こったのか、一瞬ナイトにはわからなかった。それはあまりにも予想外で、あまりにも理解の範はん疇ちゆう外で、未だによくわからない。とにかく今の目の前の状況を整理してみよう。


　まず、ここは人ひと気けのない、広い通り。見み通とおしはいい。ナイトはこの通りで数十メートルの距離を開け、フェンやキョウシロウと向き合っていた。ナイトは決して一瞬たりとも、警戒を緩ゆるめたりはしなかった。当然である。この場所に誰かが接近してくれば、迅じん速そくにそれに気づいただろう。フェンやキョウシロウに気をとられてはいたものの、それで周囲の警戒を怠おこたるほどナイトは甘くない。周囲に遮しや蔽へい物はなにもなく、日も高い。見み落おとす要素はどこにもない。


　だがそこにいた。


　気づけばそこに、ナイトのすぐ目の前に、人影があった。


　音もなく湧わいた、そうとしか表現できなかった。ただ、気づけば目の前にそれは存在していた。


「少し邪魔だね」


　現れた人影は一言そうつぶやくと、目の前に迫った炎と闘気、フェンとキョウシロウの攻撃に向かって、左右の手をかざした。それだけだ。


　それだけのことで二人の攻撃は搔かき消されるように消えた。


「な！」


「に!?」


　驚いているのは、フェンとキョウシロウ、二人も同様だった。今の攻撃は全力全開、とまではいかないまでも、二人ともそれなりに力を入れた攻撃だったはずだ。それがいきなり消されたのだ、さすがに平静ではいられない。
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　防御したとか、反らしたというならまだ納得できる。だが攻撃は文も字じ通どおり、搔かき消されるように消えたのである。爆発だとか、攻撃の余波すらも残らずに忽こつ然ぜんと消えた。異能の力を操る魔乖術師や五聖竜の常識をもってしても、異常だった。


「貴様、何者じゃ！」


　突然現れたその人影が原因──すばやくそう認識し、キョウシロウはその人物めがけて怒鳴る。だがその相手は、緩かん慢まんな仕草でわずかに首を動かしただけだった。


「うん、僕ぼくに聞きいているのかい。答えてあげたいのは山々だけど、あいにく君がどんな答えを求めているかがわからないから答えようがないね。自分は何者か、どこから来てどこへ行くのか──人類の哲てつ学がく的な命題だね。僕なりの見解を述べてもいいのだけれどその答えで君が満足できるものか果たして──」


　その人影は饒じよう舌ぜつだった。だがその長口上を聞いているほど悠長な人物はここにいない。


「やかましいっ！　邪魔だてするならヌシから片付けてくれる！」


　吠え、キョウシロウが日本刀を構えて駆かけ出す。直接斬きり伏ふせるつもりのようだ。


　フェンもまた、キョウシロウと同様、新たに現れた人物に攻撃を仕し掛かけるつもりのようだった。しかし相手の顔を確認したとき、フェンは、一瞬だけ動きを止めた。


「ん？　お前は、まさか……」


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　獣けものの咆ほう哮こうをあげ、キョウシロウが襲いかかる。だがその人物は、ほとんど身動きすらしなかった。


「うん、まぁあれだね。君に用はないから退場願おうか」


　そして先ほどと同様、手をかざした。それだけで、キョウシロウの姿までも搔き消すように消えた。


「なっ、キョウシロウ！」


　フェンも慌てた声を出す。人影は、続いてフェンに向かって手を伸ばした。


「君も、用がないから消えてもらうね」


　それは、一方的な宣告だ。だがそれは絶対的でもある。キョウシロウにも、フェンにも、この世の誰にも、それを覆くつがえすことはできない──フェンは、この相手の正体について、ようやく思い至った。この、あまりにも異常な、異質すぎるこの力……


「そうか、お前が『天……」


　そこでフェンも消えた。


「やれやれ、これでようやく落ち着いて話せる、そうは思わないかい、ナイト君？」


　大それたことをこともなげにやってのけた人物は、気軽にナイトの名を呼んだ。


「いやいや、別に彼らに恨うらみはなかったけれど、いや、もちろん好意も嫌悪も悪意も善意も害意も親愛もなかったんだけれど、つきつめれば根本的に興味がなかったんだけれど、畢ひつ竟きようどうでもよかったのだけれど、まぁ近くにいると君と落ち着いて話せないようだったから少し遠くに行ってもらったんだ。気を悪くしてないかな。悪くしててもかまいはしないけれどね、実際のところは」


「いったい、お前は誰だ？」


　ナイトにできたのは、ただそうやって間抜けに尋ねることだけだった。


　いったい何者なのか？　そもそもどうやってここまでやって来きたのかすら、ナイトにはわからなかった。単純に超高速で移動してきたわけではない。何しろナイトが微み塵じんも気配を感じなかったのだ。


　あるいは以前エリザベートがやったような空間跳ちよう躍やくだろうか？　いや、違う。空間跳躍は空間の歪ひずみを利用した移動。これを行うと、周囲に魔力の気配が伝わる。だが、この相手は本当に最初から最後まで、魔力の気配を感じさせなかった。今こうして対峙しているときでも、魔力の気配をほとんど感じない。


　だが、かすかに感じる。恐ろしく静かで、必死に意識を集中させて探ると、目の前の相手からかすかに魔力の気配を感じることができた。一般人以下の気配でしかない。だが、違う。これは、膨ぼう大だいな魔力を恐ろしいほど繊せん細さいなコントロールで巧こう妙みように隠しているのだ。相手はただ立っているだけだというのに、魔乖術師として段だん違ちがいの才能があることがナイトには感じられた。


「いったい、お前は、誰なんだ!?」


　カラカラに乾かわいた声で、それだけ問うのがやっとだった。ナイトは、それ以外に行動のしようがなかった。相手はなにもしていないというのに、ただただ相手の存在、その溢あふれんばかりの才能に、ナイトは畏い怖ふを感じていた。


「おやおやおやおや、僕のことを知らないのかい。こう見えて僕は割と顔は広い方だと思っていたんだけれど、さすがにこんな東の果ての島国では僕の知名度もたいしたことはないと見えるね。あぁ、気にしなくてもいいよ。僕と君は初対面だからね、常識的に考えて互いのことを知らなかったとしてもそれは恥はじるべきことではないね。ただ僕は君のことをいろいろ知っているけどね、ナイト君。僕と君の間に違ちがいがあるとすればそこかな」


　饒舌な性質らしい相手は一息にそう告げてくる。


　なぜだろう、ナイトは思った──冷や汗が止まらない。キョウシロウのように獣じみた殺気を振ふりまいているわけではない。エリザベートのようにあからさまな狂気を宿しているわけでもない。相手はただ、ただ、ナイトの目の前に立っているだけ。饒舌で、ある意味友好的な態度だというのに、それなのに、ナイトは自分と目の前の相手との間に途方もないほど圧倒的な隔へだたりがあるように感じられた。


「ぁ……」


　ヨルのおかげでナナは何とか自力で立ち上がるくらいに回復していた。そのナナをつれてナイトたちの方へ近づいてきたヨルは、ナイトの目の前にいる人物が誰かを確認して声を漏らしたのである。それは上げかけた悲鳴を押さえるような声であった。


「そんな……て、『天テン才サイ』。どうして……」


「『天テン才サイ』だって？」


　ナイトも、声に出して驚く。ナイトもヨルから聞いていた──『天テン才サイ』と呼ばれる、魔乖咒の全てを極めたとされる一人の魔乖術師の名を。


「僕の名はサクラリス・アリヤ・ゾルグ」


　と、その人物は名乗った。そこで相手は初めて、微び笑しようを浮うかべた。相手は微笑ほほえんでいるのに、ナイトはなぜか薄うすら寒い悪寒を背中に感じた。


「人は僕をして『天テン才サイ』と呼ぶ」






　第二章　異質で異様で異常な魔ま乖かい術じゆつ師し







　ナイトとヨル、それにナナは、いったん帰宅していた。というか、そうせざるを得なかった。


「なんでこうなるのよ？」


　ヨルが、いかにも疲れた、と言わんばかりの態度で言う。実際魔乖咒を連発して彼女は消しよう耗もうしていた。


「しかたないだろう、他に方法がなかったんだから」


　そう答えるナイトもまた、疲ひ労ろうの色が強く出ていた。この疲労は、フェンやキョウシロウを相手にしたため──というわけではない。全てはサクラリスが原因だった。


「へぇ、なるほどね、ここがナイト君の家なんだ。まぁ知ってたけどね。でも知っているのと実際に見るのは違ちがうってこの国の諺ことわざにもあったよね、百聞は一見にしかずってね。そういう意味ではまぁここを訪れるのも十分有意義ってことなのかな」


　そんな好き勝手な台詞を吐いて、リビングでくつろぐのはサクラリス本人であった。


「粗そ茶ちやですよ～」


　なぜかそんなサクラリス相手にお茶を用意しているナナ──待ってほしい。ナイトはあわててリビングに飛び込こんで、ナナを押し止めた。


「ナナ！　なんでお茶なんか出すんだ！」


「です？　いちお～、お客きやくさんにはお茶を出すです」


「こいつが客かどうかはまだはっきりしていない！」


「おやおやおやおや、これはもしかしなくても嫌きらわれているのかな」


　サクラリスはそんなとぼけた声を出してきた。


「とはいえしかたないかもね。人間同士の信しん頼らいというものは共有した時間に正比例すると決めつけることはできないにしろ、統計的に考えるならおおむね同意してもいい結果が出ているからね。僕ぼくらの過ごした時間はあまりにも短い。僕は君のことを知ってはいるけれど、君が僕のことを警戒するのも無理からぬことと心得ているよ。だから僕はまず話し合おうと思っているんだ。結局のところ人間の最大のコミュニケーション手段は対話になるわけだからね。そう思うからこそ僕もこうやって言葉を重ねているわけさ。そもそも……」


「ナイト、ちょっと……」


　まさに立て板に水、放っておけば際限なくしゃべりそうなサクラリスに辟へき易えきしていたナイトは、自分を呼ぶヨルの声にあわせてこれ幸いと相手に告げた。


「少し席を外させてもらう」


「あぁ、もちろん構わないとも。推測するに僕に関する対策会議、といったところかな。好きなだけ話せばいいよ。願ねがわくば友好的な結末が出ることを、まぁそれでも最終的にどんな意見が出たところで、僕に影えい響きようを及およぼせるとは思えないけれどね。もしかしたら徒労に終わるかもしれない会話をしたいなら好きなだけ続けていいよ」


　……なんというか、このサクラリスという人物は、回りくどい言い方が好きらしい。人の神経を逆なでする言葉も混ざっているが、不思議と怒りは覚えなかった。これがナナだったら、数分会話しているだけで五回は殴ってやりたくなるのに。


「とにかく状況を整理するわよ」


　隣の部屋で、ナイトとヨル、それにナナが会話をする──サクラリスに筒つつ抜ぬけかもしれないが、どうせ隠したって無駄なのだから気にしないことにしていた。


「まず、相手は『天テン才サイ』こと、『異イ』のサクラリス・アリヤ・ゾルグ。これは間違いないわ。初対面ではあるけれど、事前に聞いた特徴と一いつ致ちしているし──なによりこの魔乖咒の力は、驚きよう異いだわ」


「そうだな」


　ナイトも以前、ヨルからサクラリスの名は聞いていた。


　曰いわく『天テン才サイ』──それが二つ名であり、その二つ名が端的にサクラリスの全てを表していると言ってもよかった。それ以上にサクラリスを表現できる言葉がない、とも言える。


『異イ』のゾルグ家け始まって以来の大天才、神童とも麒き麟りん児じとも呼ばれるほど才能に恵めぐまれた本当の天才。今回の魔ま宴えんにおいて優勝候補の一角に名を連ねる程の実力者である。


「で、ヨル。結局『天テン才サイ』は、具体的にどれくらい強いんだ？」


　正直、ナイトでも相手の強さが計れないでいた。


　強力な魔乖術師ほど魔力は大きく、その魔力を隠したくても隠しきれなくなってくる。よって相手の魔力の気配を調べれば、ある程度の力量を計れる。


　ナイトは特に、魔力を感じる才能があった。しかしサクラリス相手だと、どうにもはっきりわからないのである。


　ヨルはナイトの質問にたいして、肩をすくめた。


「どう強い、って言われても、答えようがないわ。魔乖術師の実力は、単純に数値化できるものでもないからね、それくらいはわかるでしょ？」


「じゃぁ、『先生マイステリン』──『最サイ強キヨウ』と比べるなら？」


　少なくともサクラリスは魔ま宴えん参加者の中でもトップの実力の持ち主だ。ならば、ナイトが知る中で最強の魔乖術師であるアイリス、『最サイ強キヨウ』の二つ名を持つ『先生マイステリン』と比べるならば、どうなるだろう？


　しかしその質問にも、ヨルは首を横に振った。


「一いち概がいに比ひ較かくのしようがないわ。『滅メツ』は完全戦闘特化タイプの魔乖咒だけど、『異イ』は特とく殊しゆ環かん境きよう対応型の補助魔乖咒よ。使用目的の違う魔乖咒同士を比べるのは難しいわ。戦車とヘリ、どっちが強いのか聞かれても答えられないでしょ。戦車にはヘリにできない役目があるし、もちろん逆も然しかりね」


　でもね、ヨルは説明する。


「魔乖術師って言うのはそもそも、あまり横のつながりが強くないの。魔乖咒の研究をするにしても、自分の研究は自分で独ひとり占じめ、って考え方が多くて、情報はあまり他人に漏らさないモノなのよ。同系統の魔乖術師でもその傾けい向こうが強いのに、別系統の魔乖術師となると情報はほぼ断絶しているようなモノね」


　なんとも、くだらない話だな、とナイトは思う。独り占めするより、共同でやった方が効率はいいのに。


「つまり他系統の魔乖術師の情報って言うのは基本的に入ってこないものなのよ。にもかかわらず、魔ま宴えんに際して『最サイ強キヨウ』や『天テン才サイ』の名が真っ先に優勝候補にあげられたわ。その意味はわかる？」


「……つまり、それだけスゴイってわけだな」


　ナイトの直感的な物言いに、ヨルはしぶい顔で頷うなずいた。


「率直に言えばそう言うこと。本来情報が断絶しているにもかかわらず、その名が知れ渡ってしまうほどの実力の持ち主、それが『最サイ強キヨウ』や『天テン才サイ』よ。ただ、『最サイ強キヨウ』は前々からその名を轟とどろかせてはいたけど、『天テン才サイ』の名前が有名になったのはここ数年以内の話ね」


　でもその理屈で言うならば……


「君も同じだろう？」


　ヨルもまた『魔マ王オウの娘ムスメ』の二つ名で優勝候補にあげられていたはずである。


「その点に関してはわたしも人後に落おちないつもりだけどね」


　相変わらずオーストリア人のクセに難しい言い回しを日常会話で使うのが好きだな、ナイトはそう思った。


「とは言っても、『天テン才サイ』の桁けた外はずれの実力に関してはわたしも色々耳にしているわ」


　そう前置きをして、ヨルは『天テン才サイ』に関する噂うわさをあげていく。


　いわく、生まれ落ちた瞬間にすでに魔乖咒を使うことができた。


　いわく、『異イ』の魔乖咒のうち九九％までを完全にマスターしている。


　いわく、世界で四人しかいない第五咒じゆ法ほう開眼者の一人である。


　いわく、有史以来、第六咒法の発動に成功した人類最初の人間である……等々。


「……本当か？」


　それらが本当だとしたらとんでもない話だ。


　魔乖咒は段階が一つ上がると難易度が格段に上がる。平均的な魔乖術師は一生をかけて第三咒法までを習得していく。第四咒法を使えるならば、それはエリートと言っていいだろう。そして第五咒法を使えるとなると、それはもう、文字通り別の次元に行ってしまった、と言ってもいいレベルの話である。


　とはいえ、高位の魔乖咒ほど中身も高度なものになるのは確かだが、それが魔乖術師の強さに結びつくかは別問題である。魔乖術師の戦闘において切り札になるのは第四咒法であり、古来より多くの魔乖術師によって考え、手を加えられ、洗練、進化してきた魔乖咒だ。戦闘における主力である。


　反面、第五咒法などは強力な力を発揮できるものの、第四咒法以上に展開が煩はん雑ざつで時間がかかる上に、そもそも使える人間が少ないので、第五咒法以上の魔乖咒に関する体系が未だに確立されてはいない。実際問題、過去の魔ま宴えんでも第五咒法以上を使用して戦った魔乖術師はほとんどいない。


「……話が長くなったけれど、ともかくそういうわけよ。油断できない相手ではあるけれど、警戒しすぎてしまうのも問題ね。そもそも『天テン才サイ』の目的自体がはっきりしないし、ある程度情報を集めるのが先決ね」


　もちろん、それはナイトもわかっている。ナイトはもう一度、扉とびらの陰から隣りん室しつのサクラリスの様子をうかがった。サクラリスはナナが置いていったお茶に手をつけることなく、そもそもなにをするでもなく悠ゆう然ぜんとソファに腰をかけているだけであった。ナイトたちの陣じん地ちのど真ん中だというのに、緊張や気負いといったものが微塵も感じられない。


　サクラリスの年は若く見えた。ご大層な二つ名を持っているからどんな相手かと想像していたのだが、実際のサクラリスはナイトと同年代に見える。外国人は基本的に日本人より老けて見えるものだから、実際はナイトより年下なのかもしれない。身長にしてもナイトより若干低いので、外国人としては小こ柄がらだろう。


　顔立ちは、整っている。切れ上がった双そう眸ぼうには理知的な輝きが宿り、いかにも『天テン才サイ』の名にふさわしい雰囲気だ。だが同時に、その目には他者を拒絶するような冷たい輝きも宿っていた。


　線が細く、同時に色素も薄うすい、エキゾチックな雰囲気と言えばいいのだろうか。長い巻き毛は風が吹いただけで柔やわらかくゆれ、角度によって色の変わる不思議な光こう沢たくを放っている。肉付きが薄いが、かといって骨格が浮うき出ているというわけでもない。肌はだの色も薄いが、完全なコーカソイドではなさそうだ。ではどの民族かと言われてもナイトにはわからない。確実に複数の民族の血が混じっており、国こく籍せき不明とも言うべきつかみ所のない雰囲気であった。


　長い足は折り目のついた細いスラックスで包み、裾すその長いサマーコートを室内でも羽織っている。ひどく中世的な顔立ちと相まって、ナイトには相手の性別が判別できなかった。


「それで、あいつの目的は何なんだ？」


「わたしが聞きたいわよ。まさか、本気であんな目的で来たとも思えないし……」


　ヨルが口ごもったとき、サクラリスの声が割り込こんだ。


「聞きたいことがあるなら僕に直接聞いてくれて構わないよ。僕には君たちに隠かくし立てするようなことなんて、なにもないんだからね」


　と、隣の部屋から声をかけられた──筒抜けだったようだ。


「ヨル、どうする？」


「腹立たしいけど、本人に聞いた方が早そうね」


　ヨルもうなずく。その横でナナももっともらしく首を動かした。


「ナナほうきを用意するですね」


　と言って姿を消す──ほうき？　よくわからないけど、まぁいい。ナナを連れて行く意味はあまりないし、この家にいるのならば問題はないだろう。


　そんなわけでナイトとヨルは再度リビングに向かい、サクラリスと対峙した。


「サクラリス、改めて聞くけど……」


「なにかな、ナイト君」


　重おも々おもしく切り出すナイトに、サクラリスが顔を向ける。


「お前の目的は、いったいなんなんだ？」


「言わなかったかい。僕は確かに言ったものだと記憶しているんだけどね。僕の記憶がこれまで間違っていたことなんてただの一度もなかったはずだけど、変だね、言ってなかったかな、それとも聞こえなかったかな」


　確かに最初に姿を見せたとき、サクラリスは目的を語っていた。だがその目的は、常識的に考えてあり得ない内容だったのだ。


　ナイトは、今までの出来事を思い出しながら言った。


「あぁ、お前が今、戦う気がないって言うのはわかった。俺たちと戦う気ならこれまで何度も戦う機会があったし、お前が俺たちにたいして一度も攻撃してこなかったのも事実だ。少なくともお前に敵意はないようだ」


「そんなのは当たり前さ。僕に敵意なんてものはないよ。そもそも僕にとって敵なんてものはこの世に存在しないからね」


　たいした自信だ。しかしその自信があながち思い上がりでもないと思わせるだけの貫かん禄ろくを、サクラリスは持っていた。


「一応説明させてもらうけど、今のは別に僕がこの世で誰より強いなんて思い上がっているわけじゃないからね。誰が強いかなんていうのは所詮他人に評価されるものだしね。『最サイ強キヨウ』なんて呼ばれている人もいるし、僕は争う気は毛頭、微塵もないんだ。そもそもそんなことに興味自体がないからね。敵がいないって言うのは単純な話、僕が世界から孤こ立りつしているのさ。いや、違うかな、世界が僕から孤立しているのかな。まぁどちらでも同じことだけどね」


　放っておけばいつまでも喋しやべり続けそうなサクラリスの言葉を遮って、ナイトが言った。


「話はわかった──で、改めて聞く。お前の目的は何なんだ？　なぜここにやってきた？」


「まぁいいや、もう一度言おう」


　サクラリスが改まって、先ほどと同様、同じ言葉を口にする。





「ナイト君、僕と友とも達だちにならないかい。僕はそのためにここに来たんだ」





　……やはり同じだ。もう一度聞いてみても同じ言葉しか聞こえない……


「……正気か？」


「僕と君、どちらが正気かを証明するのはなかなか難しいんだよね。その講義には半日くらいかかるけど、かまわないのかい」


「もういいわ、ナイト。わたしが聞くから」


　今まで黙っていたヨルがいらだたしげに自分の髪をかき上げ、体を前に乗り出した。


「『異イ』、あなたの本当の目的が何かは知らないけれど、そんな世よ迷まい言をわたしたちがあっさり信じると思っているの？」


「…………」


「そもそもあなたが魔ま宴えんの参加者であることはわかっているのよ。その点を見るだけでも、わたし達は明らかに敵同士！　なれ合うことができないのはわかりきっているはずよ」


「…………」


　いつになく強い調子で言うヨル。反対にサクラリスはヨルの言葉などどこ吹く風。なにも聞こえない様子で静かに座っている。


「なにか喋ったらどうなのかしら？　わたしをバカにしているの？」


「……いやいや、とんでもないよ、『闇ヤミ』。僕は君をバカにした覚えはないよ。だってそもそも君自身に興味がないんだから」


　あっさりと、そう言うサクラリス。


「君のことは有り体に言えば興味の対象外だったから今まで全然気にもとめていなかっただけだよ。だから気を悪くする必要はないよ。僕は君のことを見み下くだしたことなんて一度もないのだからね」


「……なるほど、ある意味ナナと同じね」


　疲れた顔になって、ヨルは背もたれに体を預けた。


「……こっちをバカにしているとしか思えない言葉なのに、悪意はカケラもない……あの子と同様、他人の神経を逆なでする才能は天才ね」


「僕はナイト君に興味があってここに来ただけであってね、『闇ヤミ』のことは考こう慮りよしていなかったね。安心していいよ、僕は君をどうにかする気なんてないからね、不安に思う必要なんて微塵もないんだ」


　すごい上から目線の言葉だった。


「……それはつまり、わたしを見下しているってことでしょ？」


「いやいやいやいや、さっきも言ったと思うけど、僕はそんなことは全然思ってないんだよ。そもそも僕は生まれてこの方他人を見下したことなんてただの一度もないんだ」


　それはウソだ、内心ナイトは思った。なんというか、サクラリスの唯ゆい我が独どく尊そんぶりはこの短い会話からでも伝わってきた。そんなサクラリスが他人を見下さない、なんて話があるとは思えなかった。


「ウソだと思っているね。けど本当だよ」


　ナイトの内心を見み透すかすサクラリスの言葉。


「ならこう説明すればいいかな。君たちの足下に虫が一匹ぴきいたとして、君がその虫より頭がよくて虫より力が強かったとして、君は虫を見下すのかい。道を歩いていて虫を見つけるたびに、その虫を下等だと蔑さげすんで歩くのかな、そんな面めん倒どうなこといちいちしないと思うけど、そうではないかな。つまるところ、僕もそれと同様だってことさ。いちいち他人を見下していたらキリがないし、そもそも意味がない」


「……それはつまり、見下してるんだろ？」


「だから、僕は他人を見下したことはないのさ。無関心な人間に対して特別な感情はなんら抱かない、それは真理さ」


　……確かにサクラリスは他人を見下してはいないのかもしれなかった。そもそも、見下す以前の根本的な問題だ。


「……ナイト、悪いけど、わたしはもうこれ以上こいつと会話できないわ」


　ヨルが大げさに首を振った。


「聞きたいことがあるなら自分で聞いて」


　いや、そもそもヨルが自分で聞き出すって言ったんじゃないか？　まぁいい──確かにサクラリスの相手をするのは想像以上に疲れる。


「……まぁいい。話を進めよう。俺と友達になりたいって言っていたけれど、本気でそう言っているのか？」


　サクラリスはもう一度肩をすくめた。


「僕は今までの人生で本気になったことはないんだよね。それと同時に噓うそをついたこともないんだ。君の質問の意図がはっきりしないけれど、僕は噓をついた覚えもないし、冗談や不真面目な気持ちで言ったわけではないことは確かだよ」


　いちいち回りくどい言い方しかしない奴だ、ナイトはそう思った。それと同時に、どうにもかみ合わない違和感を覚えた。サクラリスと会話をしていると、無機質な機械を相手にしているような印象を受けるのだ。


　それはサクラリスに原因があるだろう。サクラリスが饒舌であるのは間違いないが、声に抑よく揚ようが乏とぼしいのだ。だから声に感情がこもっていない。


　それは表情も一緒だった。作り物めいた美び貌ぼうの持ち主であるが、その顔に変化は少ない。無表情、と言うわけではない。一応微笑を浮かべてはいるものの、その表情が変化しないのだ。まさにマネキンを相手にしているような違和感をナイトは覚えた。


「……少なくともウソは言ってないようだな」


　と、ナイトは思った。サクラリスは確かにあからさまに怪あやしい人物であるが、こんな回りくどい方法で無意味なウソをつくような人間とも思えなかった。まずはサクラリスの言葉の意味を確かめるのが先決か、とナイトは思った。


「それで、なんでまた俺なんかと友達になりたいんだ？　そこを説明してくれないか？」


　サクラリスは肩をすくめた。


「そうだね、うんそうだ。確かに説明すべきかもね。実を言うとね、僕は生まれてこの方友達って言うものを作ったことが一度もないんだ」


　それはサクラリスの唯我独尊ぶりを見ていればなんとなくわかる。


「まぁ正直言えば興味がなかったからね、必要とも思わなかったんだ」


　そこでサクラリスはふぅ、と息を吐いた。


「そもそも僕は人間の感情ってものが理解できないんだ」


「……どういうことだ？」


「言葉通どおりの意味だよ、感情っていうものが、僕には理解できないんだ」


　サクラリスは頭を振って続ける。


「人間の根本的感情、喜き怒ど哀あい楽らくっていうものがそもそも理解できないんだ。なんでそんな不可解なものがあるのか、まったくもって理解不能だよ」


　……つまり、感情がわからないから人形みたいな態度しかとれないというのか？


「まるっきりロボットだな」


「人間がロボットでないと誰が決めたのかな。ロボットを人間の生み出す作業機械と定義するなら、人間だってロボットさ。人間を生み出すのはもちろん人間だ。人間は生きている限りなんらかの労働をせねばならない。体が有機物でできているか無機物でできているかの違いしかないのだしね」


「屁へ理り屈くつだな」


「それはちがうね、ナイト君。君は自分の思考で理解できないものを、理解することは不要と定義することで無視しようとしているに過ぎない」


　いちいち小難しい言い方が好きな奴だ。


「その話はいい。それで、感情が理解できない？　いまいちピンとこないんだが」


「そうだね、知識としてはもちろん知っている。なにしろ僕の知らない知識はないからね」


　とんでもない自信だ。だが、サクラリスに自じ慢まんするようなそぶりは全くなかった。ただ単に事実を口にしただけ、そういう態度であった。


「喜びとは、一種の快楽を感じたときの感情の発はつ露ろ形態である──ただ、知識と理解は違う。つまり僕は感情というものを知ってはいても、理解はできないんだよ」


「その話はわかった。それと友達と、どういう関係があるんだ？」


「僕も魔ま宴えんに参加しているのは知っているはずだね。ただ正直なところ魔ま宴えんなんてどうでもいいんだよ、僕にとっては。誰が勝とうが負けようが、別に構わない。ただ『異イ』本家の人間が僕に泣きついてくるから、僕のやり方に口出ししないって条件で引き受けたんだ。魔ま宴えんに参加すれば無関係の魔乖術師はむやみに参加者に接触できないからね、僕の平へい穏おんも保たれるのさ」


　……なんてことだ。つまりサクラリスは、魔ま宴えんを、家の人間から離れるための手段程度にしか考えてないわけだ。隣でヨルが苦にが虫むしをかみつぶしたような表情になっている。


　まぁ、ヨルが怒るのも無理からぬことだろう。ヨルはこの魔ま宴えんに全てを賭けている、と言ってもいいのだ。生まれたときから魔ま宴えんに勝つことを期待され、そのために努力し、今それに参加している。


　ナイトがこれまで出で会あってきた他ほかの参加者達も考え方に多少の差異はあったものの、魔ま宴えんに真剣に挑んでいたと言ってもいいだろう。だが、サクラリスに限ってはそれがない。サクラリスにとって魔ま宴えんなど、心底どうでもいいことなのだ。


「最初は僕以外の参加者を全員倒せば簡単に終わると思っていたけれど、それがひどく非効率に思えてね。なにも僕が正直に他の参加者六人を倒す必要はないからね。六人が殺し合って、最後に残った一人を僕が倒せばそれで終わるんだから、その方が僕の労力は少ない。そう思って、勝負が決まるまで僕は静観することにしたんだ」


「……その考え方はどうかと思うけど、今は置いておこう。でも、まだ参加者は何人か残っているはずだ。なんで俺たちの前に出てきたんだ？」


「もちろん、まだ決着がついてないのは知っているよ。ただ静観しているのもヒマだから、僕は今までやり残していた作業をすることにしたんだ。主に新しい魔乖咒の基き礎そ理論を構築したり、未証明の問題を解決したり、まぁそんな愚にもつかない作業さ──それもあらかた終わってね。最後に残ったのは、友達を作ることだったんだ」


　ようやく話が見えてきた気がする。


「友達って言うものも、もちろん僕は知っている、知識としてね。ただ理解はできない──正直必要なものとも思えなかったけれど、一度くらい実際に作ってみて、それがどんなものかを考えてみてもいいかもしれないと思ってね。しかも今回の魔ま宴えんにはイレギュラー的な参加者であるナイト君、君がいた。それで君と友達になってみようと僕は思ったんだ」


「なんで俺なんだ？」


「正直誰でもよかった──けれど、自分と嗜し好こうが似に通かよった人間が友人に向いている、っていうのは知っている。もちろんこの世に僕と同じ考え方をする人間なんていないけど、近しい人間くらいはいる。君が一番近そうだったから、君に決めたんだ」


　……なんというか、すごく適当に聞こえる。


「そんなことはないさ、僕はこれでも熟考して君に決めたんだ」


　ナイトの表情を読んだか、そうサクラリスが説明をする。


「清すが夢む騎人ないと──一九九Ｘ年一月十日生まれ。主に祖父の手によって育てられ、幼少のときより剣術を学び、非ひ凡ぼんな才を見せる。しかし六歳さいのとき、一人の魔乖術師に関わったことでその後の人生が変わる。『滅メツ』『最サイ強キヨウ』アイリス・マリア・ヘルブストの手によって魔乖咒の才能を見いだされ、魔乖術師としての手て解ほどきを受けるも、その直後に記憶を封ふうじられる。封ふう印いんの副作用で生きる活力を失い、その後の人生を無気力に生きる。しかるに十五歳のとき、『闇ヤミ』『魔マ王オウの娘ムスメ』ヨルミルミ・シュトレンベルグと出会い、魔ま宴えんに巻き込まれたことで魔乖術師としての記憶が蘇よみがえり現在に至る」


　スラスラと、ナイトの略歴を口に出す。ナイトは、眉根を寄せた。なぜそんなことまで知っている？　他のことはともかく、ナイトと『先生マイステリン』の関かかわりまで！


「言ったはずさ。僕の知らない知識はない。故に人は僕を『天テン才サイ』と呼よぶのさ」


　こともなげに言うサクラリス。


「この経歴はなかなかすばらしいと思うよ。何しろ実質的に、君が魔乖咒を学んだ時間は今までの人生で一年未満しかないわけだ。たったその程度の時間で、君は、魔ま宴えんに参加する魔乖術師レベルまで、いや、それを凌りよう駕がするレベルの力を発揮できるわけだ。その非凡さは、ずば抜ぬけているね。ある意味で君は僕に近しいとも言える」


　そこでサクラリスは、体を乗り出してきた。ナイトに顔を近づけてくる。ナイトはサクラリスに押されるように体を後ろへ反らしたが、すぐにイスの背もたれにぶつかって追い詰められた。サクラリスは、そのまま息がかかりそうなくらいまで顔を近づかせてくる。


「ねぇ、だから僕らは友達になれると思うのさ。君にとって決して悪い話ではないと思うよ。こう言っては何だけど、僕は控ひかえめに評価しても有能な存在であるからね、君にとっての利益になりこそすれ、害悪ではないはずさ」


　間近で見ると、必要以上に整ったサクラリスの顔が、本当にきれいで、人形めいたと言うよりなにかの美術品のように感じられた。


　大きな瞳ひとみは硬こう質しつで冷たい印象こそ受けるものの、ナイトを呑み込んでしまいそうなくらい深い色をたたえていた。かすかに揺ゆれる長いまつげや細い眉まゆも、計算されて配置したかのような美しさだ。肌はきめ細やかでシミ一つどころか、産毛の一本すらもないくらい滑なめらかだ。すらりと通った鼻筋も、鋭えい角かく的な輪りん郭かくも、なにもかもが黄金比で作られたかのような調和と曲線美を醸かもし出していた。


　そしてナイトは、そんなサクラリスの接近に胸が高鳴るのを感じていた。


　──バカな、俺はなにを考えている？　こいつは、敵てきなんだぞ？


　でも、ナイトにはわかっていた。立場的にはサクラリスは敵だ。しかし最初に会ったときから、サクラリスがナイトに対して悪意や敵意を見せたことはない。むしろ、人を見下した態度しかとれないサクラリスにしては、ナイトに友好的に接していると言えるのではないか？


　バンッ


　甲かん高だかい音が響いた。ヨルが机を叩いて立ち上がったのだ。


「……いい加減にしなさい」


　ヨルが、食いしばった歯の間から声を漏らした。まずい、同居人であるナイトにはわかっていた。ヨルは今、怒っている、それもマジギレと言ってもいい。


「それ以上くだらない戯ざれ言を続けるなら、この場でさっきの続きをするわよ！」


　ヨルが手を広げて、体に魔力を巡めぐらせる。こんな場所で魔乖咒を使う気か？


　だが、ヨルの本気の殺気を浴びながら、サクラリスはヨルなど見ていなかった。


「どうだい、ナイト君。何度も言うけれど、これは君にとって得な話はなしなんだよ？」


「……くっ」


　ヨルが奥おく歯ばをかみしめ、魔法陣を描いたところ、ギリギリでナイトはヨルを押さえるのに成功した。


「落ち着け、ヨル！」


「だって……」


「君らしくないぞ、ヨル！　普段の君なら、こんなことはしない！」


　顔を赤くしたヨルが、わずかに目に涙なみだを浮かべてナイトを睨んだ。


「なんであなたがそいつをかばうのよ！　あなたは誰の味方なの！」


「君の気持ちはわかるけど、今は……」


「お待たせですよ～」


　のんきな声が響く。ヨルもナイトもその声の主を振ふり向く。ナナであった。


　ナナはなぜか長いほうきを肩にかけ、トコトコ部屋に入ってきた。


「ほうきが見つからなくて時間がかかったですよ～」


　そう言ってナナはほうきを手に、サクラリスに近づく。


「ん」


　サクラリスは、自分に近づくナナに視線を落とした。でも、それだけだ。足下に転がってきた小石を見るような目だった。


「こ～やるです」


　ナナはほうきを逆さまにして、サクラリスに立てかけた。


「変なお客さんが来たときは、こ～すればいいですよね、先生ぇ？」


　あぁ、イヤな客が来たときはほうきを逆さまにすればいい──という民間伝承がある。ナナも、よくそんなことを知っているな、とナイトはどうでもいいところで感心した。


　正確には逆さまにしたほうきに手ぬぐいをかぶせるのである。さらに普ふ通つうは客から見えない場所でやるものなので、客に直接立てかけるものではない。


　いや、問題はそこではない。




[image: ]


　ナナがサクラリスに立てかけたほうきなのだが、それが音もなくサクラリスを突つき抜ぬけたのだ。


　カラン


　音を立てて、ほうきは床を転がった。サクラリスの脚を、ほうきは完全に貫かん通つうしていた。にもかかわらず、サクラリスに変化はない。まるで、サクラリスの体が煙でできているかのような光景だった。


「……なんなんだ、それは？」


「なにがだい」


　平然とサクラリスが尋ね返す。


「さっきもそうだったけど、お前のそれはどういう芸当だ？　お前は、幻まぼろしなのか？」


　最初にサクラリスがナイト達の前に姿を現したとき、ナイト達は無論警戒した。相手は魔ま宴えん参加者、敵であることは間違いないのだ。


　しかしサクラリスは今と同様、回りくどい口調でナイト達を煙けむに巻くだけであった。しびれをきらしたヨルがその時、牽制用の魔乖咒を放ったのである。そしてその魔乖咒はサクラリスの体を貫通した。あたかも、その体に実体がないかのように。


　無論、魔乖術師ならばそんな芸当は簡単だ。幻げん影えいの魔乖咒は誰でも使える。『偽ニセ』の魔乖術師ならば、実体のある幻影を生み出すという芸当までできる。


　しかしサクラリスのそれは違った、サクラリスからは、確かに魔力の気配を感じる。それはつまり、サクラリスが本人で、幻影ではないという証あかしだった。にもかかわらず、ナイト達の攻撃はサクラリスを素通りするのだ。


　ナイト達がいくら攻撃しても無駄だと悟り、家に引き上げることにしたときも、サクラリスは勝手についてきただけだった。しかしサクラリスに触ふれることすらできないナイト達では、それを阻そ止しすることはできなかったのだ。


「簡単なことだよ、こんなのは」


　サクラリスはそう言って、実際たいしたことじゃない、と繰り返しながら首を振った。


「子供でもできるくらい簡単な芸当だよ、本当に。『異イ』の魔乖咒、その第四咒法を僕なりにアレンジしているだけさ」


　それが本当だとしたら、サクラリスは鉄てつ壁ぺきの防御を持っているわけだ。どんな強力な攻撃も、当たらなければ意味はない。そしてサクラリスに攻撃は当たらない、完かん璧ぺきなロジックであった。


「当たらないですか～」


　ナナはしげしげと、サクラリスの体を眺めていた。サクラリスはそんなナナのことなど気にもとめない。


「さぁ、ナイト君。続きを話そうじゃないか。僕と君、二人がくめば実際……」


　にゅっ、とサクラリスの顔から人間の手が突つき出た。


「うおっ！」


　目の前の異変に、ナイトも驚おどろきの声を漏らす。


「面白いですよ、先生ぇ。体がすけてるです～」


　そう言いながらナナがサクラリスの後頭部に手を差し入れて、顔から手を出しているのであった──この子は物もの怖おじしないというか、肝きもが据すわっているというか、単にバカというか……最後の可能性が高そうだが。


「……で、ナイト君。君の意見はどうかな？」


　顔からナナの手を生やしてサクラリスが言う。すごくシュールだった。


「……気にしないのか？」


「心配なのかい。別に痛くもかゆくもないから、気にすることはないよ」


　いや……視覚的に、ナイトの精神の方が問題だった。


「……ナナ、もうやめて、大人しくしていろ」


「そうですか～」


　ナナもすぐ飽きたのか、自分がいつも使っている小さなイスに飛び乗って成り行きを眺めることにしたようだ。ヨルも少し落ち着いたか、自分の席に戻っていた。ただしヨルは不機嫌そうにそっぽを向いていたが。


　とりあえず、ヨルの懸け念ねんを何とかしないといけないか、とナイトは考えた。さしあたって一番の問題を、サクラリスに尋ねてみよう。


「聞きたいことがある」


「なんでも聞いてくれて構かまわないさ」


「サクラリス、お前が俺たちの敵だというのは、間違いないな？」


「いやいやいやいや、なにを聞きいていたんだい。僕は君と友達になりに来きたのさ。敵になりに来たわけじゃないよ」


　でも、その言葉はおかしかった。


「だってお前は魔ま宴えんに参加しているんだろう？　ならお前とヨルは、敵同士のはずだ」


「そうだね」


　あっさり首しゆ肯こうするサクラリス。そこは否定する気はないのか？


「なら俺とお前も敵同士だ。少なくとも俺はヨルの味方なんだからな。味方の敵は敵、その理屈はわかるだろ？」


「なるほどねぇ」


　サクラリスはそこで立ち上がり、ヨルを見た。


「つまり、君はこう言いたいわけだね『俺の友達になりたければこの『闇ヤミ』を殺してみろ』って。ＯＫさ。君の期待に応こたえよう」


「なんでそうなる！」


　サクラリスが手のひらをヨルに向けた。ヨルも突然の事態に身構える。


「なによ、『異イ』！　今度はわたしを、五聖竜みたいに消すつもり!?」


「いや、あれは消したんじゃないよ。説明しても長くなるから簡単に言うけど、異界にずらしただけだよ。違う世界に送っただけさ。まぁ、自力で戻るのは無理だろうけどね。安心しなよ、『闇ヤミ』。君は確実に殺すためにも、異界送りはしない」


「止やめろ、サクラリス！」


　ナイトがサクラリスの手をつかんだ、いや、つかもうとした。しかし、できるはずがない。ナイトではサクラリスに触れることができないのだ。ナイトの手は空気をつかんだ──いや、少し違った。


　今までは空気をつかんでいるような感覚だった。だが今は、水をつかんでいるような感覚である──どっちにしろ、指の間からすり抜ぬけるのは一緒だ。しかし、サクラリスの実体に触れた感覚は確かにあった。


「さすがはナイト君、僕の見み込こんだ人間だけある」


　サクラリスは、しげしげとナイトを見つめた。


「君と僕が出会ってから六九分二二秒。そんな短時間で僕の位相を摑みかけているね、いやいやいやいや、これは新記録だ。そもそも僕に触れることのできる人間がいるとは思っていなかったんだ、本当にすごいよ」


　と、サクラリスが言う。手放しの誉めっぷりではあるが、ナイトはまだサクラリス本体に触れたわけではない。そんなことで誉められても嬉しくなかった。


「うん、そうだね、うんそうだ。やっぱり僕の友達になるなら君みたいな人間がいいね、いや、君しかいないと言ってもいい。これはもう、是ぜ非ひとも友達になってもらおう」


　と、なんだか先ほどより決意が強くなっている気がする。ナイトは慌てて口を挟はさんだ。


「待て、その話はともかく、ヨルに手を出そうとするな！　ヨルを攻撃したら、俺はお前を許さん！」


「ナイト……」


　ナイトの強い言葉に、ヨルが少し驚いた後、わずかに顔をほころばせた。それを見たサクラリスは、小さく肩をすくめた。


「まぁ、君がそう言うならやめようか。『闇ヤミ』なんて、僕にとって心底どうでもいいことなんだからね」


　サクラリスの物言いにヨルがまた眉をつり上げたが、話が進まないのでナイトは強引に先を急いだ。


「わかってくれたならいい。それで、どうする気だ？　ヨルとお前が敵同士なら、俺とお前も敵同士だ。敵同士で友達にはなれないだろ？」


「敵対関係にあるもの同士に芽生える友情の方がより強固である、っていう意見もあるけどね。「強敵」と書いて「とも」と呼ぶ、なんて言葉もあるしね」


　なんていうか、マンガとかでよくありそうな話だった。サクラリスも案外そういう知識があるようだ。


「そんなのはどこかの物語の中だけの話だ。現実にそんなことはない」


「確かに君の言うことももっともだね。問題を整理しようか。僕は君と友達になりたい。でも僕と『闇ヤミ』が敵同士だから、君と友達になれない、ってことだね。なら簡単さ。ごくごく簡単な解決方法がある。僕と『闇ヤミ』が戦うのをやめちゃえばいいのさ、簡単だね」


　いかにも名案、と言わんばかりだが、当然ヨルがそれで納得できるはずがない。


「ふざけないで！　そんな理由で魔ま宴えんを終おわらせられるわけないでしょ！」


「魔ま宴えんなんて僕にとってはどうでもいいことさ。それはさっきも言ったけどね。そして僕は別に魔ま宴えんに勝つ気はないんだ。もちろん負ける気もなかったから適当なところで終わらせるつもりだったけれど、そういう事情なら仕方ないね。『闇ヤミ』に勝ちを譲ゆずるよ」


　あっさり、心底どうでもいいと言わんばかりの態度で言うサクラリス。ヨルは驚愕と疑念が半分ずつ混ざった顔でサクラリスを見た。


「本気？」


「言ったはずさ。僕は本気になったことも噓をついたことも一度もない」


　同じ言葉を繰り返しながら、サクラリスは懐ふところから四角い箱状のものを取り出し、机の上に投げ出した。いや、それは箱ではない。古びた装丁の本であった。


「これが君の目的だろう、『闇ヤミ』。これが僕の持つ『異イ』の魔道書『如何イカなる異界イカイの怪書カイシヨ』


さ。これは君にあげるよ。さぁ、これで問題はないはずだね、ナイト君」


　……いいのだろうか？　こんな簡単に話が進んで。


　考えれば考えるほどおいしい話のような気がする。サクラリスが強力な魔乖術師であるのは間違いなく、戦えば苦戦は必至。そのサクラリスが自ら敗北を宣言してきたのだ。諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいすべき事態である。


「……あなた、本心ではなにを考えているの？」


「何回も言っているよね。僕は噓をついたことがないんだ。だから言葉通りの意味で受け取ってもらえばいいよ」


　……確かに、噓をついているようには見えないし、こんな噓をついてもサクラリスにメリットがあるとは思えない。


「……本物でしょうね？」


　言いながら、ヨルが机に置かれた魔道書に手を伸ばす。真しん贋がんを確認するつもりだ。だが──ヨルの手は魔道書を突き抜けて空気をつかんだ。


「……あら？」


　サクラリスの体と同様、魔道書に触ることができず、手が突き抜けるだけであった。


「意味がないじゃない、こんなもの！」


「まぁ落ち着つきなよ。別に騙だますつもりはないさ。一応言っておくけど、それは本物の魔道書だよ。ただ、僕が魔乖咒を解除しない限り君たちが触れないだけさ」


　なんだか、雲行きが怪しくなってきたな。


「ナイト君。君が僕の友達になってくれるなら、僕も友達と争うのは忍しのびないからね、その魔道書をおとなしく『闇ヤミ』に譲じよう渡としようじゃないか、どうだい、悪くない提案だと思うけどね」


　そういうことか──ナイトは頭を抱えたくなった。


　確かに、サクラリスの提案はナイトたちにとって有益だった。戦わずにサクラリスから勝利をもらえるならば、無駄な戦いに命をかける必要もない。ナイトが友人になることも、特別デメリットがあるようにも思えない。


　話を聞き終えたヨルが、うなずいてスクッと立ち上がった。


「あなたの話はわかったわ、『異イ』。確かに悪くない提案ね」


「なら、答えは決まっているね」


「えぇ、もちろんよ。答えは一つ──とっとと尻しりに帆ほかけてお帰りください、出で口ぐちは玄げん関かんです」


　きっぱり言い放ち、ヨルが玄関の方向を指さした。サクラリスが肩をすくめる。


「答えは一つ、と言いながら二言しゃべっているね」


「あなたのその、ご託たくはもうたくさんだわ！　あなたがどんなに巧たくみに言葉を重ねようと、私もナイトもそんな口車には乗らないわ」


「不可解だね」


　サクラリスは小さく首を振った。


「やっぱり、つくづく、人間って言うものは度どし難いよね」


　そうつぶやくサクラリス。心底不思議そうに、首をかしげていた。


「今の話は君たちにとって本当に有益な話だったと思うんだ。実質問題、君と僕が戦って、君の勝つ可能性は〇・〇〇〇〇〇三二％と言ったところだね。なのにどうして拒絶するのか、僕にはわからないよ。人間の感情って言うものが、この世で一番不可解だ」


「だまりなさい、『異イ』」


　ヨルが、相手に今にも嚙かみつかんばかりの形相で言う。


「あなたの話は所詮お為ためごかしでしかないのよ。上手く条件を提示したつもりかもしれないけど、結局のところ人の気持ちは、ものでは買えないのよ！　そんなこともわからない相手にナイトは渡わたせないわ！」


「ナイト君が君の所有物であった記録はないけどね」


「わたしは、ナイトのパートナーとして当然のことを言っているだけよ」


「ふーん……君も同じ意見かい、ナイト君」


　ナイトを見るサクラリス。ナイトも自分の言いたいことをヨルが言ってくれたので、それ以上言うべきことはなかった。


　サクラリスの話は確かにナイトの感情を無視した一方的な話であり、そんな取引に応じる義理はなかった。しかしヨルの悲願を叶かなえるためなら、ナイトもその取引に応じてもいいかもと一いつ瞬しゆん考えていた。


　そんなナイトの内心に気づいたのだろう。だからヨルはナイトよりも先に怒り、この『天テン才サイ』の要求をはねのけたのだ。ヨルが言ってくれなければ、ナイトではこうキッパリと断ることができなかったかもしれない。


「あぁ、そうだな。俺もお前の友達になる気はない──今のお前とはな」


「どういう意味だい」


「友達なんて、作ろうと思って作るものでもないってことさ。もちろんそうやってできる友情もあるにはあるけど、大たい抵ていの友人ってのはいつのまにかできているものさ」


「……不可解だね」


　最後にもう一度、サクラリスは肩をすくめた。


「ともあれ、交こう渉しようは失敗したようだから、僕は退散しよう」


　机の上にある自分の魔道書を拾い上げるサクラリス。一瞬だけ、チラリ、とナイトに視線を向けてくる。


「でも、諦あきらめた訳じゃない。そこのところは忘れないでほしいね」


　そう言って、サクラリスは登場したときと同様、搔き消すように姿を消した。


「……悪かった、ヨル」


　ナイトはヨルに頭を下げた。


「なんであなたが謝るのかしら？」


「いや、一瞬だけ、あいつの話に乗りそうになった」


　ヨルは、ふぅ、と息を吐いた。


「……あなたがわたしのために色々してくれているのはありがたいし、いつも感謝しているわ。でも、今回はダメよ。あんなやつの話に乗ってもダメ……あいつは、そもそもわたしたちとは思考の根本が違いすぎるわ。近づきすぎれば、あいつに取り込まれてしまう」


　確かに、それはナイトも感じていた。


『異イ』の『天テン才サイ』、サクラリス・アリヤ・ゾルグ。その名の通り常識外れの実力を持つ最さい高こう峰ほうの魔乖術師。その実力も思考も、あまりに人間離れしている。まさに異質で異様で異常な魔乖術師と言っていいだろう。


　人間の感情を理解できないというサクラリス。確かに言葉通り、サクラリスは終始ロボットのように無機質な印象だった。あらゆる物事を単純な損得勘かん定じようで判断する考え方には、共感できない。


「あぁ、そうだな……」


　ヨルの言いたいことはわかっているし、賛成のつもりだ。ナイトも、サクラリスの一方的な通告に従うつもりなどカケラもない。


　しかし──ナイトは思い出していた。最後、去り際に一瞬だけ振り返ったサクラリス。その瞳には、わずかに、ごくかすかにだが、悲しみの色が浮かんでいた気がするのだ。


　──サクラリスは、自分自身の感情を認識できないでいるのか？


　実際サクラリスに友人がいないというのは本当だろう。饒舌な割に空回りした会話が多いというのは、対人関係に慣れてないせいだろう。そんな人間が友達が欲しいとナイトに近づいてきた──無む下げに追い返すというのは、多少後味が悪い。


「……でも、サクラリスはそんなに悪人じゃないように見えたな」


　率直に、ナイトはそう感想を言った。ヨルはあきれて答える。


「でも善人でもないわ」


「そうだな……でも確かにサクラリスに敵意や悪意はなかったはずだ」


「あなた、まさか本気であいつの友達になる、とか言わないでしょうね？」


　ヨルがまなざしを鋭くする。


「いくらナイトでも、それはダメよ。あいつは敵なのよ」


「……君の言いたいことはわかるけどな、ヨル。やけに反発するじゃないか」


　そう、サクラリスを相手にしていたヨルは、やけに感情的だった。


「サクラリスと、知り合いだったのか？」


「いいえ、初対面よ」


　頭を振るヨル。でも、とつぶやく。


「どうしようもないほど気の合わない人間って、いるのよね」


　ヨルは実は、自分でもその気持ちがわからなかった。サクラリスと出会い、この家まであいつがついてきたときに感じた、いい知れない恐きよう怖ふとも、畏怖ともつかないあの感情……サクラリスは、生理的に受け付けない、それがヨルの直感だった。


　理由など何もない、子供じみた感情だ。でも、サクラリスだけは受け入れることができない──なぜなら、あれは敵だからだ。いつかヨルから、ヨルの全てを奪ってしまうかもしれない危険な相手……


「ナナも嫌きらいです～」


　と、珍めずらしく今まで黙っていたナナが、小さな肩をすくめた。基本的に人なつっこい性格のナナがそんなことを言うとは珍しいことだった。


「ナナはたぶん、一生あの人とはわかりあえない気がするです～」


「どうしてか、聞いてもいいか？」


「ん～っとですね～」


　ナナは首をかしげた。


「あの人、ナナと正反対ですからね～」


　まぁ、確かにお気楽なナナとはある意味対極とも言うべき存在だろう。


「結局、ナナはあの人を目指して作られた失敗作ですからね。失敗作と完成品じゃ、一生わかりあえないですよ～」


「どういうことだ？」


「言葉通りの意味です」


　ナナは目を閉じて答えた。


「ナナは、最高ぉの魔乖術師を目指して作られて、結局失敗しちゃったデキソコナイです。でもあの人は、ナナ達が目指した最高ぉの魔乖術師に生まれたときからなってたです。あの人の存在って、ナナ達を全否定するだけです。だから一生、理解できないですよ～」


　つまらなそうに、つぶやくナナ。この子もそんなことを考えていたのか、と少しだけ驚くナイト。ナイトはそのままナナの頭に手を乗せて、ナナの長い髪をゆっくりなでた。


「です？」


「デキソコナイなんかじゃないさ、ナナは」


　ナイトは、ナナを励はげますように言った。


「ナナはナナ、一人の人間で、俺やヨルにとって大切な仲間だ。デキソコナイでも何でもない、立派な一人の人間だ」


「ですか～」


　と、うなずくナナ。ナイトに頭をなでられて嬉しそうに顔を綻ほころばせていた。


「それで、ナイト。これからどうするの？」


　と、ヨルが先を促うながしてくる。


「なるようになるしかないだろう。とはいえ、なにか対抗策を考えた方が良さそうだな」


　と、ナイトたちはそのまま顔をつきあわせて、今後の方針を話し合うことにした。






　第三章　『天テン才サイ』と呼ばれる存在







　その後、ナイトたちはサクラリスに対する対策を練ったのだが、うまくいかなかった。


「結局あいつの魔乖咒は何なんだ？　どうやってあいつは、俺たちに気づかれないまま接近してくるんだ？　あいつの実体は？」


　疑問点はいくらでもあった。ヨルも、苦しそうな顔で首を振るだけだ。


「残念だけど、『異イ』の魔乖咒は八や祖そ八系統の中で一番難易度が高いとされているの。他の八や祖そではまず理解できないわ。簡単に言えば、次元の壁かべを操る魔乖咒なんだけど、それに対抗する有効な魔乖咒はほとんどないのよ」


「そんなに強力なのか？」


「強力と言うより、スキのない魔乖咒なのよね。『天テン才サイ』の場合、ほぼ恒こう常じよう的てきに第四咒法を使っているから攻撃が当たらないわ。エリザベートの歪わい曲きよく空間以上に厄やつ介かいね」


「でも、第四咒法さえ叩たたき込こめば勝てないか？」


　ナイトの必殺技、『滅メツ』の第四咒法は、敵のあらゆる防御能力を無効化できる。その力を使えばサクラリスの防御も突破できるのではないか？


「……難しいわね」


　それでもヨルの顔は晴れなかった。


「あなたの第四咒法は、対象を完全にロックオンしないと効果が万全に発揮できないわ。次元の果てに存在する『天テン才サイ』の本体をとらえない限り、完全に倒すことはできないわね」


「でもエリザベートの歪曲空間には有効だったぞ？」


「エリザベートは自分の視界を確保するために、光学情報はそのままにしていたからよ。目に見えるエリザベートが本体だったからね。でも『天テン才サイ』は違うわ。目に見えるあれは、『天テン才サイ』本体の影にすぎないの。影を破は壊かいしても、本体のダメージはたいしたことないわ」


「そうか……」


　どちらにせよ、一ひと筋すじ縄なわではいかない相手である。サクラリス……しかし、ナイトは未だにサクラリスと戦うということに実感が湧かなかった。


　今までナイトが戦ってきた相手は、敵だった。どうしようもない悪党ばかりではなかったが、少なくともナイト達に敵対して、攻撃を仕掛けてくる相手だった。


　だが今回のサクラリスは今のところ、攻撃らしい攻撃を全くしてきていない。そんな相手と戦うのは、ナイトとしても初めての経験だった。なんというか、このまま戦いになっても、後味の悪いものになりそう、そんな気がする。


「大丈夫ですよ～」


　と、ナナが脳天気な返事をする。


「次にあの人来たら、ナナがぷっ殺すですから」


　そう意気込むのはいいけれど……ナイトはナナをたしなめた。


「いや……やっぱり、向こうに敵意がないのに一方的に攻撃するっていうのは……」


「また悪い癖くせが出ているわね」


　ヨルが嘆たん息そくする。


「それはあなたの美点でもあるけれど……『天テン才サイ』は、敵よ。あなたが今、どんな認識をしているかは知らないけど、わたし達はあいつを倒さないといけないの。それともあなた、本当にあいつと友達になったら戦闘を回避できる、と思っているの？」


　これまで搦からめ手で戦う敵とは何度も戦ってきた。そのたびにナイトは追い込まれ、実力では勝る相手であっても苦戦を強いられてきた。


　しかし今回のサクラリスは違う。サクラリスはたぶん、実力で言うならばナイトやヨルを超こえている。搦め手を使う必要はない。そんなサクラリスが自分たちの前に姿を見せた理由を、ナイトは未だ見いだせないでいた。


「人間の感情を理解できない『天テン才サイ』……そんなもの、本当にいるのかな？」


「『天テン才サイ』が、感情を理解できないって言うのは本当だと思うけどね」


　ヨルが説明をする。


「人間離れした才能を持つ魔乖術師が『異イ』のゾルグにいる──これがここ数年で瞬またたく間に広まった噂うわさよ。さっきも言ったけれど、他の八や祖その情報は、滅めつ多たに広まらないの。それが短期間で知れ渡わたったってことは、それだけ『天テン才サイ』が桁外れの力を持っていたからだわ」


「それはわかるけど……」


「同時に、あんな魔乖術師は人間じゃない、って噂も広まったの。まぁ所詮は噂、話半分に聞いていたけれど、今日きようあいつに出会って、噂は本当だったってつくづく思ったわ」


　ブルリ、ヨルは体を震ふるわせた。


「今だから告白するけど、わたしはあいつが怖かったわ。悪寒を感じるほどにね」


　それは、初めてサクラリスを見たとき、ナイトも感じた気配だった。ヨルも同じだったと知って、少しだけ安心した。


「『天テン才サイ』は、あなたには多少は友好的だったわ。でも、あいつはわたしやナナを見るとき、ずっと冷たい目をしていたわ。無視、というか、空気とも思っていなかったわ」


　サクラリスが何度も繰り返した言葉──僕には心底どうでもいいんだ。


「エリザベートは、自分以外の全てを見下していたわ。『天テン才サイ』も、それと同じかと最初は思っていたけれど、あれは違うわ。あれは……人間を異質と見なす目だわ」


「？　どういうことだ？」


　ヨルが言葉を選びながら説明をする。


「わたしたち魔乖術師は常人にない異能を操るわ。それは、人間離れしていると言うこと。それでもわたし達は人間よ、少なくともそう認識している。でも『天テン才サイ』は違う──『天テン才サイ』はたぶん、自分のことを人間だと思っていないわ。あれはそういう目よ」


　確かに、『天テン才サイ』のあの無機質で硬質な態度、ナイトも違和感を覚えた。


「エリザベートは、少なくとも人間だったわ。どうしようもなく狂くるってはいたけれど、まだ人間の範疇だった。でも『天テン才サイ』は違う──あそこまでいくともう、人間とは別種の生物だわ。そして『天テン才サイ』はたぶん、人間を理解することはできないわ」


「なんでそこまで断言できるんだ？」


　ナイトは思い出していた。サクラリスが最後に見せた、寂さびしげな眼まな差ざしを。


「サクラリスだって人間のはずだ」


「いいえ、違うわ」


　ナイトの意見を、ヨルは否定する。


「わたしは知っているの、サクラリスみたいな人間──いえ、サクラリスのような存在を」


「誰だ？」


「わたしの父、ヨーゼフ・ヴィント・シュトレンベルグよ」


　ヨルの父親──前回の魔ま宴えんに勝利し、『闇ヤミ』で初めて『魔王エル・ケーニツヒ』となった魔乖術師。ヨルからその名は聞いたことがある。


「父は、優ゆう秀しゆうな魔乖術師だったわ。でも悲しいことに、優秀すぎて人間の感情が理解できない存在だったの」


　遠い目をしたヨルが語る。


「わたしは子供の頃、父に追いつくように教育されて、そのために努力した。けれどどうしても父には追いつけず、父はいつもわたしに対して冷たかったわ。それは、わたしが未熟なせいだと思って、必死に努力した──けど違ったのよ」


　語るヨルの声色には徐じよ々じよに悲しみが混ざってきた。


「わたしは必死に魔乖咒の修行を積んで、努力をした。そんなわたしに、父は言ったの──なんで努力をするのかって」


　──なぜそんなに努力をするのか？


　父に追いつきたかったから。尊敬する父に並びたかったからだ。


　──追いつけるのか？


　追いついてみせる、ヨルはそう答えた。


　──わたしには、お前の気持ちが理解できない。


　父は、ヨルにそう告げた。


　──なぜそこまで努力をしてわたしごときに追いつこうとするのか、理解ができない。


　父様は、わたしの目標、だから追いついてみせます。


　──お前はたぶん、努力の方向を間違えた。


　ヨルの父は淡たん々たんと告げた。


　──わたしは若干魔乖咒を人より使うことができるが、それだけだ。そんなものを誇ほこりに思ったことはただの一度もない。わたしは自分自身がこの世で一番無価値な存在であると思っている。そんなわたしに追いつこうとしても意味はない。


　そんなことはありません。父様は世界一の魔乖術師です。


　──魔乖咒とは、人間に本来ない異能を操る。その魔乖咒を極めると言うことは、人間ではなくなると言うことだ。魔乖術師をつきつめれば、そんなものはもはや人間ではない。魔乖術師こそこの世で最も無意味な人間だ。わたしは自分の生しよう涯がいを魔乖咒に捧げ、そのことを確信した。


　ヨルの父は、ヨルが進むであろう茨いばらの道を語った。


　──わたしはそのことを後悔していない。わたし自身がどれだけくだらなくつまらない人間だったかを考えれば、誰もが魔乖咒の無意味さに気づくと思ったからこそ、わたしは『闇ヤミ』の発展に力を尽くした。


　ヨルの父はいつもと同じ無機質な声でヨルに告げた。


　──でもわたしの人生は無駄だったようだ。


　それがヨルの生涯で、もっとも衝撃的な、残ざん酷こくで冷れい酷こくな言葉だった。


　──わたしは実の娘にさえそのことを教えることができなかったようだ。まさかわたしのような人間をもう一度求めて、『闇ヤミ』本家が動くほど愚おろかであるとは完全に想定外であった。残念だ。ヨルミルミ。わたしにはお前を理解できない。


　無機質な、なんの感情もこもらない目で、父はヨルを見ながら告げた。


　──わたしはおそらく、父親として最低部類の人間であると自覚している。わたしは娘であるお前に愛情をもって接したことなど一度もない。そもそもわたしは人間の愛情というものを感じたことは一度もなかった。それはわたしが致命的に人間の本道から外れているせいだろう。魔乖咒を極めると言うことは、わたしのようになってしまうということだ。それがわかっていながらなぜ、わたし如ごときを目指すのか、理解できない。


　父様は、わたしにとって最高の父様です。わたしは父様のことを愛しています、それではいけないのですか？


　──故にわたしにはお前が理解できない。わたしがどれくらい無価値な人間かは誰よりわたし自身が知っている。お前が魔乖咒に深く関わるほどに、お前が人間から離れていくというのに、なぜ喜んでいたのか理解できなかった。


　ヨルが嬉しそうに魔乖咒の成果を報告しても、ヨルの父はいつもつまらなそうな目で娘を見るだけだった。


　──わたしには理解できない。


　ヨルの父は再度繰り返した。


　──わたしは魔乖咒の全てを理解しながら、最後の最後までついに実の娘一人のことさえ理解できなかった。それはきっと、わたしが人間として間違っていたせいだろう。現にわたしはこの段階になっても、悲しいとさえ思わない。ただ、自分自身に絶望するだけだ。どうしてお前はわたしを目指した？


　心底わからない、父は何度も繰り返した。


　──わたしはわたしのような者が二度と現れないよう、魔乖咒を極めたつもりだった。だが人間は、魔乖術師は、そんなことさえ理解できないほどに愚かだったのか、なにもかもがわたしには理解できない。だが一つだけ確かなのは、わたしはやはり無価値だったということ、わたしの生涯には結局何の意味もなかったということだ。


　それが、今でも、ヨルの心を蝕むしばむ言葉だ。


　──わたしが無意味な存在であることは知っている。だがそのことを娘のお前にさえ教えることができなかったのが心残りと言えば心残りだが、もはやそれすらどうでもいい。


　最後に一言、父は語った。


　──あぁ、つくづく人間というものが、わたしには理解できない。


　それがヨルと父の交わした最後の会話だ。ヨルの父親はそう言って、ヨルの前から永遠に姿を消したのだった。


「……ヨル、どうしたんだ？　ぼーっとして」


「ごめんなさい、なんでもないわ」


　長い回想から、ヨルは現在へと意識を戻もどす。そうだ、あの絶望感、父親から感じたどうしようもない虚きよ無む感かんを、ヨルは生しよう涯がい忘れない。


　そして今のヨルは、その父親を否定するために戦っている。父も自分も、決して無価値なんかではなかった。それを証明するために魔ま宴えんに参加したのだ。


　父は、おそらくヨルのことを愛していなかった。愛さなかったというより、愛することができなかったのだろう。でも父はヨルを愛するように努力はしてくれていた──それだけは、ヨルも知っていた。だから父は、決して無価値なんかではなかったはずだ。


　なにしろあの人こそが、ヨルにとって唯ゆい一いつの父親だったのだから。


　ヨルは自分が父親というものに強いコンプレックスを持っていることを自覚していた。そのためにも、父親を乗り越えねば、父親の最後の言葉を否定しなくてはいけない。


　サクラリスは、ヨルの父親と同じ人間だ。才能にあふれ、ありすぎた故に人間の範疇から外れてしまった存在だ。そんな存在を、ヨルは否定しなくてはいけない。


「『天テン才サイ』は優秀な魔乖術師だわ。でも、そんな相手だからこそ、わたしは負けるわけにはいかないの。人間は持って生まれた才能のみで左右される訳じゃない、もっと他に大切なものがあるってことを」


　ヨルはそう力説する。もちろんこの言葉に間違いはないが、それがヨルの気持ちの全てではない。


『天テン才サイ』サクラリス──あいつは危険だ、ヨルは初対面の時からそう感じていた。


　特別な理由などなく、直感的にそう感じたのだ。根こん拠きよはなくとも、ヨルにはわかるのだ。あのサクラリスのような人間と自分は、決して相あい容いれないことが。


　だからこそサクラリスはヨルの敵であり、理解し合うことはないだろう。


　そんなヨルの気持ちをナイトがどこまで理解しているかはわからないが、ナイトははっきりとうなずいた。


「わかった、サクラリスが再び俺たちの前に来たときは、俺も戦うのを躊躇ためらいはしないさ」


　でも、とナイトは付け加えた。


「でも俺は、サクラリスに交渉の余地がある限りは、こちらから攻撃はしたくないんだ」


「……いいわ、今はそれで」


　ヨルはそう答えた。


「たぶんあなたも、そのうちわたしの気持ちがわかるから」


　半ば確信を込めてつぶやくヨルの目が、自分とは違う何かを見つめているようでナイトは少しだけ悲しかった。でも、今はこれ以上話しても進展はないと、納得するしかないのも事実だった。


「ナナもう眠ねむいですよ～」


　ナナがあくびをして言う。話し込こんでいたらいつの間にか夜になっていたのだ。


「そうね……今日はもう休みましょう」


「あぁ」


　その後少すこしだけ明あ日すのことを話した後、ナイト達は就しゆう寝しんの準備を整えていくのであった。





　ナイトもヨルの後に入浴した後、自分の部屋に戻って眠ねむることにした。ナナが久しぶりに、一緒に寝たいです～、などと寝ね言ごとを言ってきたのでヨルに押しつけた。放っておくと夜中にナイトのベッドに潜もぐり込んできたことが以前あったので、それ以来ナナはヨルと同じ部屋で寝ている。ヨルが一晩中監視をしているのである。


　今日は予想外の出来事が多かったな、と思いながら部屋に戻ると、今日はまだ終おわっていないのだなぁ、という事実を改めて認識した。


　ナイトの部屋にはなぜかサクラリスがいたのだ。


「やぁやぁやぁやぁ、持っていたよナイト君。ここにいれば君と二人きりで話せると思ってね、待たせてもらったけど予想通り、って感じだね」


　サクラリスは家具の少ないナイトの部屋の中、勝手にベッドに腰こし掛かけてナイトを待ちわびていた様子だ。ナイトは、なんというか、驚きすぎたというか、呆気にとられたというか、拍ひよう子し抜ぬけしたような気分になって、改めて身構える気分にもなれなかった。


「……よくヨルに気づかれずに進入できるな」


「言ったはずだよ。僕の魔乖咒は『異イ』。次元の間を行き来すれば、どんな監視網もすり抜けることができる」


　サクラリスはこともなげに答える。実際、サクラリスにとってはこの程度の芸当、全然たいしたことではないのだろう。


　そして今のサクラリスからは、魔力の気配がほとんど感じられない。いや、意識を集中すれば確かに魔力の気配はあるのだが、近づかねば気づかないレベルだ。昼間出会ったときよりも、気配を抑おさえている。この気配の操作レベルは、『偽ニセ』にも匹ひつ敵てきするレベルだ。


「いいのか？」


　ナイトは尋ねる。


「そこまで魔力を抑え込こめば、いざというとき強力な魔乖咒は使えないぞ」


　魔力の気配を消すというのは、魔力反応を弱めると言うこと。強力な魔乖咒は大量の魔力が必要であるため、今の状態では展開に時間がかかって、咄とつ嗟さの事態に対応できない。


「言ったはずだよ。僕は君と戦う意志はないんでね、ただ友達になりたいだけだよ」


「……まぁいい。話を聞こう」


「君ならそう言うと思ったよ」


　サクラリスは、ナイトの言葉をわかっていた、と言わんばかりの態度でうなずいた。


「君は『闇ヤミ』とは違って理知的だ。そう、『闇ヤミ』は少し感情的、意固地になっているね。だから僕に反発している。僕にはわからないことだよ。僕にとって『闇ヤミ』は本当にどうでもいい存在なのに、なんで僕に敵対するような態度をとるんだろう、『闇ヤミ』に勝ち目はないのにね」


　心底わからない、サクラリスはまた繰り返した。その態度が根本的にヨルとは相容れないのだとナイトは思うのだが、今言ってもしかたないことだと、自重する。


「それで、今度はなにしに来たんだ？　さっきと同じことを口にする気か？」


「もちろん、僕の目的は変わらない。君と友達になりたい。そのために待っていたんだ」


　ナイトは、はぁ、と溜息をついた。なんというか、つきあいにくい相手だ。


　しかし無下に追い出す気も、ナイトにはなかった。とりあえず向かいにイスを用意して座ってみる。


「友達になりたいか──いったいどういうものを友達だと思ってるんだ？」


「友達──友愛や親しみを感じる人間関係、ってことだね。どこからどこまでを友人と見なすか、その線引きは難しいと僕は思うけどね。でもとりあえず、お互たがいがお互いを友人だと認めるなら、それは友人と言って差さし支つかえないと思うけどね」


　それはまぁ、確かにそうだけれど。


「そう単純なものでもないと思うけどな」


　ナイトは答える。


「相手の気持ちもわからないまま友人になっても、それは互いにとって辛つらいことにしかならないと思うぞ」


「なるほどなるほど。君の言いたいことはよくわかっているとも、つまり君は、僕が君の気持ちをわかっていない、そう言いたいわけだ」


　サクラリスは一人で納得したようにうなずく。


「確たしかにそうだね、うん、確かにそうだ。君の言う通り、さっきの条件だと君にメリットはなかったね」


　そう言ってサクラリスは片手に自分の魔道書を取り出した。


「これを『闇ヤミ』に渡わたすのはいいけれど、それで得するのは主に『闇ヤミ』だ。君が得するわけじゃない。それじゃぁ、確かに君の益にならないよね」


「いや、そういうことを言いたいわけじゃ……」


「わかっているとも、ナイト君。僕だってバカじゃない」


　ナイトの言葉を遮って、サクラリスは続ける。


「僕と友人になればどれだけ君の得になるか、改めて説明しようと思っていたんだ。もちろん『闇ヤミ』に魔道書はあげるけれど、君にも僕からプレゼントをしようと思ってね」


　サクラリスがぱちりと、指を鳴らした。するとナイトの目の前にアタッシュケースが現われる。サクラリスがそれを開けると、中にお金が入っていた。一万円の札束だ。


「約一億円だ。こんな時間だと、今すぐ用意できる日本円はこれくらいだったんだ」


　と、サクラリスはナイトに向かってアタッシュケースを押おし出してきた。


「あげるよ、お近づきの印だ」


「……いや、いらない」


　一瞬本物かどうか確かめようとしたのは庶しよ民みんの悲しい性さがだが、これが本物でもナイトに受け取る気はなかった。


　でもそのナイトの気持ちが、サクラリスにはわからないようだ。


「わかっているさ、これじゃ少すくないんだね。大だい丈じよう夫ぶだよ。明日になればこれの十倍、いや、百倍くらいは用意できるよ。それも君にあげるさ。心配しなくていいよ、正規ルートで手に入れた本物のお金だからね。僕はこれでも、表社会でも特許を数百個くらい持っていてね、僕の会社も世界に四十七個あるんだ。そこからの収入で、お金なんて放っておいても増えるんだ。気にすることはないよ。贈ぞう与よ税なんかも僕が処理してあげるから」


「そういうことが言いたいんじゃない」


　言って、ナイトはケースをサクラリスに押おし戻もどした。このケースはナイトでもちゃんと触れたのである。札束の感かん触しよくもおそらくは本物だが、たいして惜おしいとも思わなかった。


「友情は金で買えない」


「なるほどなるほど、なかなか昔むかし気質かたぎな人間なんだね、君は」


　肩をすくめたサクラリスがもう一度指を鳴らすと、ケースは消えた。


「まぁたしかに、魔乖術師にはあまりお金って重要でもないんだよね。魔乖咒を上手く使えばいくらでも稼かせげるから──わかっているさ。ならお金以外のものを君にあげようじゃないか」


「だから、そういうことじゃない。俺が言いたいのは、もので友情は買かえないってことだ」


「大丈夫、君もこれなら気に入いるさ」


　サクラリスは、さっと手を振った。なにを、と思った瞬間、ナイトの体はどさりと床に倒れた。


　なにをされたかわからないが、ナイトは体の自由がきかなかった。意識はあるのに、まともに動けない。これは、エリザベートに操られたときの感覚に似ている。サクラリスの仕業か？


「心配いらないさ、ナイト君。君が暴れると少し危ないから自由を奪わせてもらったけど、終わったらすぐ自由にしてあげるからね」


　体が持ち上がる感覚をナイトは覚えた。そして気づいたときには、ナイトはベッドの上に横たえられていた。


「人間の三大欲求は食欲、睡すい眠みん欲、性欲って言われている。その三つさえ満たされるなら人間は満足するっていう指針でもあるよね。人間はなんのために生きるのかっていうのはなかなか難しい問題だとは思うけど、突つき詰つめると欲求を満たすため、快楽や幸福を得るために生きているってことになるよね」


　サクラリスは横たわるナイトをのぞき込んでくる。彫ちよう像ぞうめいた構造の美しい容よう貌ぼうを持つサクラリス。これだけ近くで見てもその美しさは全く損なわれていなかった。サクラリスの容姿には、欠点がないのだ。長いまつげに、切れ上がったまなざし、高い鼻、鋭角的な輪郭、その全てが重なり合った調和を生み出し、一つの美というものを体現していた。そしてそれを間近で見たナイトは、胸の鼓こ動どうが高鳴るのを抑えきれなかった。


「な、にを……する？」


　かろうじて、声だけは出せた。サクラリスはナイトの顔の前で手を広げた。


「心配はいらないさ。君のために贈おくり物をするだけだよ。これならきっと満足するよ」


　と、ナイトは自分の体に違和感を覚えた。なんだ、この感覚？　体の底からわき起こる生暖かいこの感覚──


「快楽なんていうものは、つきつめればホルモンの分ぶん泌ぴつさ。ドーパミンやセロトニンなんかの快楽系神経伝達物質が脳内を刺激することで快感や幸福感を感じる。要は、ＳＥＸだとかまだっるっこしいことなんかしなくても、少し頭をいじってれば簡単に絶頂まで達せられるのさ、人間の体ってやつはね」


　そうか、ナイトは自分の体の違和感を悟った。これは──快楽なのだ。


「下手にしゃべると舌を嚙かんで危ないから、気をつけてね」


「お前、まさか……」


　言葉がしゃべれたのはそこまでだった。次の瞬間、ナイトの思考を痺しびれさせるほどの快楽が襲ってきた。


「う、ぐっ、ひっ、うぇぇ、ひゃいっ！」


　言葉にならない悲鳴が、ナイトの口から漏もれる──これは、マズイ。かろうじて残っていた思考が、警けい鐘しようを発する。


「どうだい？　割と気持ちいいんじゃないかな？　あんまり強すぎると統合失調症しようになっちゃうから、それなりに加減はしておいたよ」


　これで加減？　とんでもない、そんな生やさしいレベルではない。


「うぁ、くっ、あっ、みぃっ！」


　ほとんどまともに動かない体をふるわせながら、ナイトは悲鳴を上げる──と。


「何事、ナイト！」


　異変を感じたのか、ヨルが部屋に入ってきた。ベッドの上でのたうつナイト。そしてなぜか部屋にいるサクラリス。その二つを見ただけで、ヨルは事態を悟った。


「なんてことをしてくれたの、『天テン才サイ』！」


　サクラリスを睨みながら、ヨルはナイトへ駆け寄った。ナイトの苦しみようは異常だ。すぐに助けようと、魔乖咒を展開させる。だが──


「心配することはないさ、『闇ヤミ』」


　サクラリスは肩をすくめる。


「繰り返すけど、僕はナイト君を傷つける気はない。心配する必要はないさ」


「黙りなさい！　現にこんなに苦しんでるじゃない！」


「とんでもない。ナイト君は悦よろこんでいるだけだよ。快楽の波に包まれて、人生の幸せを嚙みしめているだけさ」


「いったいナイトになにをしたの！」


「そんなに慌てる必要はないんだけどね──言葉で説明すると長くなりそうだから、君も味わってみるといいよ」


　サクラリスはパチリと、指を鳴らした。その瞬間、ヨルの体を異変が襲う。


「な、なによ、これ……あふぅ！」


　下半身に力が入らなくなったヨルは膝ひざをつき、そのまま床の上に転がった。


「ま、まずい、これって、まさか……ひゃっ、ひゃん、ふひぃ、あふっ」


　床の上で身み悶もだえしながら荒い息を吐くヨル。これが、快楽？　いや、間断ない快楽は暴力も同然だ。まともに息いき継つぎすることもできないほどの悦えつ楽らくに、ヨルも悲鳴を上げた。


「あひっ、らめ、いや、こんな、ふぅぁ、ひゃっ、ひん、ひっ、あぁん、ふひぃ！」


「下手に抵てい抗こうしないで、君も快楽に身を任せるといいよ。心配いらないさ。時間がたったら自然に終わるようにしておいたからね」


「あふっ、あん、えぅ、いぃん、あぁ、きゃっ、ふぇ、ふぃ、ふぁ、あふん！」


　ダメだ、体から力が抜ぬけて、魔乖咒もろくに使えない。脳のう髄ずいを溶とかすような快楽が全身を襲ってきて、体が弛し緩かんしてしまう。呼吸もまともにできず、開け放たれた口からはよだれが垂れる。目からは涙がにじんで視界を歪ませる。ダメだ、このままでは、本当に……




[image: ]


「いひゃん、ひぅっ、ひぃっ、あはっ、ふみゅ、ひゃひ、ひゃん、ふぁん!!」


　体を弓なりにそらせてあえぎ声を漏らすヨル。サクラリスは冷たいまなざしでナイトとヨルの様子を眺めていた。


「下手に抵抗しないで、快楽に身を任せるといい。問題ないよ、後こう遺い症しようも残らないから」


「止やめるですよ～！」


　と、遅れてナナが部屋に飛び込んできた。ナナは、倒れたナイトとヨルの元に駆け寄る。


「しっかりするですよ、先生ぇ～、ヨル姉様～！」


「そういえば、もう一人いたね」


　ナナの存在を今思い出した、という態度でサクラリスはつぶやく。


「いちいち説明するのも非効率的だよね。サービスで、君にもプレゼントしてあげるよ」


　一方的に宣告し、サクラリスは指をパチリと鳴らした。


「んっ」


　ナナは短く声を漏らした。だが、それだけだった。ナイトやヨルのように崩れ落ちることはなく、ナナは立ったままサクラリスに向き直った。


「……ナナ、そんなの効かないですよ。へっちゃらです」


　と言うナナ。サクラリスは、おや、と呟つぶやいた。


「変だね。常人なら足あし腰こし立たないくらいの快楽の波が押おし寄せているはずなのに」


「ナナお馬ば鹿かさんですから、そ～ゆ～の、よくわからないですよ」


　平然とした顔のナナを前に、サクラリスは首をひねった。


「うん……あぁ、なるほど。僕としたことが見落としていたようだね。そうか、君も僕と同じなんだね」


「違ちがうですよ」


　ナナが、首を横に振る。


「ナナはいわゆる失敗作ですから、完成品とは全然違うですよ」


「同じさ。君がどう認識しているかはともかく、僕も君も、人間という生物の範疇を超こえている。超える方向性がプラス方面かマイナス方面かの差はあるけれど、本質的に僕と君は同一と見て問題ない」


「ナナは、あなたとは違うです」


　頑がん迷めいに、ナナは首を横に振った。


「ナナは、先生ぇやヨル姉様にそんなことしたりしないです。これ以上二人に酷ひどいことするなら、ナナが相手するですよ」


　と、両手を構えるナナ。サクラリスは、困ったな、と言いながらも、全然困った風には見えない様子だった。


「別に君一人を倒すくらいわけないけれど、君を倒すとナイト君が気を悪くするかもしれないしね」


「ナナは、確かに失敗作だったです。でもナナ、あなたみたいな完成体になるくらいなら、今のままのほうがいいですよ」


「ふ～ん……そうだね、止めておこう」


　サクラリスはそう言って、踵きびすを返した。


「確かに君を倒すのはわけないさ。でも、君に本気を出されると僕でも手こずりそうだ。おいとまするとしようかな」


　そう言葉を残し、サクラリスの姿は消えた。残されたナナは、ふぅ、と息を吐くと、未だに床の上でのたうつナイトとヨルを見る。


「……これ、ど～したらいいですかね？」


　サクラリスは追っ払ぱらったものの、ナナの力でナイト達を助けることは難しかった。


「ナ、ナナ……」


　歯を食いしばったヨルが、かすれる声でナナを呼ぶ。


「なんですか、ヨル姉様？　大丈夫ですか？」


「おふりょ……お風ふ呂ろ場ば、連つれてって……」


　ろれつの回らない舌で、なんとかその言葉を吐く。


「お風呂ですね？　ナナに任せるですよ～」


　ナナは小さな手を伸ばしてヨルの足首をつかむと、そのままズルズルヨルの体を引きずって移動していく。ナナは小柄だが、腕わん力りよくはそれなりにある。ヨル一人を運ぶくらい、たいしたことではない。


「いひゃん、ナ、ナナ、シュカート、あふぅ」


　運ばれるヨルが変な声を上げるが、ナナは気にせず引っ張っていく。足を引っ張られてヨルのスカートが、それはもう悲ひ惨さんなことになっていた。ナイトに見られたらヨルは世をはかなんで自殺してもおかしくないような惨さん状じようだったが、ナイトもベッドの上で身み動うごきとれない状態なのでその心配はいらなかった。


　さらに階段を下りるときにナナが強引に引っ張ったせいでヨルは後頭部を連続で打ち付けたのだが、脳内で快楽物質が飽ほう和わした状態だったので痛くも何ともなかった、というか、その刺激すら快楽情報に変へん換かんされて、いろんな意味でまずかった。


「ヨル姉様、お風呂来たですよ？」


　と、浴室までヨルを引っ張ってきたナナがいう。ヨルは、ふるえる手を持ち上げて何とかシャワーを指さした。


「しょ、しょれ、ひゃふっ、お水、出して」


「お水ですか？」


　蛇口をひねって、水を出す。シャワーのノズルから勢いよく水が出てきた。


「か、かけて、しょれ、頭から」


「ですです～」


　ヨルの頭から水を直接かける。冷たい水をかぶって、あひゅっ、っとヨルは悲鳴を上げた。


「いひゃん、あひゃ、ふひゃぁ、みひゃ、ひゃぅん、ひぎぃ、ふみゃぁ！」


「ヨル姉様変な声だして、どうするですか？」


「しょ、しょのままにして！」


「ですか～」


「ふみぃ、ひゃんっ、あふぅ、ふぁっ、らめ、ひぃっ、くぅんっ、ふみゅぅ！」


　ヨルの言葉通り、ナナはそのままヨルに水をかけ続けた。


　──十数分後、浴室で身もだえしていたヨルだったが、息は荒いながらも段々と、落ち着いてきた様子だった。


「はぁ、あはっ、はぁ、ふぅ、ひぃ、ひぎぃ、ひゃはん、ふひっ、あふぅ……」


「ヨル姉様～、本当に大丈夫ですか？」


「ひゅ～、ひぃ～……よ、ようやく……クールダウン、してきたぁ……」


　と、かろうじて言葉がしゃべれる程度にまで落ち着いてきた。


「ひょ、ほんと、ヒドい、目に、あった、わ……」


　ほんの数十分足らずの短時間だったのに、ヨルはかなり憔しよう悴すいした様子だった。


　体もようやく意志通りに動くようになってきた。水をずっとかぶっていたのに、全身がまだ熱を持っているようで、火照っていた。本当、とんでもないことをしてくれたものだ。


「ホ、ホルモンの、分泌バランスを、正常化……」


　ヨルは指先を動かして魔法陣を描き、ようやく、自身の体に回復咒法を使うことができた。全身の異常が正常なものへと上書きされていく……


「……た、助かったわ……」


　ふぅ、荒く息を吐くヨル。まだ全身をけだるい感覚が支配しているが、先ほどのような身動きとれないほどの快楽はすでに収まっていた。


「ヨル姉様、大丈夫ですか？」


　ナナがヨルをのぞき込んでくる。ヨルは、こくりとうなずいた。


「えぇ、おかげさまで、なんとかね」


「よかったです～」


「わたしとしたことが、こんなことになるなんて……」


　あれは、酷かった。限度を超えた快楽というのは苦痛に等しい。快楽という名の暴力がヨルの全身を駆かけめぐり、脳髄が焼け付くような絶頂を何度も経験しながら次の快楽で意識を覚醒されて、それがほぼ無限ループで襲いかかってきて……二度とあんな目にはあいたくない。


「無事で何よりです～」


「えぇ、ナナ、もういいわ」


「なにがですか？」


「だから、ぶっ、こほっ、水が鼻に！　シャワー、もういいから、止めて！」


「ですです～」


　顔を上に上げたら水が変なところにはいって咳せき込こむヨル。わたしが何でこんな目に、と何度も呪じゆ詛そを吐きながら、ヨルはなんとか起き上がろうとしたが、ダメだった。意識は戻ってきたけど、足腰のしびれがまだ戻らない。


「最悪……魔乖咒を使う気にもなれないくらい、疲れた……」


　それでもこのままぐったりしているわけにはいかない。


「ナナ……悪いけど、着き替がえ、手伝ってくれない？」


「わかったです～」


　ナナもヨルも、シャワーのおかげで服ごとずぶ濡ぬれだった。たっぷり水を含んだ服が、動くたびにグジュグジュして気持ち悪い。


　ナナに着替えを用意させ、服を脱ぬいで着けるのも手伝ってもらって、ヨルもようやく立ち上がれるくらいまで回復した。


「あぁ……本当に、酷い目にあったわ」


　しみじみと呟いて、ヨルはイスに倒れるようにして座り込んだ。


「ナナ、あなたのおかげで助かったわ。ありがとう」


「です～、あれくらい、お安やすくしとくですよ～」


「お金取る気？……たぶん、それをいうならお安いご用だと思うわ」


「ですか～」


　ヨルはふぅ、と息を吐いて……違和感を覚えた。なにか、大切なことを忘れている気がする……


「なにかしら……って、ナイトのこと忘れてた！」


「です!?」


　二人は慌てて二階のナイトの部屋へ駆け戻る。


「ナイト、大丈夫！」


「先生ぇ～？」


「……ッ……」


　ナイトは、水でもかぶったかのように汗でずぶ濡ぬれになってベッドの上で小刻みに痙けい攣れんしながら、白目をむいて失神していた。


「きゃぁっ、ナイトォッ！」


　ヨルが慌てて介かい抱ほうをする──幸いというか何というか、サクラリスの言葉通り、身体的になにかダメージがあったわけではなく、ただ快楽の許容量を超えて気絶しただけのようだ。ヨルの魔乖咒でナイトもすぐに回復できたが、それでも朝まで足腰が立たない有様であった。





　一夜明けて──憔悴しきった様子のナイトとヨルは、互いの顔を見み合あわせて溜息をついていた。


「……酷い目にあったな、お互たがい」


「言わないで……思い出したくもないから」


　ヨルがそう呟く。無理もないことだ、とナイトも思う。あれは、昨晩の出来事は──体験したものにしか理解できない、まさにとんでもない出来事だった。


「……わかったでしょう、ナイト？」


　ヨルが言う。


「『天テン才サイ』は、他人の気持ちを根本的に理解できないのよ。だからこんなことも、平気でできるわけ」


「でも、サクラリスに悪意はなかった」


「悪意がないから問題なのよ。『天テン才サイ』は悪意なんてカケラも持もたないまま、他人をあっさり殺せる人間なのよ。悪意も、罪の意識も持たないままね」


　それは──そうなのかもしれない。ナイトは否定できなかった。


　でも、サクラリスは人間になりたがっている。友達が欲しいと言うことは、つまりはそう言うことだ。ナイトはサクラリスを救えるならば、何とかしてやりたいと思っていた。


「……ヨル。もう一度だけ、俺とサクラリスで会話させてもらえないか？　これで最後だ。なんとか、平和的に解決してみたい」


「なにをする気なの？　あんな奴と本気で友達になる気？」


　ヨルが表情を険しくする。無理もない。この場合、ヨルの反応が正常なのだ。しかしナイトは、サクラリスのことがどうしても敵だとは思えないのだった。


「……あなたのそう言うところって本当に、どうしようもないわよね」


　あきれたように息を吐くヨル。


「でも、それがあなたらしさ、ってことなのかしら」


　しかたがない、という意味の溜息をヨルはついた。


「そこまで言うなら、あなたの好きにしていいわ……ただし、昨夜みたいなことがまたあったら、わたしは今度こそ、『天テン才サイ』を倒すわ。その時はあなたにも文句は言わせない。いい？」


「あぁ、それでいい」


　ナイトもまたうなずいた。これがラストチャンスだ。


「それで、どうする気なの、あなたは？」


「友達になりたいって言うなら、なるのは構かまいはしないさ。でもあいつの場合、友達になっても、人の気持ちが理解できないって問題は、なにも変わらない気がするんだ」


「でしょうね。あの手の存在は、人間とは考え方が違いすぎるわ」


「でも、会話しなければ解決の糸口だってつかめないと思う。だからこそ、何とかしてみようと思うんだ」


「……それであなたの気が済むなら好きにして」


「ナナはあの人のこと、嫌いです」


　ナナも、つまらなそうに言う。


「だから先生ぇがどうしてそんなにあの人のこと気にするのか、よくわからないです」


「ナナ、俺は……」


「でも、ナナにとって先生ぇはとっても大切な人ですから～、その先生ぇが大切にしたいと思う相手なら、ナナもお手伝いはするですよ」


　どうやら、ナナも手を貸してくれるようだ──それはいいけど、ナナにしてはやけに回りくどい言い方だ。ヨルの口調が移うつったのかな？


「あら？」


　と、ヨルが窓の外を見た。


「……変な気配が、近づいてくるわ」


「誰だ？」


「この気配は……え？　まさか、そんな……」


　ヨルが何事かを言おうとした瞬間、外で爆発が起こった。


「至近距離で、この威力はまずいわ！」


　ヨルの悲鳴と同時に、ナイト達の視界が爆発の光で埋め尽くされた──


　何者かによって攻撃された？　ナイトは反射的に外へ飛び出そうとしていた。家の中にいて、生き埋うめにされてはそれこそ面倒だ。


　ガラスなど後で修復できる。そう考え、ガラス戸を蹴け破やぶって外へ飛び出した。


「慌てないで、ナイト！　まだ、大丈夫なはずだから」


　ヨルが背後から声をかけてくる。ヨルの言葉通り、爆発はナイト邸のすぐそばで発生したようだ。だがここはナイト達の本ほん拠きよ地ちだ。事前にナイトとヨル、二人がかりで防御壁を何重にも張り巡らせてある。たとえ弾だん道どうミサイルが直撃したって耐たえることができるのだ。どんなに強力な攻撃だろうと、一発や二発程度はわけない。


「ヨル、一般人の避難は？」


「昨日きのうから警戒レベルにしてあるから、避難は開始しているわ」


　無関係な人間は、できる限りナイト邸周辺に入らないように意識を操作される──それが警戒レベルである。サクラリスとの戦いがいつ発生するかわからなかったため、ヨルは準備を整えていたのである。


「くっ、こいつは……」


　外に出たナイトは、思わずうめいた。ナイト邸は無事だ。だが向かいの民家が完全に倒とう壊かい──いや、倒壊なんてレベルではない。完全に粉ふん砕さいされ、木こっ端ぱ程度しか残っていなかった。


「いったい、なにが……」


「ナイト君」


　聞き覚えのある声。爆発の中心部からは熱波と黒煙が未だ吹き出ている。その向こう側から、サクラリスが姿を現したのだった。


「お前が、これをやったのか？」


　反射的に、ナイトは尋ねる。


「僕がかい。うん、そうだね、ある意味僕がやった、と言ってもいいのかもしれないね、この場合は」


「お前……」


　ナイトは思わず口ごもった。サクラリスがこんな、無差別攻撃を？　にわかには信じられなかった。少なくともサクラリスは、こんなことをするような相手ではないと、ナイトは半ば信じていたのに、その気持ちは、裏切られたというのだろうか？


「ナイト君、今はそんなことはどうでもいいんだ」


　サクラリスは静かに、淡たん々たんとした口調のまま、ナイトに語る。


「そんなことよりも、早く……」


「そんなことだと？　今の攻撃で、何人死んだと思っている！」


　ナイト邸周辺は、完全な無人ではなかった。今から避難を始めても、最初に攻撃に巻き込まれた人間はもう助からない。この爆発の規模だとおそらくは即死しているだろう。少なくともこれだけで、数十人単位で被害が出ている。


「いや、君は少し勘かん違ちがいしているみたいだね。僕が言いたいのは……」


　ドスッ


　サクラリスの体が、崩くずれた。


「なっ！」


　ナイトの見ている前で、サクラリスの胸から棒状のものが飛び出たのである。それは血に濡れた、刀の切っ先だった。サクラリスの背後から突つき刺ささった刀がその体を貫通しているのだ。


「ナイト君、逃げた方がいい」


　そんな状況だというのに、サクラリスはやはり平然とした態度を崩さずに言う。


「例の五聖竜だ。僕の計算よりも、連中は少し厄介だったみたいだ」


「そういうことじゃ、小僧ども」


　サクラリスを突き刺した刀。それを投げた張本人が、煙の奥から現れてニヤリと獰どう猛もうな笑みを浮かべた。ざんばら髪がみに、古びた和装という出で立ちの、筋肉質な男──すなわち五聖竜《斬壕の剣竜王》シチガイ・キョウシロウである。






　第四章　剣けんと祖父と天才と







「小僧、さっきはよくもやってくれたのぉ。舐めたマネをしおって、覚かく悟ごはできとるんじゃろうな？」


　キョウシロウは片手に刀を構え、まさに地獄の鬼も泣きたくなるような凶きよう悪あくな面構えで言った。


「覚悟か……それがどんなものか、知ってはいるけれど、理解したことはないんだよね、僕は」


「サクラリス、お前……」


「あぁ、心配いらないさ」


　心配いらないと言っても、キョウシロウが投げつけた刀は、サクラリスの左胸を正確に貫通していた。今回はこれまでのように、サクラリスの体を素通りすることなく、刀は突き刺さって傷口から血が出ている。どう考えても、心臓に刺さっている角度だ。


　サクラリスは青白い顔で、やはり表情を微び動どうだにさせないまま、背中に手を伸ばして刀を引き抜ぬいた。傷口からはわずかに血が流れていたが、サクラリスが手を翳かざすと傷が消えた。比ひ喩ゆ表現でなく、傷口が搔き消されるように消えてしまったのである。


「僕の実体を攻撃するとは、なるほどね。五聖竜、《斬壕の剣竜王》。僕の計算以上の実力だね」


「ワシを甘く見るな、小僧」


　ベロリ、と、キョウシロウは真っ赤な舌で自分の口の周りを舐めた。


「ヌシみたいに小細工をする連中と、ワシは飽きるくらい戦い、その全てを斬きり殺してきた。実体のない相手を斬る術も、ワシは習得済みじゃ」


「あの異次元から自力で脱だつ出しゆつできるはずが、ないんだけどね」


「ふんっ、それこそあの程度の子供だまし、ワシに通用すると思うたか！　ワシの刃やいばに斬れぬものなどない。たとえそれが、時空や次元の壁であろうとな！」


　自慢げに、キョウシロウは刀を構える。サクラリスは自分の体に刺さっていた刀をしげしげと眺めていた──刃は渡わたりは、約七十センチほど。幅はば広ひろの刀身で、その表面には複雑な幾き何か学がく模様が描かれていた。ナイトはその文字から魔力の波動を感じた。


「……なるほど、咒じゆ具ぐか」


　咒具──古代の魔乖術師が、魔力を込めて生み出した道具であり、何らかの魔ま乖かい咒じゆ的てきな効果を発揮することができる。その製法のほとんどが失われたため、現存する咒具はほとんどが古代の品であり、貴重品だ。


「その通り！　その刃は貴様等ら魔乖術師の防御壁を生なま麩ふの如ごとく斬り裂さく！　防ふせぐことはできんぞ！」


「どうやら、昔の高名な『異イ』の魔乖術師が、魔乖術師を殺すために障しよう壁へき無効の武器として作ったみたいだね。確かにこれは、僕でも防ぐのは難しい」


　淡々と呟き、サクラリスは素手でその刀の刀身を鷲摑みにした。


「でも、それだけだ」


　バキッ


　サクラリスは素手で刀身を握りつぶした。刀の残ざん骸がいが地面に落ちて、金属音を響ひびかせる。


「確かに、確かにこれを使えば僕を傷つけることはできる。けれど、それで君が勝てる道理はないよ」


「ほざけ！　ワシの能力を舐めるな！」


　キョウシロウが、空いている右手を横に伸ばす。すると、指の間の虚こ空くうから、刀が出現した。なにもない空間に刀が生えてきた、と表現してもいい。キョウシロウは新たに出現した四本の刀を指の間に挟み、片手で構える。


「ワシの異能は、剣の複製！　一度手にした刀とう剣けんと全く同じ複製を、無限に生み出すことができる！」


　キョウシロウが構える刀の刀身にも、複雑な幾何学模様が描かれている。サクラリスを傷つけたものと全く同じ、魔乖術師殺しの魔ま剣けんである。


「この攻撃を防ぐことはできんぞ！」


　キョウシロウが右みぎ腕うでをふるい、四本の刀をナイトたちめがけて投げつけてきた。無造作に投げただけなのに、重い刀が矢のような速さで襲いかかってくる。ナイトとサクラリスは素早く跳とんで回避。だが、完全には避けきれずに、皮ひ膚ふが浅く裂さかれた。


「なるほど、障壁が全然効かないね」


　淡々と。サクラリスが言う。ナイトもサクラリスも、魔乖術師として基本の防御である物理障壁を恒こう常じよう展開している。これは、一定の速度以上で接近する物体を自動的に弾はじく魔力の壁であり、現用戦車の攻撃も完全に防ぐ強度がある。だがその障壁を、刀はあっさり斬り裂いたのだ。


　キョウシロウは空いた手を広げ、さらに虚空から取り出した魔剣を次々と投げつけてくる。剣士として、刀を投げるなど常識外の攻撃だ。だが、キョウシロウの異能はその戦法を可能にする。剣をいくら消耗しようと、キョウシロウはすぐ次の剣を使えるのだ。剣士にとって、これほど非常識で強力な異能も他にはないだろう。


　と、ナイトの逃にげ道をふさぐように、足下に刀が突き刺さった。跳んで回避。だが、そのスキにキョウシロウが風のような勢いで間合いを詰めてきた。


「小僧、まずはヌシから、この前の借りを返させてもらうぞ！」


　手の刀を大上段に構えて、ナイトに襲いかかってくるキョウシロウ。気づいたときには、キョウシロウの刀はすでにナイトをとらえていた。この距離ではもうかわせない──


　ドゴォォォォォッ


「ぬぅっ！」


　と、攻撃体勢だったキョウシロウを横手から、強烈な炎が襲った。不意を突つかれた形だが、キョウシロウは素早くその炎を刀で受け止め、それどころか一振ふりで炎を蹴け散ちらしてしまった。その間にナイトはキョウシロウとの間合いを離す。


　キョウシロウは、ふんっ、と鼻を鳴らして、炎が飛んできた方向を見た。


「なんのつもりじゃ、フェン？　ワシを丸焼きにする気か？」


「ＮＵＫＥＧＡＫＥは感心しないぜ、キョウシロウ？」


　今の炎を放った主、白の背広に同色のソフト帽ぼうで全身を包んだ長身の男、五聖竜《灼熱の炎竜帝》、フェン・ロン・ファンが言う。


「ぼーやは、俺のＥＭＯＮＯだぜ、キョウシロウ。いくらお前でも、こいつは譲れねぇな」


「早い者勝ち、と言ったはずじゃ」


「先にＴＳＵＢＡつけたのは、俺だぜ？」


　フェンとキョウシロウ、二人がにらみ合いを始めた。仲間同士の連れん携けいが全くとれてないようである。そしてそのスキに、ヨルとナナがナイトに合流してきた。


「大丈夫、ナイト？」


「俺は平気だ。それより、結界は？」


「大丈夫、とっくに発動させているわ。少々なら、暴れても平気よ」


「よし」


　迎むかえ撃うつ準備はなんとか整ったと考えるべきか。この辺りは住宅街ではあるが、通りが広く、見通しもいい。民間人さえいないならば、多少激しく戦闘をしても問題はない。


「さて、どうしようか、ナイト君」


　と、緊きん迫ぱく感の感じられない声でサクラリスが言う。先ほどからサクラリスはナイトの近くから離れようとしないのだ。


「正直なところを言うと、別に五ご聖せい竜りゆうなんて僕にとってはどうでもいい相手だから無視したっていいんだけど、このままだと、落ち着いて君と会話することもできないから、さっさと始末した方がよさそうだね」


「……同感だな」


　フェンやキョウシロウは強敵だ。今まで静観していたはずのこの二人が攻めてきたとなると、ナイトたちも全力で迎撃しなくてはならない。


「…………」


　サクラリスはそこで言い争いをしているフェンとキョウシロウ、それにナイト達とを、交こう互ごに見み比くらべた。


「どうした？」


「僕の見み立たてだと、君ではあの二人に勝てないね」


　あっさりと、そう告げるサクラリス。


「勝負は時の運という言葉もあるけれど、実力に開きがありすぎると運が介かい在ざいする余裕ってものがなくなるんだよね。《斬壕の剣竜王》は、実際それなりの実力がある。君では勝てないよ」


「……かもな」


　それはナイトだってわかっている。以前キョウシロウと戦ったとき、その圧倒的な戦闘力にナイトは瀕ひん死しまで追い込まれた。限界を超えて、生死の狭はざ間まをさまよいながら捨て身の反撃をして、なんとか倒たおせたのだ。同じことをやって勝てる保証はないし、そもそも前回の戦いで確実にキョウシロウを殺したはずなのに、こうやって生き残っているということは、結局ナイトの攻撃が通用しなかったのである。加えて今回は、フェンまで一緒だ。状況はナイトたちにとって、絶望的とも言えた。


「でも、だからってあっさり諦めるほど、俺は達観してないんだ。なんとかしてみるさ」


「君のその発言にはなんら根拠がないね、ナイト君。そんな妄もう言げんが通じるほど世の中は甘くないよ」


「あなたはなにが言いたいの？」


　ヨルが苛いら立だちとともに尋ねる。サクラリスはもう一度肩をすくめた。


「なに、単純な話さ。君やナイト君では、逆立ちしたって、あの連中には勝てやしない。けれど僕は別さ。僕なら五分、いや、三分もあればあの二人くらいすぐ片付けられる」


　とんでもない話だ。前回ナイトたちは三人がかりでキョウシロウ一人を相手に死闘を演じて、死にかけたのだ。そんな強敵をあっさり倒すと、サクラリスは豪ごう語ごしているのだ。


　サクラリスが虚きよ勢せいを張っているとか、過信しているといった様子は全く見られない。サクラリスはただ事実を語っているだけだ、とナイトにもわかった。


「まぁ、でもね、とは言っても、現状で僕が君たちを助たすけなくちゃいけない道理があるわけでもないのもまた事実なんだよね」


　と、サクラリスは付け加えてくる。つまり、それが取引だ。


「でも困っている友人が近くにいたら、それは助けるのが道理だろうね。つまりだ、ナイト君。僕と友達になろうじゃないか。友人になってくれるなら、君を助けるために僕があいつらを倒してあげるよ。どうだい、これなら悪くない取引だろう」


　硬質な微笑を口元に浮かべて告げるサクラリス。なるほど、そうきたか、ナイトは冷静に、サクラリスの今の言葉を吟味した。


「いい加減にしなさいよ、『天テン才サイ』！」


　痺しびれを切らしたように、ヨルが怒鳴る。


「そうやってこっちの足下を見て……」


「ヨル、いい」


　言いつのろうとするヨルを、ナイトは片手で制した。


「俺が言うから」


「そう……」


　ヨルは不満そうではあったが、一応黙ってくれた。ナイトは改めて、サクラリスを見つめる。


「お前の言い分はわかったよ。確かにその取引に乗った方が、有利だな」


「そうだろう、ナイト君。君ならわかってくれると思ったよ、僕がどれだけ有益な存在であるかがね」


「でもお断りだ」


　ナイトはあっさりと、その申し出を断った。サクラリスは微笑を崩さぬまま、わずかに首をかしげた。その外見からは、内心の動きは読み取れない。


「……不可解だ、理解できないよ、ナイト君。今の状況で、なんで断るかな」


「お前は結局のところなにもわかっていない──そうだ。何一つわかっちゃいないのさ」


　ナイトは嘆息した。たぶん、今のままだと、サクラリスは一生ナイトの気持ちなどわからないだろう。でも、ナイトはなんとかわからせてやりたい、と考えていた。


「友達なんて作ろうと思って作るもんじゃない。そんな単純なことがどうしてわからない」


「……理解できないね」


　サクラリスはそう呟いた。


「僕にはとことん理解できないよ、ナイト君。人間が不条理な生き物だって言うのは知っていたけれど、どうしてここまで不可解な行動をとれるんだい、君たちは」


　淡々とした声のまま、サクラリスは大げさに天を仰あおいだ。


「世界はこんなに単純なのに、人間はどうして自ら世界を複雑化して考かんがえようとするんだろう、とことん僕には理解できないよ」


「……サクラリス。それじゃぁ、俺とゲームをしないか？」


「ゲームだって」


　ナイトの言葉に、サクラリスは首をかしげた。


「さっき、俺じゃぁ五聖竜に勝てないって言ったな」


「言ったね」


「なら、俺はこれから連中を倒す」


　ナイトは、力強く宣せん誓せいした。


「無理だね」


　サクラリスはあっさり否定する。


「今の君の実力じゃ、無理だ。賭けたっていい」


「なら、賭けようじゃないか。俺は、連中を倒す。倒せたら、サクラリス。俺の命令を一つだけ聞いてもらう。拒きよ否ひ権けんはなしだ。反対に無理だったら、お前の言うことを何でも聞いてやる」


「その条件はフェアではないね」


　サクラリスが告げる。


「君が負けるって言うことは、君が死ぬってことだ。死人に命令はできないよ」


「ならその時は、あの世でお前の友達になってやるさ」


「……まぁいいや」


　サクラリスが肩をすくめながら首を振る。


「じゃあこうしよう。君が戦って、危なくなったらいつでも僕に助けを求めるといい。その時は、僕がそれこそ一瞬で決着をつけてあげよう。ただし、助けを求めた段階で君の負けだ」


「あぁ、それでいい」


「ナイト、本気なの？」


　ヨルが確認してくるので、ナイトははっきりうなずいた。


「今はこうするしかないからな」


「知らないわよ、どうなっても」


　ヨルは少し不満げにこぼしたが、それ以上は文句を言わなかった。ナナもナイトの足下でうなずく。


「先生ぇがそれでいいなら、ナナもそれでいいです」


「それじゃ、僕は見物させてもらうかな、君たちの戦いぶりをね」


「あぁ、そこで見ていろ」


　と、サクラリスとはいったん別れ、キョウシロウ達と対峙する。ナイト達が話し込んでいる間も攻撃してこなかったキョウシロウとフェンは、未だに二人でいがみ合っていた。


「だから、ぼーやは俺が倒す！　そのかわり他の連中はおまえにやるよ」


「そんな細かいこと知ったことか！　ワシはワシの好きなように戦うだけじゃ」


　二人は今にもとっくみあいを始めそうな勢いだった。二人の仲が悪いというのは、ナイト達から見ればチャンスである。


「ヨル、ナナ。いつも通り、俺が前に出るから後ろを頼たのむ」


　ナイトが目配せすると、二人は無言でうなずいてきた。この辺りの連携は、日ひ頃ごろから何度も打ち合わせていることである。今更話し合うことはない。


「えぇい、埒らちがあかん！」


　苛立ちと共にキョウシロウは吐き捨て、血走ったまなざしをナイト達へと向けてきた。


「フェン。このままヌシと無駄に話しても意味がない」


「あぁ、そいつはＤＯＵＫＡＮだな」


「ワシが速そつ攻こうで根こそぎ皆殺しにしてくれる！　ヌシはそこで黙って見ておれ！」


「そりゃねぇだろ、おい！」


「要は、早い者勝ちじゃ！」


　キョウシロウが一人、手に刀を構え、凄まじい速さでナイトへ迫ってくる。


「まずは一人目！」


　片手を振ふるい、手の先から数本の刀を瞬時に生み出し、ナイトへ向かって投げてくる。ナイトの逃げ道を塞ぐように計算された角度だ。咒具であるため、防御はできない。


「ちっ」


　ナイトはその場で急反転。刀の間を縫ぬうように逃げるが、その先にキョウシロウがいた。


「小僧、ヌシとここで決着をつけてくれる！」


「あぁ、俺もそうしたいと思っていたところだ」


　ギャリンッ


　重い金属音が響く。ナイトが、手にした刀でキョウシロウの刀を受け止めた音だった。


「ちっ、ワシの刀を使うか！」


　そうだ。キョウシロウが投げてきた刀をすれ違ちがいざまにつかみ、武器として使っているのである。


　一瞬だけつばぜり合いを繰り広げた後、互いに刀を構えたまま相手を押し飛ばし、間合いを離すナイトとキョウシロウ。


「小僧如きが、またしてもワシに刀で挑むというのか！」


「あぁ。あれから俺もまた修行してね、今度はいい勝負になると思うぜ」


　そううそぶいてみる。実際あれから毎日のように刀を使った鍛錬を続けている。昔祖父から学んだことも、だいぶ思い出してきた。


　そう、本来のナイトは、素手よりも刀を武器とした方が強い。しかし『先生マイステリン』の影響から、ナイトは素手での戦闘をメインにしてきた。だがこうやって追い込まれたとき、本来の力を発揮できるのはやはり刀だ。


　──すまない、祖父さん……また、約束破る。


　心の中で謝りながら、刀を手に改めてキョウシロウと対峙する。


　キョウシロウとナイト、それぞれが構える刀は同じ咒具、魔乖術師殺しの魔剣だ。キョウシロウの言葉が本当なら、キョウシロウは全く同じ剣を複製する。すなわち、武器は互角。後は使い手次第、というわけだ。


「行くぞ！」
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　律りち儀ぎに言って、ナイトは駆けだした。キョウシロウは、なぜかその場から動かない。


　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、ナイトは刀を振るった。初しよ太だ刀ちから全力で斬きり込こんでいく。だが、キョウシロウは半歩下がっただけで攻撃をかわした。続いてナイトのスキを突いて攻撃してくる。が、ナイトは強引に刀を構え直して、キョウシロウの一撃を防いだ。


　ガリンッ


　重々しい衝突音。同時、キョウシロウの怪力でナイトは小石のように弾き飛ばされた。


「小僧が粋いきがるなど、一万年早い！」


　キョウシロウが両手を振った。瞬間、何もない虚空に、無数の刀が出現する。


「『千手センジユ』」


　無数の刀が一いつ斉せいにその切っ先をナイトに固定し、目にもとまらぬ早さで次々襲いかかってきた。


「ぬおっ！」


　咄嗟に迎撃しようとするも、刀は前後左右、あらゆる方向から襲いかかってくる。たちまち全身が傷だらけになっていくナイト。この数の同時攻撃を完璧に防ぐのは、無理だ。


「さぁ、小僧。これぞ我が奥おう義ぎ『千手センジユ』じゃ。どこまで耐えられるかな」


　キョウシロウが笑みを深めて言うが、ナイトは答える余裕もなく、無数の刀に応戦するので手て一いつ杯ぱいだった。





「ちっ、キョウシロウの野や郎ろう、勝手に始めやがった」


　一方のフェンである。激突を開始したナイトとキョウシロウを見て、フェンは盛大に舌打ちした。


「参ったねぇ、全く。熱い戦いはＴＡＩＭＡＮが俺のモットーだってのによ」


　頭にかぶった帽ぼう子しのつばを持ってつぶやくフェン。彼の趣味は、強者との戦いである。そしてその戦いは、一対一でやるのが原則だ。なぜなら、その方が熱くなれるからだ。


　ナイトとキョウシロウが戦っているそこへ横やりを出して、ナイトに勝てたとしてもおもしろくない。むしろ、そんなつまらない勝ち方をするくらいなら負けた方がマシだ。


　さてどうしたものかね、と悩んでいると、横手から声がかけられた。


「よそ見みをするとは、随ずい分ぶん余裕じゃない、《灼熱の炎竜帝》さん？」


　ヨルである。傍らにはナナもいた。ナイトがキョウシロウとぶつかる以上、フェンの相手をこの二人がするつもりらしい。


「ははっ、おぜうちゃん達が相手かよ」


　フェンは大げさに肩をすくめた。


「止やめときな、おぜうちゃん達。俺はこう見えて、女子供にゃ手を出さねぇＳＨＵＧＩなんでね。なにもしなけりゃ、俺はおぜうちゃん達にゃ手出ししねぇよ。まぁ、キョウシロウがどうするかは知らねぇけどな」


「まさか、そんないいわけが通じると思っているの？」


　ヨルの声は硬かたくて、感情が表に出ていなかった。ヨルがこのような態度になるときは大抵が怒っているときであると、同居人であるナイトならすぐ見み抜ぬくだろう。


「五聖竜、あなたたちが我々に手を出してきたことはわかっているのよ。八や祖そ本家襲撃の犯人とあっては、ここで見み過すごすことはできないわ」


「待てよ、おぜうちゃん。それをやったのはキョウシロウだ。俺じゃねぇ」


　八や祖その一つ『偽ニセ』本家を襲撃し、それを壊滅させたのはキョウシロウの仕業である。現在の八や祖そは、『偽ニセ』と『闇ヤミ』が本家を失い、中心的指導者を欠いた状態。『歪ワイ』にいたってはロクな魔乖術師がおらず、断絶するかどうかの瀬せ戸と際ぎわであり、この未み曾ぞ有うの危機に他の八や祖そも対応に追われて世界中を駆かけ回っている。


　現在は緊急事態であるために余裕がないが、事態に収拾がつきしだい、すぐに八や祖そ同士で協定が結ばれ、五聖竜との全面抗こう争そうに発展することだろう。魔乖術師は、自分たちに手を出してきたよそ者を容よう赦しやしない。


「やっぱ、キョウシロウのせいでこうなるかねぇ、まったくよぉ」


　しかたないな、フェンが首を振る。


「まぁ遅おそかれ早かれいつかはそうなるたぁ思ったが、ちょいと《神シン》の予想より早い。でもまぁ、いいか。ここで〈星辰〉さえ手に入れりゃぁ、後はＮＯとなれＹＡＭＡとなれだ」


「……〈星辰〉を、知っているの？」


　ヨルが、そう尋ねる。〈星辰〉は八や祖その中でもごく一部の人間しか知らない情報のはずだ。五聖竜まで知っているとは、予想外だった。


「そりゃな、おぜうちゃん達がこれだけＨＡＤＥに暴あばれてくれりゃ、イヤでもわかるってもんだろ」


　フェンは帽子をかぶりなおしながら告げた。


「もう一度言うぜ。俺は今のとこ、ぼーやと〈星辰〉とやらにしか興味はねぇ。女子供に手を出す気はねぇけど、そっちが攻撃してくるならＨＡＮＡＳＨＩは別だ。どうする？」


「決まっているわ」


「です～、先生ぇの邪魔はさせないですよ」


　ナナが答える。ヨルもナナと同じ気持ちだったので、はっきりとうなずいた。


「えぇ、そうね。あなたの相手は、わたし達がするわ」


「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ……上等だ」


　フェンの両手が、真っ赤な炎に包まれた。それだけで強烈な熱波が、ヨルとナナの前面に叩たたきつけられてくる。


「刃は向むかう相手にゃ、手加減しないぜ」


　と、フェンが手をふるった。炎の塊が勢いよく放たれ、ヨル達を襲う。


「ナナ！」


「です！」


　かけ声とともに、ヨルとナナは互いに距離を離すようにして、炎から身をかわす。素早い動きであった。


「さぁ、どんどん行くぜ！」


　フェンは間断なく、両手から炎玉を生み出し、次々と周囲に放っていく。炎玉の直撃を受けた地面は、瞬時にアスファルトが融ゆう解かいして、大穴が開いてしまう。恐ろしい高熱であった。


　ヨルは炎から逃げながら魔法陣を描き、魔乖咒を発動。周辺に仕込んでおいた罠を発動させる。相手が炎でくる以上、冷れい却きやく系の魔乖咒を攻撃に使ってみる。


「おいおい、こんなちゃちなもんでＭＩＺＵを差す気かよ？」


　冷却魔乖咒は瞬時に蒸発してしまった。やはり五聖竜が相手となると、小細工はあまり意味がない。


「ですぅ！」


　と、ヨルに気をとられたスキにナナがフェンの死角から回り込み、背後から襲撃をする。しかしフェンは振り返ることなく、ナナの攻撃を片手で弾いた。


「おっと、危ねぇ危ねぇ」


　実際危なくなんてないのに、フェンはそうつぶやいた。


「おぜうちゃん中々速いじゃねぇか、少し驚いたぜ」


　ナナを軽くいなしながら、そんな軽かる口くちを言う余裕がフェンにはあった。


「ですっ！」


　と、ナナが小さな体を回転させ、素早く回し蹴げりを放った。フェンはそれを受け止めようとしたが、今度はフェンの腕が蹴りで弾かれた。


「おっと」


　しかしフェンの余裕は崩れない。あっさり体を反らして、ナナの回し蹴りをかわした。


「ＺＡＮＮＥＮだったな、おぜうちゃん」


　フェンが言う。


「俺に攻撃を当てるにゃ、もう少し成長しなきゃな」


「そうでもないですよ」


　ナナが答える。フェンはその言葉に首をかしげてナナを見て、片かた眉まゆを持ち上げた。


　ナナの持ち上げたつま先に、白い中折れ帽ぼうが引っかかっていたからだ。フェンがかぶっていた帽子である。


「いつのまに……」


「ですぅ、油断は大変ですよ」


　たぶん油断大敵が正しい。でも意味は間違ってはいない。


「どきなさい、ナナ！」


　ナナが作ったスキをついて、後方からヨルが攻撃をする。ヨルの手から放たれた紫し電でんが、フェンに襲いかかる。


「ちぃっ」


　フェンが、両手でその攻撃を受け止める。だが。


「甘いわ」


　と、フェンの背後で爆発が起こった。ヨルが罠用の魔乖咒を起動させたのである。ナナすらも巻き込みかねない攻撃だったのだが、ナナは恐ろしい速さでフェンから離れ、ヨルのいる場所まで戻ってきたのだった。


「あぅ、しまったです」


　ナナが突然悲痛な声を出した。


「どうしたの!?」


「あの人のぼ～し、落おっことしちゃったです」


「…………」


　心配して損した。


「……ケホッ、やってくれたな、おぜうちゃん達」


　爆発の中から、やがてフェンが姿を現した。真っ白いスーツがススでわずかに汚よごれていたが、大きなダメージはないようだった。


　しかしフェンの手には、真っ黒く焼やけこげた布が握にぎられていた。


「よくも……よくもやってくれたじゃねぇか、俺のＢＯＵＳＨＩを焼くたぁ、てめぇら覚悟できてんだろうなぁ！」


　帽子の残骸を握りしめて、叫ぶフェン。帽子を取った姿はヨルも初めて見たが、中々整った顔である。その顔が怒りにゆがんで絶叫すると、かなりの迫力があった。


「赦ゆるさねぇ。あぁ、絶対に赦さねぇぞ！　てめぇら俺の帽子の代償は高いぜぇ、全員ぶっ殺して灰も残らねぇほど焼き尽つくしてやらぁ！」


　絶叫するフェン。どうやら、この男の怒りの琴きん線せんに触れたらしい。飄ひよう々ひようとしていたあの男がここまで変へん貌ぼうするとは意外だった。やはり人を怒らせることに関しては、ナナに天てん賦ぷの才があるようだった。


　とにかく、冷静さを失ったのならばチャンスだ。


「ナナ、一気に行くわよ」


「ですっ！」


　たたみかけるように、ヨルが一斉に魔乖咒を展開して、フェンを攻撃。ナナがそれに続いて突とつ撃げきしていく。


　迫る猛もう攻こうを前に、怒りに燃えるフェンは──


「……なぁんてな」


　フェンはそう言って、あっさり宙を飛んだ。そのまま二十メートルくらいの位置にまで浮かび上がる。ヨルとナナの攻撃は全て空から振ぶりに終わった。


　フェンは空中で居い住ずまいを正し、手に持っていたボロキレは投げ捨てた。


「おいおい、この俺がこんなＢＯＵＳＨＩ一つで取り乱すと本気で思ったか？　ま、お気に入りだったけど、また買えばいいだけの話だしな」


　ケロッとした顔でそう言い放つフェン。だがヨルとナナは、しらけた目で頭上のフェンを見つめていた。


「…………」


「…………」


「ん、あれ？　なんか、空気重くね？」


「…………」


「…………」


「いや、おぜうちゃん。ただのＪＹＯＵＤＡＮだろ？　戦いにも息いき抜ぬきって必要じゃねぇか。だから……なぁ、頼むからそんな目で俺を見るな！」


　フェンがやるせなさそうな声で叫んだが、停てい滞たいする空気は変化のしようがなかった。


　自業自得である。





「はぁ、はぁ、はぁ」


「小僧、もう限界か？」


　襲いかかる無数の刀に翻ほん弄ろうされ、満身創そう痍いとなったナイトは荒く息を吐いていた。それでも二本の足でしっかりと立ち、手に刀は構えたままだ。


「まさか。ようやくこの攻撃に慣なれてきたところさ。そろそろ反撃に移ろうかと思っていたところだ」


「強つよがりなど、見苦しいっ！」


　キョウシロウが、手を振る。再度、四方八方から刀が襲いかかる。だが──


「おっと」


　ナイトは小刻みに動き回りながら、刀を次々と回避していった。ギリギリで刀の当たらないラインを見み極きわめてかわしつつ、さらに手にした刀を振るい、飛来する刀を次々と打ち落とし、砕くだいていく。


「なんじゃと？」


　キョウシロウが、目を見み張はる。つい先ほどまで、なすすべ無く全身を切り刻まれていたはずなのに、なぜ今、こんな風に動ける？


　だが、待て。確かにナイトの全身は傷だらけだが、その傷はどれも浅い。そして体を動かす重要な筋肉は、全く傷ついていない。傷の数は多いが、動きに支障はないのだ。しかも傷からの出血はすでに収まりつつあった。


　──バカな、もともと見切れていたというのか、ワシの技を？


　内心驚くキョウシロウ。同時に、やはりな、とも思った。


　──やはりこの小僧……認めねばならんか、その実力を。


　ふっ


　と、ナイトに飛来する刀の攻撃が止やんだ。宙を舞まう無数の刀が、一斉に地面に落ちる。


「どうした、もう終わりか？」


　ナイトの呼吸も、この短時間で安定してきている。今では余裕すら窺うかがえた。


「このまま続けても意味がないようじゃ……多少の修行を積んだようじゃな、小僧。前回よりも剣筋が安定しておる」


「そいつはどうも」


「よかろう、小僧。遊びは終わりじゃ。今度こそ、ワシも本気で戦うとしようかのぉ」


　──空気が変わった。キョウシロウが発する殺気の質が変わったのだ。今までのは炎のように苛か烈れつな殺気だった。だがそれが今や凍いてつくように鋭く、体にまとわりつくように重苦しい、濃のう密みつな殺気へと変化しようとしていた。


　だが、そんなキョウシロウと対峙しても、ナイトは気後れしない。不敵に言い返す。


「あぁ、見せてもらおうか、あんたの本気って奴をな」


「吠えるわ、小僧如きが──光栄に思え。ワシの本気を見るのは、ヌシが初めてじゃ」


　キョウシロウが太い腕を持ち上げ、頭上に高らかと掲かかげた。その手のひらから、天に向かって光の柱が伸びる。


　ドバァァァァァ。


　昼間でもまぶしいと感じるくらいの光こう量りようだった。その光の柱の中に、一本の刀が出現する。その刀の柄つかをキョウシロウは摑み、軽かる々がると振り回した。


　その刀は、異様だった。一目見ただけでこれまでのものとは違うと言うことがわかった。


　刃渡りは七十センチほど、一いつ般ぱん的てきな日本刀と同じ長さだ。だが、刀身に反りがない、いわゆる直刀というものだった。珍しい刀である。鍔つばはなく、ただ柄のみがつけらた抜き身の刀であった。


　そしてその刀身からうっすらと、白いモヤのようなものが放出されているのだ。煙とも淡あわい光ともつかないもの、あえていうならオーラのようなものが立ち上っている。それは、一目見るだけで、戦せん慄りつを禁じ得ないほどの異様な畏怖をまき散らす奇き怪かいな代物であった。


「その、刀は？」


　ナイトは知らず、身を固めた。意識するでもなく、刀への警戒が強まる。それほど、目の前にある刀は段違いなのだ。今キョウシロウが手にしているものこそが刀だというなら、今まで使っていたものは木刀レベルでしかない、それくらいの差があるものだった。


「これこそが〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉、最強の刀じゃ！」


「〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉？」


　ナイトはオウム返しにつぶやきつつ、自分の記憶を探った。ヨルから聞いたことがある。


　裏社会において、〈八や祖その禍家〉や〈魔女猟人〉と並び立つ一大勢力〈斯し界かいの剣けん轟ごう〉。その〈斯界の剣轟〉の中において、頂点に立つ十五人の剣客。それこそが〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉と呼ばれる世界最強の剣士なのであった。


「〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉は、十五人の剣士を指す言葉じゃなかったのか？」


「ほぅ、やはり名を知っておるか……半分正解じゃ。〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉とはもともと、十五振りの刀剣を指す名じゃ。そのうちいつのまにか、その十五振りの持ち主のことも〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉と呼ぶようになっただけじゃ」


　律儀にキョウシロウが説明してくれる。それだけ余裕だと言うことか。


「その〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の一人をワシは打ち倒たおし、世界最強の刀をワシは手に入れた。〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の一振り、その銘めいは『万夫不刀バンプフトウ』──喜ぶがいい、小僧。こいつを手に入れて以来、ワシが実際にこいつで戦うのは、ヌシが初めてじゃ」


「そいつは光栄だね」


　そうやって強がってみせるが、ナイトは全身を流れる冷や汗を止められないでいた。


　マズイ。今度は冗談ではなく、何の余裕もなく、本気でマズイと感じていた。


　キョウシロウは確かに強い。圧倒的にナイトよりも強いが、それでも戦いようがないわけではなかった。


　でも、あの刀は別だ。そもそもあれは、この世のものではない。別の法則によって成り立つ存在だ。あんなもの、まともに戦っても対処のしようがない！


「まずは小手調べじゃ」


　言って、キョウシロウが無造作に刀を振るった、瞬間、ナイトの頰ほおが裂さけた。


「な!?」


「どうした、小僧。避けることも忘れたか？」


　さらにキョウシロウが再度刀を振るう。ナイトの肩が裂けた。


「ぐっ！」


　奥歯をかみしめてナイトは慌ててキョウシロウとの距離をとる。妙だ。キョウシロウとの距離は、約二十メートル足らず。刀が届く間合いではないはずなのに、ナイトの体は斬られたのだ。いや、そもそも今の攻撃は、どこかおかしい。


「逃げても無駄じゃ」


　キョウシロウは、その場から一歩たりとも動こうとせず、ただ無造作に、刀を振り回すだけだ。そして刀が振られるたびに、ナイトの体に新たな傷が刻まれていく。


「クソッ！」


　ダメだ、距離をとってもかわせない！　防御しようにも、キョウシロウの攻撃が全く見えないのだ。ナイトの障壁を無視して、明らかに間合いの外だというのにナイトの体が斬り刻まれる。


「ふんっ」


　キョウシロウが、大きく刀を振るった瞬間、ナイトの胸が大きく裂け、激しく出血する。マズイ──ナイトは傷口を圧着させ、強引に止血した。ヨルのようにスムーズには行かず、痛みも消えていないが、贅ぜい沢たくは言ってられない。


　ナイトは地面に膝をつきながら応急手当を施し、なんとか立ち上がることができた。キョウシロウはやはり最初の位置から動かないまま、刀を片手につまらなそうにナイトを見つめているだけだった。


「なんじゃ、小僧。豪語したクセに、『貫空カンクウ』如きも見切れんのか」


「『貫空』？」


　それが今の技の名前か？


「わからんか、小僧？　ワシはただ、ワシとヌシの間にある空間ごとヌシを斬っているに過ぎん」


　なんてことだ、ナイトはうめいた。そんな芸当ができるのか？　いや、できるのだろう。現にキョウシロウはそうやってナイトを攻撃しているのだから。


「故にこんな芸当も可能じゃ」


　キョウシロウがさらに刀を振るった。


　ザシュッ


「グァ！」


　ナイトの背中が大きく斬り裂かれる。二人は正面から向き合って立っていたのである。キョウシロウから見てナイトの背中は完全な死角だ。にもかかわらず、ナイトの無防備な背中があっさりと斬られた。


「今のも『貫空』を少し応用しただけじゃ。どうじゃ、わかったか小僧？　ヌシではワシと戦うどころか、そもそも相手にもならん程度のレベルじゃ」


　言って、キョウシロウが笑みを深くする。それは、無力な存在をあざ笑うかのような笑みだった。


「身の程を知ったか、小僧！　ワシがこの『万夫不刀バンプフトウ』を手にしたことで、ヌシの勝機はもはや完全に失われたのじゃ！」


　吠え、キョウシロウが横よこなぎに刀を振るった。見えない空間の断だん裂れつがナイトに迫る……





「マズイわね、ナイト……」


　もちろんナイトの窮きゆう地ちにはヨルも気づいていた。今すぐ駆け寄って回復咒法を使ってやりたいが、ヨルにも動けない理由があった。


「ほぉら、どうした、おぜうちゃん達？　いつまでＫＡＫＵＲＥＮＢＯを続ける気だ？」


　フェンが両手からひっきりなしに大量の炎を放出して攻撃してくる。すでに周囲は火の海だった。燃えるものは全て炎に包まれ、消火するものもいないためにどんどん延焼していく。ヨルとナナは耐たい熱ねつの魔力障壁のおかげでなんとか防いでいるが、生身の人間が近くにいれば、あっというまに焼き肉になってしまう程の高温だった。


「マズイわ、こっちの攻撃が通じない……」


　ヨルは燃えていないコンクリート壁の陰に隠かくれながら、上空のフェンを攻撃する。だが、ほとんどの攻撃はフェンに到達する前に、強烈な炎によって迎撃されてしまう。


「ははははは、熱いねぇ、そうは思わないかい、おぜうちゃん達！」


　こんな状況で、フェンは高笑いをしている。まったく、頭が痛い。フェンはさっきから無む尽じん蔵ぞうに炎を生み出して、目につくもの全てを片っ端ぱしから焼き払はらっている。だというのに、フェンに疲れたそぶりはない。魔力に制限のある魔乖術師では考えられないスタミナだ。


「ヨル姉様、先生ぇがピンチですよ」


「わかっているわよ」


　ナナが騒さわぐのを黙らせながらヨルは思考を巡らせた。ナイトが危ないのはわかっているが、ヨルが助けに向かえば当然フェンも追ってくる。キョウシロウ一人相手にも苦戦しているところにフェンが合流すれば、ナイトの勝機はなくなる。今はなんとしてでも、フェンをこちらに引きつけておかなくてはならない。


「でも、諦めるわけにはいかないのよね」


　ここでヨルが踏ふん張らなくては、ナイトもおしまいだ。ヨルはフェンから視線をそらさないまま、ナナを呼んだ。


「ナナ！　あなたはナイトのところに行きなさい」


「です？　でも、ヨル姉様は？」


「あいつはわたしが食い止めるわ……正直、相手が飛んでたら、接近戦主体のあなたじゃ上手く戦えないでしょ」


「です～」


　悲しそうにナナがうなずく。魔乖術師は、基本的に空中戦が苦手である。飛ひ翔しようの魔乖咒は存在するが、スピードを維い持じするにはかなりの技術が必要であるため、戦闘で使用する魔乖術師は少ない。


「さぁ、あなたの相手はわたしよ」


　改めて、上空のフェンに名乗りを上げる。フェンはナナが離れていくのに気づいたが、そのまま見逃した。逃にげる女子供の背中を攻撃する趣味は、フェンにはない。


「ははは、いいねぇ、おぜうちゃん。なかなか熱いじゃねぇか。俺の炎を見ても逃げないたぁ、なかなかＫＩＭＯが据わってる」


「おしゃべりはそれくらいにしましょう、《灼熱の炎竜帝》」


　と、ヨルは言いざま指を鳴らした。瞬間、ヨルの周囲の地面に魔法陣が浮かび上がる。


「へぇ、なかなかじゃねぇか」


　フェンが口笛を吹く。上空のフェンからは、視界に入る地面全てが無数の魔法陣に埋め尽くされたように見えたのだ。もちろんヨルも、この数の魔法陣を今用意したわけではない。あらかじめ街中に魔法陣は描いてあるのである。


「これならどう！」


　ヨルの号令にあわせて、地面が爆発するようにふくらみ、フェンめがけて無数の攻撃魔乖咒が殺さつ到とうする。周囲にあった全ての罠を展開しての一斉砲ほう撃げきである。この数では、フェンも無傷とはいくまい。


「しゃらくせぇ！」


　叫び、フェンが両手をふるった。フェンを包み込こむように炎の壁が発生。攻撃は、その炎によって弾かれていく。だが、今回は数が違う。弾いても弾いてもすぐ次の魔乖咒が殺到する。氷結系の冷却魔乖咒が立て続けに叩き込まれ、フェンの炎がわずかに弱まった。


「そこよっ！」


　そのスキを逃さず、ヨルは畳たたみ込むように、両手から魔乖咒を放った。だが、手から放たれたビームはフェンに到達する前に、軌き道どうがゆがんでしまう。フェンの周囲が高熱のために陽炎かげろう状態となって、光が屈くつ折せつしたのだ。


　しかしそんなことは計算済みである。ヨルの手から放たれたビームはその軌道を曲げながら、フェンに直撃した。屈折する軌道まで計算に入れての攻撃。複雑な計算を戦闘中の一瞬のうちに成功させたのは、ヨルの非凡さの証である。


「ぬおっ！」


　フェンが初めてせっぱ詰つまった声を漏らした。フェンを守る炎の防ぼう壁へきをヨルの攻撃が貫通したのである。フェンは炎に包まれた両手でなんとかガードをしたが、手の中でヨルの攻撃が爆発。フェンの瘦そう軀くが弾き飛ばされた。


「逃にがさないわ！」


　さらにヨルが指を鳴らす。と、地面の魔法陣の中から黒い鎖くさりが伸び、フェンの体を雁がん字じ搦がらめに捕とらえた。魔力によって作られた捕ほ縛ばく用の鎖である。一度捕つかまれば、そう簡単には逃げられない。


　すかさずヨルは、片手に持った『闇ヤミ』の魔道書を展開。必殺の第四咒法の準備を整える。


　バンッバンッバンッ


　ヨルの周囲を複数の魔法陣が飛び回り、それらが全て一つに集約され、次の瞬間強烈な光の奔ほん流りゆうとなって、鎖で身動きのとれないフェンを直撃した。ヨルの必殺技、第四咒法〈闇あん扉ぴより現あらわれ消きえる射い手て〉である。直撃だ。いかに五聖竜といえど無傷ではいられない。


　ドゴッ、ズガッ、バァァァァァァァァンッ


　空中で大爆発を起こし、フェンらしき物体は勢いよく地面に叩きつけられて、地面を抉えぐるように転がって、ガレキの底に埋うもれていった。


「ハァ、ハァ、ハァ……さすがに、これなら効いたでしょ」


　連続で魔乖咒を使用したため、さすがのヨルにもかなりの疲労が蓄ちく積せきされてきた。ここまでやって無傷だったら、さすがにもう打つ手はない。果たして──


　周囲の地面はすでにフェンの攻撃によって、半ば以上焦しよう土どと化していた。その地面にフェンは叩きつけられ、崩れたガレキのたぐいがその上に降りかかったのだ。そう簡単に脱出はできないはずだが……


　ドバァァァァァァァァァン


　ヨルの思考を打ち消すように、ガレキの山から火柱が天に立ち上った。何トンも重量のあるガレキが根こそぎ吹っ飛び、砕け散っていく。


　火柱の中央に立つのは、もちろんフェンだ。


「はははははははははははは、熱い、熱いじゃねぇかよ、おぜうちゃん！」


　フェンが、そう叫ぶ。無論、さすがのフェンも無傷ではない。純白のスーツは汚れ、所々がほころびている。フェン自身、額から血が流れて顔を赤黒く汚していた。平然と立ってはいるものの、そのダメージは決して軽くないはずだ。


「はははははははははははは、いやいや、こいつは俺の負けかな、ＩＰＰＯＮとられたぜ、おぜうちゃん」


　ニヤリと笑う、フェン。その目は大きく見み開ひらかれ、かなりのダメージのはずなのに、喜き悦えつの色に染まっている。


「あぁ、まさかな、おぜうちゃん相手にこんなにＡＴＳＵＩ戦いができるとは思わなかったぜ！　まったく、俺としたことが見くびってたぜ！」


　フェンの全身を、さらに強烈な炎が包み込む。真っ赤な炎はその温度をますます上げて、白く発光するまでに達した。フェンの立つ足下の地面が、融解を開始する。土石が高熱のあまり赤く発光しながら溶とけて、マグマと化していく。あまりの高熱に周囲の空気が膨ぼう張ちようして、フェンの周囲でひっきりなしに爆発を起こすまでになっていた。


　ヨルは、これだけ離れているというのにフェンから伝わるあまりの熱気に、汗を流した。そこには冷や汗も混じっていたかもしれない。


「さぁ、おぜうちゃん。始めようじゃねぇか、二ラウンド目を！」


　ヨルは息をのみながら、両手で魔法陣を描き、次の攻撃の準備をした。





　ガリンッ


「ぬぅ？」


　目の前に迫ったキョウシロウの『貫空』を、ナイトは手の刀で弾いた。


「運うん良よく受け止めたか」


　キョウシロウが続けてさらに連続で攻撃する。だが──


　ガンッ、ギャンッ、ギンッ


　その全てを、ナイトは手の刀で受け止め、防いでしまった。


「…………」


「どうした、キョウシロウ。もう終わりか？」


　平然と、傷だらけながらも、落ち着いてナイトが言う。キョウシロウは、声を絞しぼり出すように言った。


「あり得ん……この短時間で、ワシの『貫空』を学び取ったというのか」


「いや……思い出しただけさ、なんとなくだけどな」


　そうだ。昔、教わったことがある。この技の、対処方法を。


　──空間を斬る、なんて言やぁ難しそうだけどよ、こんなもんはちょいと長めの刀をブン回してるのと変わらねぇさ。空間なんて、早い話そこら中にいくらでも転ころがってるつまらねぇもんだ。そんなもん斬れたってなんの自慢にもならねぇ。だからな、ナイト、こんな技にいちいちビビるな。空間なんておめぇの目の前にだってあるんだ。ならしっかり前さえ見てりゃ、相手の剣筋なんて簡単に見えんだよ──


「あんたのセリフじゃないけど──そろそろ俺も本気で戦おうかな」


「ふざけるな小僧！　『貫空』如ごとき、小手先の技を征せいした程度でいい気になるな！　ワシの奥義はこの程度ではないぞ！」


　ナイトの言葉に激げつ昂こうするキョウシロウ。やはりこの男──未だに本気ではないのか。


　だがそれも全てナイトの計算通りだ。ナイトは手の刀を構えつつ、密ひそかに準備を整える。


　一方のキョウシロウはその顔を凶悪にゆがめ、大口をあげて怒鳴った。


「今度こそ手加減抜きじゃ、小僧、ヌシを一瞬でこの世より葬ほうむり去ってくれる！」


「できるのかい、あんたに？」


「ほざけっ！　ワシの……」


「ですぅ！」


　その瞬間、キョウシロウの死角より回り込んでいたナナが、キョウシロウに襲いかかる。計算通りだ。ナナが接近してくるのが見えたため、ナイトはわざとキョウシロウを挑ちよう発はつして注意を引きつけたのだ。だが。


「そんな手にワシが引っかかると思うたか？」


　言いざま、完全に死角のはずのナナを、キョウシロウは振り向くことなく斬り捨てた。


「ですっ」


　ナナの、胸が大きく斬り裂かれて、周囲に真っ赤な鮮せん血けつが飛び散る──すまない、ナナ。だが、キョウシロウはナナの対処のためにスキを作った。それが、絶好のチャンスだ。


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナナが文字通り体を張って生み出したこのスキを、ナイトは逃さなかった。絶好のチャンス！　確実に決めるべく、ナイトは密かに片手で用意していた魔道書を開き、必殺の第四咒法を瞬時に展開させる。


　ナイトの全身に無数の魔法陣がまとわりつき、重なって、『滅メツ』の第四咒法を完成させていく。


「これで決めてやるっ、キョウシロウッ!!」


　刀を投げ捨て、拳こぶしに集中させた第四咒法と共に、ナイトはキョウシロウに正面からぶつかっていく。


「小僧ごときがぁぁっ！」


　キョウシロウも瞬時に体勢を整ととのえるや、強烈な斬ざん撃げきを、ナイトめがけて叩き込む！　ナイトの拳とキョウシロウの刀が、正面からぶつかり合った。


　ズバァァァァァァン


　轟音。圧倒的な力を持つ二つがぶつかりあって、地面がクレーター状に吹っ飛んだ。


「ぬあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　まさに正面から力のぶつかり合い。ナイトとキョウシロウ、二人の必殺技が正面からぶつかり合う。


「バカな！　第四咒法を止めるだと！」


『滅メツ』の第四咒法は一撃必殺。相手のあらゆる防御を無効化し、一撃死の効果まである。だがナイトのその必殺技を、キョウシロウの刀は正面から受け止めていた。


「残念じゃったな、小僧！　その程度の児じ戯ぎでワシは敗やぶれんぞ！」


　キョウシロウがナイトの鼻先で、歯をむき出しにして笑う。


　あり得なかった。今までナイトの第四咒法に敗れなかったものはない。空間をねじ曲げるエリザベートの防御壁とて、第四咒法の前では敵ではなかった。


　以前キョウシロウとぶつかったときも、キョウシロウは確かに第四咒法を受け止めた。だが最終的にはナイトが押し勝った。しかし今回は違う！　いくらナイトが力を込めようと、目の前の刀はビクともせずにその白しら刃はを煌きらめかせるのだった。


「〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉は世界最強の刀じゃ！　その刀身はこの世のあらゆる法則を超ちよう越えつし、いかなる力をもってしても絶対に砕けることはない！」


　そんなムチャクチャな刀が、本当にあるのか？


「理屈などワシだって知るか！　じゃがその刃は目の前にある、それが事実じゃ！」


　確かにそうだ。目の前にあるものを否定しても仕方がない。現実問題、キョウシロウの刀はナイトの必殺技すらも受け止めているのである。


「残念じゃったな小僧、このまま、真っ二つに斬り捨ててくれる！」


　キョウシロウの太い腕の筋肉が盛り上がり、血管が浮かび上がる。すさまじい膂りよ力りよくだ。魔乖咒で限界以上に強化されたナイトの力を、あっさりと押おし返してくる──この男、やはり強い、強すぎる！　絶好のチャンスだったというのに、気づけばナイトの方が逆に押されてしまっている。


　だが──ナイトは、まだ絶望していなかった。キョウシロウにはまだ、つけいる隙があると睨んだ。なぜなら、今のキョウシロウには余裕があるからだ。


　そうだ、おそらくキョウシロウは、未だに本気を出してはいない。『万夫不刀バンプフトウ』という切り札を使ってはいるが、キョウシロウの気き迫はくは本気のものとは思えなかった。


　ナイトを見くびっているせいだ──そのことに腹を立てたりはしない。実際キョウシロウは今の状態で十分ナイトを圧倒している。


　しかし──ナイトの脳裏でナナの言葉が響いた。


『強い敵が相手なら、油断させて相手が本気になる前にぷっ殺すです』


　そうだ、キョウシロウは今、まだ本気を出していない。ナナの言葉に従うなら、今がチャンスなのだ！　凶きよう刃じんに倒れたナナのためにも、絶対に勝ってみせる！


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　再びナイトは咆哮をあげ、全身の魔力を高ぶらせ、みなぎらせていく。


「まだ諦めんか、往生せい！」


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　ナイトの視界が、赤く染まっていく。脳髄の中で火花がバチバチ飛び散るような違和感。限界を超えた魔乖咒を使おうとするナイトの肉体が悲鳴を上げているのだ！


　しかし、ここで引くわけにはいかない。必殺の第四咒法すらも受け止めるキョウシロウを倒すには、自分の限界をさらに超えなくてはならない！


　全身の筋肉が膨ふくらむ。血管が膨張し、浮かび上がり、血圧に耐えかねて全身の毛細血管がちぎれ飛んでいく。口の中を鉄の味が満たしていく。全身に真っ赤な鉄の串くしが突き刺さって焼き尽くされるような激痛！　だがそんな状態でもナイトは意識を保ったまま、空いた左手に魔力を集中させていく。


　バンッバンッバンッ


　魔法陣が完成するたびに、ナイトの視界がブラックアウトする。だが、それでも構わない。相手の位置はわかっている、目など、今は見えなくても問題ない！


「なんじゃとっ！」


　ナイトの左手に、魔力が集中──第四咒法が完成した。これにはキョウシロウも、至近距離でうめく。


「バカな、両手で同時に魔乖咒を展開するなど……」


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　左手の第四咒法を、逃げようのないキョウシロウへと叩き込む──ナイトの右手にも無論第四咒法が宿り、それは『万夫不刀バンプフトウ』によって受け止められている。だが、キョウシロウは今一本しか刀を持っていない。ナイトの両手の第四咒法を、同時に受け止めることはできない──ナイトの左手の第四咒法が、キョウシロウの胴どう体たいに叩き込まれた。


「ぐ、がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　絶叫とともにキョウシロウの体が弾かれる。その体は第四咒法の圧力に耐えかねたように、端から崩れていく。


「バカな、このワシが、またしても小僧如ごときにぃぃぃぃぃぃ!!」


　絶叫を残し、キョウシロウの体が、崩ほう壊かいして消え去った。後あとには『万夫不刀バンプフトウ』のみが地面に切っ先を刺して残っている。


「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……」


　ナイトは呼吸を荒くして、地面に膝をついた──危なかった。キョウシロウがもう少し本気を出していたら、ナイトは反撃するまもなくやられていただろう。ナイトを見くびって、全力を出さなかったキョウシロウの敗北である。
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「そうだ、ナナ！　無事か！」


「ですぅ～」


　血で汚れたナナがヒョコヒョコやってきた。


「だいじょ～ぶですよ」


「でも、傷は？」


「ナナ、これくらい大丈夫です。内臓曲げたですから」


　ナナの胸に大きな傷が開いているが、それは致ち命めい傷しようではない。


『歪ワイ』の魔乖咒を使うナナは、万物をねじ曲げる力を操る。魔力が少ないためナイトたちのように魔乖咒を自在に使いこなすことはできないが、自分の体に使うくらいならば、ナナでも可能だ。


　ナナは『歪ワイ』の魔乖咒で自分の内臓の位置をずらすことが可能なのである。相手の攻撃を一瞬で見み切きることで、本来致命傷の傷を防ぐことが可能なのだ。


「バカな！　キョウシロウ！」


　ヨルと戦っていたフェンも、キョウシロウが敗れたことに気づいて攻撃を止める。


「やったわね、ナイト！」


　その間に、ヨルはナイトたちに合流する。ナイトもナナも、ひどい傷だった。ナイトは限界を超えて魔乖咒を使ったため、ナナは胸を大きく斬られたためだ。


「しっかりしなさい！」


　ヨルがすかさず回復咒法を展開。『闇ヤミ』の力によって、ナイトたちの傷はみるみるうちに癒いやされていく。


「オイオイ、あのキョウシロウが本気で負けたのか？　はははははははは、こいつはＫＥＳＳＡＫＵじゃねぇかよ。さすがだぜ、ぼーや」


　仲間がやられた状況だというのに、フェンは嬉しそうだった。そしてフェンの全身を、再び苛烈な炎が包んでいく。


「さぁ、ぼーや。ジャマ者はいねぇ。今度こそ俺と、本気で殺やりあおうぜ！」


「フェン！」


　ナイトは叫び、起き上がった。ダメージは決して小さくないが、それでもヨルのおかげでかなり回復している。どっちみち、フェンがこのまま見逃してくれる相手ではないと言うことはよくわかっている。たとえナイトがろくに動けなかったとしても、戦う以外の道はないのである。


「そんな余裕があるのかしら？」


　ナイトの傍らで、ヨルが言う。


「三対一よ。あなたに勝ち目があると思う？」


「ＫＡＣＨＩＭＥだぁ？」


　フェンが、口笛を吹いた。


「関係ねぇな。そんなの全然関係ねぇ！　ＡＴＳＵＩ戦いってのは、勝ち目があるからやるんじゃねぇよ、ＡＴＳＵＩから、体がたまらなく熱く、熱く、燃もえたぎるからやるのさ！　それ以外に戦う理由なんざいらねぇよ！」


　フェンが吠え、両の拳に青白い炎が宿った。


「さぁ、ぼーや。死闘の始まりだぜ」


　フェンが、ギラギラと闘とう志しの燃える目でナイトを睨む。ナイトも、うなずく。


「あぁ、いいさ。相手になる！」


「行くぜ！」


　二人が同時に地面を蹴けり、互いに向かって飛び出していく。真っ向からの、激突。小細工なんて入る余地のない力比べ、それこそがフェンの求める戦いだ。


　だが──激突の寸前、フェンが目を見開いた。


「危ねぇ、よけろっ!!」


「なっ……」


　ズガァァァァァァァァァン


　背後からすさまじい衝しよう撃げき波はが二人を襲った。それは巨大な光の刃のようにも見えた。ビルでも真っ二つにできそうな刃が、地面を砕きながら二人を呑み込んだのだ。


　間かん一いつ髪ぱつ、ナイトはかわした、いや、かわさせてもらったのだ！　なぜなら、ナイトの背後の様子に気づいたフェンが、とっさにナイトを突つき飛ばしたからだ。


「つまらんことをするな、フェン」


　ガレキの山の上に、まさしく悪鬼の形相で刀を構えるキョウシロウが、凶悪な笑みを浮かべて立っていた。


「よぉ、キョウシロウ。俺の戦いにＣＨＡＣＨＡ入れるたぁ、我慢できねぇな、さすがに」


　フェンは突然攻撃を仕掛けてきた仲間をにらむが、キョウシロウは鼻を鳴らしただけだ。


「ワシと小僧の勝負はついとらん！　茶々を入れたのはヌシのほうじゃろう！」


　そう言って、キョウシロウは肩に『万夫不刀バンプフトウ』の峰を担いだ。さて、とつぶやく。


「フェン。見ての通りワシと小僧の決着はついとらん。邪魔だてするな。邪魔ならばヌシとて容赦せんぞ」


「……気にいらねぇな、キョウシロウ」


　フェンは、鋭く仲間を見つめてつぶやいた。


「らしくねぇぜ、キョウシロウ。いったいどうした？」


「ふん、ただ、武者震いが止まらんのじゃ」


　キョウシロウの片手が、小刻みに震えていた。


「そこの小僧、文字通り戦えば戦うほど強くなりおるわ。ヌシが執しゆう着ちやくするのもわかる。ワシが油断したのは確かじゃが、それでも前回戦ったときの小僧なら確実に殺せておった。短時間で驚くほど強くなっておるぞ、その小僧」


　軽く跳躍し、キョウシロウが、ナイトとの間合いを詰める。ナイトが身構えるが、十メートルほど離れた位置でキョウシロウは止まった。


「認めよう、小僧。ヌシは確かに、ワシが全力を出すに値する相手じゃ。今度こそ、ワシも手加減はせん。本気中の本気でヌシの相手をしてやろう！」


　キョウシロウの全身から猛もう烈れつな殺気がた走った。これまでの比ではない。気配だけで常人なら間違いなく失神するレベルの殺気だ！


「……なぜだ！」


　ナイトは、思わずうめいた。前回と同じだ。キョウシロウは間違いなく、ナイトの第四咒法の直撃を受けた。防御無効、一撃死、その効果のある第四咒法を食らって、なぜ今無傷でナイトの目の前にいるのだ！


「なぜ貴様が生きている！」


「ふんっ、まぁよかろう。冥めい土どの土産みやげに、その秘密を教えてやろう。どうせわかったところでヌシに防ぎようはない」


　刀をゆっくりと構えるキョウシロウ。


「〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉は世界最強の剣。その持ち主に一つ、新たな異能を授ける──ワシの手に入れたこの刀の銘は『万夫不刀バンプフトウ』」


　万まんの夫ひとも刀かなわ不ず──誰も敵わない豪ごう傑けつの意を持つ〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の一振り。


「『万夫不刀バンプフトウ』。この刀は持ち主の望むがままの無敵の肉体を与える。すなわち、ワシはこの『万夫不刀バンプフトウ』がある限り不死身じゃ！　たとえ全身を灰も残らないほど焼き尽くされたとしても、何度でも蘇る不ふ滅めつの肉体をワシは手に入れたのじゃ。小僧、ヌシがどれだけあがき、何度ワシを殺そうと、ヌシが勝つことはない！」


　キョウシロウはそう言い放つ。実際キョウシロウは、ナイトの第四咒法で全身を塵ちり芥あくたに分解されたにもかかわらず、こうして復活してきたのだ。その言葉にウソはないと、判断せざるを得ないだろう。


「どうじゃ、小僧。あまりの絶望感に、言葉を失ったか」


「…………」


　ダメだ、対抗策が思いつかない。


　キョウシロウは、強力な剣士だ。ただでさえその実力はバケモノじみているのに、その体が不死身ときたら、もはやどうしようもない。


『やぁ、ナイト君』


　脳裏で、声が響いた。聞き覚えのある声──サクラリスだ。


『そろそろじゃないかな』


　なにがだ？


『《斬壕の剣竜王》シチガイ・キョウシロウは不死身の異能を持っている。切り札の第四咒法でさえ殺すことはできなかった──君に打つ手はないんじゃないかな』


　確かにその通りだ。


『なら、もうわかるだろう。安心するといい。不死身だろうが何だろうが、僕なら一瞬であいつを始末できる。だから君はただ、僕の友達になって、僕に任せてくれればいいのさ。さぁ、わかったはずだ。君ではあの男を倒せない。だからここは僕に任せて……』


「いや、そんなことはない」


　ナイトは静かに言い放った。


「どういう意味じゃ、小僧」


　キョウシロウが鼻白む。


『そうだね、ナイト君。どういう意味だい？　まさか、この期に及およんでまだ諦あきらめないのかい？　おや、君はまさか……』


「あぁ──不思議と、負ける気がしないんだ」


　ナイトは、そう言い放つ。キョウシロウが不愉快そうに唸った。


「この期に及んでそんな強がりを言えるとは、ある意味驚くべき鈍どん感かんさじゃな」


「いや、あんたが俺よりはるかに強いってのは、よくわかっているさ。このままじゃ俺が負けるのも、わかってる。でも、それでも、あまり絶望的って気がしないのさ」


　ナイトはそう言った。その言葉を聞いた周囲のものは、皆みな一様に、驚いた顔をしている。この状況でどうしてそんな台詞を言う余裕があるのだろうか。


「おぉ、かっこいいじゃねぇかぼーや」


　真っ先に驚きから立ち直ったフェンが冷やかすように言う。


「もしかして、俺おい等らも知らねぇＫＩＲＩＦＵＤＡでもあるのか？」


「そんなものはない」


　ナイトがあっさり首を振る。キョウシロウは、ふんと鼻を鳴らした。


「気に入いらんな、小僧。その自信、どこから来るというのじゃ？」


「俺は昔──世界一の剣士と戦ったことがある。キョウシロウ。あんたも確かに強いけど、俺の知る限りあんたは剣士として、二番目の強さだ」


「ワシより強い？　バカな！　『万夫不刀バンプフトウ』を手に入れたワシより強い者などおらん！」


「いや、いるさ、最高の剣士は。そしてそれはあんたじゃない」


　ナイトは確信を込めて断言した。


「なら言うがいい、小僧。そいつの名を！」


「絶たち端ばな」


　ナイトは、その名を言った。


「絶たち端ばな流剣術十四代目、絶たち端ばな剣人そうど──俺の祖父さんさ」


　その名を聞いて、キョウシロウは一瞬口ごもった後、かかか、と大口を開けて笑った。


「やはりそうか、小僧。貴様やはり、絶たち端ばなの筋か！」


　笑いながらキョウシロウは舌なめずりをした。


「ならばますますヌシをこの手で殺さねばならん。絶たち端ばなの者を倒したとあれば、ワシはさらなる地平を望める」


「まぁ、とは言っても俺は絶たち端ばなじゃないけどな」


　ナイトはあっさり首を振った。


「確かにガキの頃は祖父さんに教えられてまじめに修行したけど、俺が魔乖術師になったから祖父さんには破門されて、結局絶たち端ばなの名も名乗れない落ちこぼれさ」


「知ったことか、小僧！　今度こそワシの全力全開をもって相手をしてくれる」


「あんたの全力は何段階あるんだよ」


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトの軽口に答えることなく、キョウシロウが咆哮をあげた。キョウシロウの全身から闘気が目に見える形となって舞まい上がり、闘気がキョウシロウの持つ刀に集約され、まばゆい輝きを発していく。


「小僧、まずはこれをかわしてみろ！」


　キョウシロウが、片手を振る。虚空に数十本の剣が現れた。


　ズガガガガガガガ


　それらの剣が、目にも止まらぬ速さでナイトに襲いかかる。速い！　単純なスピードで言うなら、先ほどの攻撃の数倍に値する。ナイトはギリギリで回避したが、背後にあったガレキが、一瞬で粉こな微み塵じんと化してしまった。


「そこじゃっ！」


　さらに今度は、剣を飛ばしながらキョウシロウ本人が『万夫不刀バンプフトウ』を片手に襲いかかってくる。くっ、とうめき、ナイトはもう一度拾ったキョウシロウの魔剣を武器にして、応戦する。


「そらそらそらそらそらっ！」


　再び無数の剣が、ナイトめがけて飛来する。手にした剣でたたき落としていくが、十数本目のところでナイトの剣が折れた。ナイトは残骸となった剣は投げ捨て、素手で応戦しつつ、たたき落とした剣をつかんで、新たな武器とする。


「小僧、守ってばかりで勝てると思ったか！」


　キョウシロウが絶叫しながら、両手を広げる。すると、周囲に数百以上の刀剣が姿を現し、それらが四方八方、あらゆる方向に向けて放たれた。周囲にある形あるものは、たちまち剣でハリネズミと化して、粉々になっていく。


「チッ、こいつはやべぇな」


　二人の争いを窺うかがっていたフェンが、そうつぶやく。


「キョウシロウの奴、スイッチ入りやがった。マジギレしてやがる」


　フェンでさえ、キョウシロウの攻撃に巻き込まれていた。いまやキョウシロウは完全に無差別攻撃を行い、周囲一帯を根こそぎ破壊しだしたのだ。


「このままだと、俺までやべぇ」


　飛来する剣を炎で迎撃しながら、フェンは空に浮かび上がった。同じく近くでキョウシロウの攻撃を防御していたヨルとナナは、逃げ出そうとするフェンに気づいて叫ぶ。


「逃にげる気？　卑ひ怯きようよ！」


「さすがにこうなったら、ＭＡＴＯＭＯに戦えねぇよ」


「がははははははははははは!!」


　呵か々か大たい笑しようといった様のキョウシロウを見て、フェンは舌打ちした。


「おぜうちゃん達も、悪いこたぁ言わねぇ。ぼーやと一緒にさっさと逃げな。キョウシロウがあぁなったら、誰にも止められねぇ」


「冗談言わないで。わたし達が、逃げるとでも思ったの」


「ですです～」


　フェンは逃げながら、器用に肩をすくめた。


「一応忠告はしたぜ？　せいぜいがんばりな。生き残れたら、今度はおぜうちゃん達との再戦も楽しみにしてるぜ」


「勝手に言ってなさい」


　と、そう言ってフェンはあっさりと戦闘区域から脱出していった。ヨルとナナはフェンが完全に見えなくなったのを確認した後、ナイトと合流することにした。


　しかしキョウシロウの攻撃が激しすぎて、ナイトに近づくことができない。


「ナイト、大丈夫！」


「ヨルか!?　くるな！」


　ナイトは両手に剣を構えて応戦しながら叫んだ。幸いキョウシロウが無尽蔵に剣を生み出すおかげで、武器に困りはしない。だがナイトが押されているのはどうしようもない事実だった。


「さぁ、小僧。この一撃を受けてみろ！」


　大きく体をのけぞらせたキョウシロウが、『万夫不刀バンプフトウ』を一気に振ふり落とす。


　斬ざんッ！


　ナイトの手の剣が、根本から切断された。同時に胸も斬り裂かれて激しく出血する。


「ナイト！」


　助けに来ようとするヨルをナイトは手で制する。とてもじゃないが、キョウシロウの猛攻に巻き込まれれば、ヨルとてなすすべ無くやられてしまう。そんな場所に彼女を呼ぶわけにはいかない。


　傷口を押おしつぶすようにくっつけ、強引に圧着して止血をした。痛みは全く消えていないが、自力ではこの程度が限界だ。そもそも手当をする余裕など微塵もない！


「動きが鈍ったぞ、小僧！」


　キョウシロウがたたみかけるように攻撃を仕掛けてくる。四方八方から剣がナイトめがけて発射され、その間かん隙げきを縫うようにキョウシロウ本人の攻撃。防御も間に合わないほど間断ない攻撃だ。


　ズガガガガガガガガガガガガガガガガ


　甲高い金属音と、硬い物の砕ける音が混ざった轟音が周囲を埋め尽くし、もはや自分以外のものを観察する余裕すらない。しかし、防戦ではどうしようもない。ナイトは気力を奮い立たせ、手にした剣に、魔力を流し込こんで強化しながら応戦する。


「ふんっ、いい加減終わりにしてくれるっ」


　キョウシロウが無数の『貫空』を放ちながら、間合いを離していく。


「光栄に思え。我が奥義をもってヌシを葬り去ってやるわっ！」


　そう叫んだキョウシロウは、手にした『万夫不刀バンプフトウ』を回転させ、その切っ先をガツンと、地面に叩きつけた。


　ナイトも何事かと立ち止まる。いつの間にか、キョウシロウの『千手センジユ』も収まっていた。


　キョウシロウは刀を地面に突き刺し、ニタリ、と笑った。悪あく魔まが生け贄にえを前にしたときのような表情であった。


「この技を使うと手加減ができんでな、ワシもここまでする気はなかったが、今回は特別じゃ。小僧の武ぶに敬意を表し、見せてやろう──〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉が奥義を！」


　ゴゴゴゴゴゴゴゴ


　キョウシロウの全身から、これまでの比でない量の闘気が放出されていく。大量の闘気は大気に、大地にまで浸しん透とうし、不気味な震しん動どうが周囲を巻き込んでいく。


「なにを、する気だ？」


　それは、わからない。でも、キョウシロウがこれまで使っていない必殺技を使うであろうと言うことは、予想できた。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ」


　キョウシロウの声にあわせ、『万夫不刀バンプフトウ』から漏れるオーラが強く、激しくなっていく。地面に白い光が吸い込まれ、小地じ震しんのように揺れ出した。ビリビリと空気が振動し、帯電したのか、火花が辺りを飛び交う。


　これは、マズイ、ナイトは本能的に悟った。これは、もはや防御をしても意味がない、辺り一帯を根こそぎ消し飛ばす規模の攻撃だ！


「ヨル、ナナ！　逃げろ！」


　叫び、ナイトは背中を向けて脱だつ兎とのごとく駆けだした。今はとにかく、逃げる以外に方法はない。ヨルたちもただならぬ気配に身の危険を感じ、ナイトに言われるまでもなく、キョウシロウから逃げている。


「逃げても無駄じゃ！　我が必殺の太た刀ちは、地平の彼方かなたまで全てを呑のみ込こむ!!」


　吠え、キョウシロウが、足を前に踏ふみ出した。地面に刺さった刀を引きずるように動かしながら、全力で走る。『万夫不刀バンプフトウ』が、切っ先で大地を砕きながら駆ける。


「〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉が奥義、『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』っっ！！！」


　叫びながら、キョウシロウが『万夫不刀バンプフトウ』を下から上へ、勢いよく振り抜ぬく。


　────光が、爆発した。


　キョウシロウが振り抜いた『万夫不刀バンプフトウ』の切っ先から、眩いばかりの光の奔流が放たれた。キョウシロウの足下の大地が悲鳴を上げるように砕け、そのまま奈な落らくまで届かんばかりの地割れが発生。地割れの間を輝く白光が走り、周囲の岩がん盤ばんを何メートルも持ち上げながら巨大な地割れが一直線に、ナイトたちを呑み込まんと迫る。


「クソッ！」


　さすがにこんなものをまともに食らって、生きていられるはずがない。ナイトは後ろを振り返る余裕もなく、全力で逃げた。


　すさまじい爆ばく風ふうと衝撃波。いくら必死に逃げようと、その膨大な破壊の嵐あらしはすぐに追いつき、たちまち視界は輝きに埋め尽くされ、轟音はうるさすぎてもはや音を認識することもできない。衝撃波に全身を引き裂さかれ、その勢いに吹っ飛ばされるような形で、暴風に巻き込まれた木の葉のように軽々吹っ飛ばされる──





　後にはなにも残っていなかった。





　元々激しい戦闘のせいでほとんど焦土と化していたのだが、キョウシロウの必殺はその地面をもう一度ひっくり返してしまっていた。


　半ば地面に埋もれていたナイトは、傷だらけの体でなんとか地面に這はい上がる。視界に入る全てが、廃はい墟きよだった。いや、廃墟ですらない。周囲にあった建造物は根こそぎ砕け散って、ガレキすらほとんど残ってない。ただ剝むき出しの地面が広がっているだけだ。


　視界の中央にあるのは、巨大な地割れだ。深さは何百メートルあるかわからないほど深く、底が全く見えない。幅はばは五十メートルはありそうだ。そんな巨大な地割れが、地平線の彼方まで伸びていた。街なんて、跡あと形かたもなく消し飛んでいる。ガレキも残骸も、なにもかもが吹っ飛んでいた。


　とんでもない破壊力だ。この惨状をたった一人の男が引き起こしたなど、とても信じられない。


　とにかく危ないところだった。魔力の全てを防御にさいて、ようやく防ぐことができた。直線的な技だったので直撃を避けるのは簡単だったが、余波だけでこの威力、直撃したらどうなるか、想像したくない。


　さすがはシチガイ・キョウシロウ。五聖竜最高と言われる男だ。その強さは想像を絶するレベルである。


「ヨル、ナナッ！」


　と、慌てて二人の気配を探る。魔力の気配をたどれば、二人の位置くらいは……


「くっ……ふはぁ！」


　と、地面から土に汚れたヨルが、ナナを抱えて這い出てきた。


「無事だったか！」


「……あまり今の状況を無事とは言いたくないわね」


　自じ嘲ちよう気味に言うヨル。


「わたしの防御壁だと、ナナと二人分カバーするには出力不足だったわ。その分負傷したらすかさず回復咒法を使って乗り切ったけど……魔力をかなり消費したわ。正直、これ以上長引くなら、もうすぐ魔力が底をつくわね」


　それは、深刻な事態だ。ナイトとてなんとか凌いだと言っても、現状まともに戦うのは厳しい状況だ。ヨルの回復咒法が使えなくなったら、ナイト達の進退は窮きわまるだろう。


　ヨルはそのまま魔乖咒で、ナイトの傷の手当をしてくれた。


「……もって後、数回よ。その後は、わたしの魔力が尽つきるわ」


「そうか……」


　フッ


　と、その時ナイトは違和感を覚えた。辺りが急に薄うす暗ぐらくなったのだ。


　空を見上げる。そこにキョウシロウがいた。腕うで組ぐみをして直立した姿勢で、キョウシロウはナイト達の頭上に浮ういているのだった。


「今の技は〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の奥義じゃが、一いつ騎き打うち向けの技ではない」


　キョウシロウはそう独白する。


「広域殲せん滅めつ奥義、『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』。万単位の敵軍団を打ち倒す技じゃ。見た目こそ派手じゃが、威力が拡散しておる。そのせいである程度の実力者なら防御可能なレベルになっておる」


「あ、あ、あ……」


　ナイトは、うめき声を上げた。声が勝手に口から漏れたのだ。傍らのヨルやナナも、絶句している。それほど目の前の光景が衝撃的だったのだ。


「じゃから『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』は一騎打ちにおいて、あくまで牽制にすぎん。本当の必殺技を使うための時間稼ぎ、目くらまし以上の意味はない！」


　ナイト達の上空には、大量の剣が浮いていた。キョウシロウの周囲に、大量の、数多あまたの、無数の、気の遠くなるほどの剣がある。見み渡わたす限りの剣が、果てしないほど、圧倒的にして絶望的な数量の剣が、剣が、剣が、剣が、剣が、剣が剣が剣が剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣……数える気も起きないほどの物量であった。


　空を埋め尽くす鋼はがねの煌めき。もはや数が多すぎて、背後にあるはずの空が微塵も見えない。いったいどれだけの数があるというのか、何千、何万、何十万、何百万、それだけの剣が、その切っ先を真下に向けて浮いているのだった。


　キョウシロウが頭上から、傲ごう岸がんな笑みを投げてくる。


「これを防ぐ手だてはない！　絶対抹まつ殺さつ奥義『無剣地獄ムゲンジゴク』、この街ごと消え去さるがいいっ！」


　宣告し、キョウシロウが、その太い腕を、上から下に、振り下ろした──


　ブバァァァァァッァァァァァァァァァァァァァァァァ


　圧倒的な、凄まじい金属音が周囲に轟いた。大量の剣が、ナイト達に襲いかかる。数が多すぎて、巨大な金属の壁が上から落下してくるようにしか見えなかった。


　一斉に、全ての、多量の、大量の、無尽蔵とも言うべき剣が、ナイトたちめがけて襲いかかってきた。


　まさに剣の集中豪ごう雨う。いや、違う、もはやそんな言葉で表現できるようなレベルではない。もはや視界の全てが鉄色によって埋め尽くされているのだ。それはまさに鋼鉄の瀑ばく布ふともいうべきものである。


　ただひたすら大量の剣が、後から後からひっきりなしに、一斉に落ちてくる。ただ単純に数が多いだけ、だからこそどうしようもない、絶対的な物量による攻撃。


　かわす？　とんでもない。どこへ逃げればいい？　前後左右上下、三次元のどの方向にも逃げ道など存在しない！


　防御するしかない。だが、どうやって？　これらはただの剣ではない。その表面に魔乖文字の刻まれた、おそらくは障壁無効の効果を持つ魔剣だ。ナイト達の防御壁など障子紙のように突つき破ってしまう。


　だが──他に方法はない。ナイトのすぐそばに、ヨルとナナがいるのは幸いだった。剣が到達する前に、二人をかばうことができそうだ。


　大丈夫──ナイトはそう思った。そう思うしかなかった。とにかくこの場を何とか切り抜ぬける！　切り抜ければ、ヨルさえ無事なら、どんな重傷でも回復できる！　なら、今は二人を守る！　ただそれだけだ。


　ヨルとナナの前に飛び出し、上空から降り注ぐ剣を、全身で受け止める。両りよう腕うでで頭をガードしながら全ての魔力を防御関係に回す。障壁は無効化されるため、肉体の耐たい久きゆう力りよくを限界まで高めるしかない！


　無数の剣が落下した瞬間、その衝撃に地面が爆発した。その爆発すらも呑み込むような大量の剣が、後から後から降り注ぎ、地上はたちまち鋼鉄の波によって埋め尽くされていく……


　────


　圧倒的な物量差による攻撃は数分に及んだ。さすがのキョウシロウも疲れたか、額に汗を浮かべ、呼吸をわずかに荒くして地上を見み下おろしている。視界に入る限りの地面が、大量の剣の残骸によって埋め尽くされていた。落下の衝撃でどの剣も一様に砕け散っているのである。あたかも地上は剣の墓場のような有様だ。


　鉄の海が地上に広がるその中央に──いた。


　そこだけ鉄の残骸がなく、直径五メートルほどの円を描くように、残っている。


　その中央に、ヨルとナナがいた。さすがに無傷ではない。二人とも全身切り傷だらけで真っ赤だ。だが、今の攻撃を食らってその程度ですんでいるとは、奇き跡せきに等しい。


　ただナイトはひどかった。


　二人を守るように仁王立ちになったナイトは、すでに人間の形をとどめてはいなかった。


　自分の脚でしっかりと立っている。だが、それはただ立っているだけに過ぎなかった。足の甲こうに深ふか々ぶかと剣が刺さり、地面に縫い止められているのだ。


　全身傷だらけ、満身創痍と表現することすら生やさしい有様だった。服は千切れ飛び、全身は自らの血ですでにどす黒く染まっている。だがそれだけではすまない。


　上半身、下半身問わず、体中に剣が突き刺さっている。まさにハリネズミだ。それどころか、手足は所々がえぐれ、肉が大きく欠けていた。いくつかは貫通したのだろう、胴体に穴が開いていて、背中側から正面を覗のぞくことすらできた。


　それがナイトの有様だ。常識的に考えて、生きているとは、とうてい思えなかった。


「ナイトッ！　しっかりしてっ！」


　ヨルの、絶叫。だがその声にも、ナイトの体はピクリとも動かなかった。当然だろう、むしろ立っていることの方が不思議だ。


「ふはははははは、さすがじゃ、小僧。立ち往生とは、敵ながら天あつ晴ぱれよ！」


　キョウシロウは笑いながら、ダンッ、と鉄の残骸の上に着陸した。その手に、『万夫不刀バンプフトウ』を構え直す。生き残ったナナとヨルに、トドメを刺さす気なのだ。


「ヨル姉様、先生ぇが大変ですよ～」


「わかっているわよ！」


　ナナとヨルもさすがにせっぱ詰まっていた。自分たちも重傷であったが、ナイトはそれを遥かに上回る傷だ。ヨルが治療せねば命はない。


「さっきからとっくに回復しているわ」


　ヨルが思わずそんな声を漏らす。実際キョウシロウの攻撃の間も、ヨルはナイトに回復咒法を使っていた。ナイトがかろうじて残っているのはそのおかげだ。でなかったら、ナイトもヨル達も、肉片すら残らず潰つぶれ消えていただろう。


　しかしそれでも、ヨルの、『闇ヤミ』の回復咒法をもってしても、ダメージの方が大きかった。ヨルが今手を休めれば、ナイトの風前の灯ともし火びというべき命は消える。しかしヨルの魔力もいまやほとんどスッカラカンだ。万事休す……


「さぁ、小娘ども。残りはヌシらだけじゃ」


『万夫不刀バンプフトウ』を手にした剣けん鬼きが、鋼の大地を踏ふみつけながらゆっくり近づいてくる。まずい、どうする、ヨルはとっさに思考を巡らせた。


「……ヨル姉さまはそのままでいるですよ」


　と、やはりこちらも血まみれで、固まった血で髪が変な風に捻ねじれたナナが、前に出た。


「ナナが時間を稼かせぐですから、その間に先生ぇを何とかして欲しいです」


「無茶よ、ナナ！」


「ヨル姉様が動けないなら、ナナ以外の誰が行くですか」


　いつになく強い口調のナナ。確かに、その通りだ。でも、ナナでは……


「今はナナにお任せするですよ」


　と、今度はナナがナイトとヨル、二人を守るように前に出る。キョウシロウが、口元を歪ゆがめて笑みを浮かべた。


「小娘、若干ヌシを見誤ったようじゃな。この絶望的状況でなおワシに立ち向かうとは、なかなかの肝きもっ玉じゃ」


　キョウシロウは、自分の肩がわずかに震えていることに気づいた。


「感じるわい。ワシに最終奥義『無剣地獄ムゲンジゴク』まで使わせたのは、先代の『万夫不刀バンプフトウ』に続いてヌシ等が二番目じゃ。この戦いはなかなか楽しかったぞ」


　キョウシロウが、『万夫不刀バンプフトウ』を振り上げる。


「じゃから今度こそ、確実に、ワシがこの手で全員あの世に送ってやる！」


「ですっ！」


　ナナとキョウシロウが、対峙する──





　──ナイトは、自分の意識がもうろうとしていることを漠然と感じていた。


　状況を、認識できない。ただキョウシロウの攻撃を受け止め──大ケガした、というところまではわかっている。その後がわからない、五感からの情報は遮しや断だんされ、ナイトはなにもない暗くら闇やみを漂ただよっている気分だった。


　そんなナイトの耳に、声が響く。


『ここまでだね』


　脳髄に響く、聞き覚えのある声。


『どうなるか見み守まもってたけど、さすがにもう限界だね。君だっていい加減諦あきらめがついたんじゃないかな』


　サクラリスの声？


『さぁ、ナイト君。まさか、まさかこの期に及んでまだ強情を張る気じゃないだろうね』


　サクラリスが言う。


『そろそろ降参するんだね。それで僕と友達になろうじゃないか。なにも心配いらないさ。友達になってくれるだけで、君になにかを強要する気は僕には毛頭ないよ。それどころか僕が君のためにいろいろと働いてあげようじゃないか。手始めにあの五聖竜達を片付けて君たちを助けてあげよう。考えるまでもなく魅み力りよく的てきな提案だと思うけどね』


　相変わらず、饒舌な割に平へい坦たんな声だ。


『さぁ、ナイト君。心の中でうなずくだけでいい。それで僕はすぐ動く。五聖竜なんかには指一本さわれないところまで、君たちを避難させよう。正直君以外はどうでもいいけれど、サービスで『闇ヤミ』や『歪ワイ』も助けてあげるよ。もちろん君たちのケガの手当もしよう。さぁ、君たちが助かる一番の、そしておそらくは唯一の方法だ』


　もはやナイトの思考はまとまらない。ただ漠然とした意識がたゆたうだけである。それ故に、サクラリスの言葉にも、はっきり答えられたわけではない。でも、一つの意識が、ナイトの中で強まっていく。


　──否いな


『なんだって？』


　──否、断じて否、まだ決着は、ついていない──


『本当に、これ以上君になにができるって言うんだい。さすがにこれ以上は無理だよ。無謀と勇気をはき違ちがえていないかい。僕だって感情の高ぶりが人間の能力を伸ばすのは知っているけれど、それでも、君と《斬壕の剣竜王》の間には力の差がありすぎる』


　そうかもしれない、ナイトは思った。けれど、だとしても、勝負はまだ決まってない。


『呆れたね。そんな我を通したところでなんになるって言うんだい？　このままだと犬死にだよ。それとも、そんなに僕とは友達になりたくないのかい』


　一瞬だけ、本当に一瞬だが、サクラリスの声に悲しみが混ざった気がする。しかし、意識のもうろうとしたナイトにはよくわからなかった。


　別にサクラリスのことが嫌な訳ではない。でも、サクラリスの提案は受け入れられない。なぜなら、その提案を呑んだところで、サクラリスが救われることは決してないからだ。


　そしてなにより──世の中には絶対に負けられない相手というものが存在する。


　相手がどれだけ強く、どれだけ反則的な能力を持っていようと、それは関係ない。だが、無関係な人間を平気で巻き込むような最低の人間を相手に、ナイトは絶対に負けるわけにはいかないのだ！


　──俺は、絶対に、負けない──


　ナイトはその一心で、意識を現実に戻した。





　──俺は、なんで立っているんだ？


　自分でも不思議だ。立っていることができる自分自身が、よくわからなかった。


　なんだか、さっきまで誰かと話していた気もする。でもそれも、そんな気がするだけで、はっきりしない。


　血でどす黒く歪んだ視界の中、すぐ目の前にナナの背中が見える。ナナが、正面に立つキョウシロウと対峙しているところだった。


　──ナナ？


　ナナが、キョウシロウと戦っている？　あの、絶望的な力を持つキョウシロウと……ナナは今、戦っているというのに、自分はなにをしているんだ！


　あぁ、そうだ。自分は、大切なものを、ナナやヨルを守るために、必死に戦ってきたのだ……なのに、今ここで彼女たちを戦わせ、ナイトはなにもせずに立っているだけか？


　違うだろう、清すが夢む騎人ないと！　お前は、ここで立ち止まるために戦ってきたのか？　否、断じて否だ。力がない？　でもお前はまだ立っている、立っているなら、まだできることがあるだろう！


　そうだ、自分には、自分には……





「……あ……ぁ……あ…………」


「です？」


　前に出ようとしたナナの肩が摑まれた。血まみれの手が、ナナの歩みを止める。


「先生ぇ……」


「ナイト！　ウソよ、動けるはずなんて……」


　ヨルが絶句する。血まみれで、体に未だ剣の突き刺さったナイトは、目を見張るヨルの前でゆっくりと動き出したのだった。ボロボロで、全身から滴したたる出血すら満足に止まっていない、にもかかわらず、動き出す。


「ほほぅ……さすがにこれはワシも感心するしかないわ。まだ動けるか」


　血まみれのナイトは、ゆっくりと動く。震える手で、両足に刺さった剣を引き抜く。抜いた衝撃で脚から水道のように血が流れ出て、全身から力が抜けた。


　崩れる体、無数の剣を全身に刺したまま、だがナイトは足を踏ん張り、倒れなかった。


　その状態で一歩、前に出る。視界などあってない様なものだ。出血のせいでまともに目が開けていられない。それでも一歩、また一歩、緩慢ながらも、自力で前に出る。


「その闘志は敵ながら天晴れ、まさに驚きよう嘆たんの至りじゃ。じゃが、それでどうする？　動けたはいいが、今のヌシになにができる？」


　────


『ナイト。おめぇに一つ技を教えてやる』


　ナイトの脳裏で、走そう馬ま灯とうのごとく、昔の記憶が蘇る。


『今のおめぇじゃとても使えねぇだろうけど、知ってて損はねぇからな。まぁ見とけ』


　ナイトの記憶の中、ナイトの最初の師し匠しようは、目の前に聳そびえる山を真っ二つにした。


『まぁ、こんなもんか……見た目が派手だけど、実際難しいこたぁねぇ。そうさな、おめぇでも、十何年か修行すりゃぁ使つかえるだろ』


　だが忘れるな、と祖父は付け加えた。


『俺の力じゃ、せいぜい小島一つを叩たたっ斬るのが限度だ。俺の師匠からの受け売りだが、大昔の達人は、この技で大陸一つ真っ二つにブッた斬ったらしい──けどな、こいつは牽制の技だ。実戦じゃ、目くらまし程度にしか使えねぇ』


　そんな強力な技が、どうして？


『こいつはな、でっけぇモンを斬る技だ。おめぇ、アリ一匹斬るのに斬ざん馬ば刀とう使うか？　できなくはねぇけど、そんなのは無駄だ。一ミリずれただけで、アリは無傷。こいつはそういう技だ。人間一人を斬るための技じゃねぇ』




[image: ]


　そういうものなのか。


『でも、こいつにゃ利点があってな、この技、実は自分の力があんまりいらねぇんだ』


　こんなに大きな技が？


『驚おどれぇたか？　こいつは自分の力じゃなくて、地ち脈みやくの力の一点を切っ先でつついて、竜りゆう脈みやくを解放するって技──ま、難しい理屈はいい。要はだ、剣を振り上げる力さえありゃ、死にかけの土ど壇たん場ばでも使える切り札になるってこった。ただし、その分刀の負担がでかくてな、どんな銘めい刀とうも一発で粉々になるって、剣士泣かせの技さ。ま、絶対折れない剣なんかがありゃぁ、問題ねぇけどよ』


　かかか、と笑う祖父。


『そんでよぉ、ナイト。実はこいつにゃもう一つの使い方があってな。どんな強ぇ奴でも絶対ぶっ殺ころせるって、ある意味裏うら技わざ的てきな使い方だな』


　────


「あ、あ、あ、あ、……」


　ナイトはうめきながら、ヨタヨタと足を前に進める。ガチャガチャ鋼を踏ふみしめて進み、ほとんど力の入らない右手の拳を握りしめ、ゆっくり、だが確実に、キョウシロウへ迫る。


「ふん、意識もまともになく、気力のみで動くか……小僧。たしかにヌシはワシには及ばん。じゃが、ヌシがワシの戦った相手で最も骨のある相手であったことを認めてやろう」


　キョウシロウがナイトに無造作に近づく。ヨルやナナは、固かた唾ずを呑んでナイトを見守っている。ナイトはふらつきながら歩き、ついにキョウシロウの目と鼻の先まで来た。


「小僧。貴様のしぶとさは、認めてやろう。じゃが、それでも最後に勝つのはワシじゃ」


　キョウシロウが、大上段に刀を振り上げる。ナイトを頭から竹のように真っ二つにする気だ。キョウシロウの技量と膂力ならば難しくないだろう。


　一方のナイトは、最後の力を振ふり絞しぼって、右腕を上げた。その拳を、前に突つき出す。


　コツン


　血まみれの指が、キョウシロウの厚い胸板にぶつかった。キョウシロウはかわしもしない。当然だ。ナイトはもはや、初歩の魔乖咒すら使えない。キョウシロウに傷一つつけられないのだ──


　チクリ


　キョウシロウの胸に小さな痛みが走った。針を刺したような小さな痛みだ。なにごとか、見ると、キョウシロウの胸に小さな切り傷があった。


　ナイトの血まみれの指の間に、鋭い金属片が握られていた。周囲に無数にある刀の残骸だ。その切っ先のカケラをナイトは拳の中に握りしめていたのである。


　意識もないはずなのに、無意識に握りしめていたのか──キョウシロウは驚嘆した。ナイトの闘志は、もはや少年のものとは思えない。この状態だというのに、ナイトはキョウシロウに手傷を負わせたのだ。


　最後の最後で一矢報いた形だが、ナイトの力ではそこまでだ。『万夫不刀バンプフトウ』の力でそんな傷はすぐにふさがる──キョウシロウはそのまま、トドメを刺そうとした。


「……ん……ち…………ぃ」


　ナイトが、震える声で何事か呟く。キョウシロウは、一瞬眉をひそめた。なんと言った？


「…ん……めぃ………はかい、けん」


　技の名を言い、ナイトはキョウシロウの胸に突き立てた刀の切っ先を引き抜いた。瞬間──


　ドバァァァァァァァァァァァァァァァ


「なにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!!」


　キョウシロウの絶叫、ナイトのつけた胸の傷が耐えかねたように崩壊。キョウシロウが、爆発した。体の内側から、圧倒的な、膨大な力が一気に噴ふき出だし、キョウシロウの肉体を弾はじき飛ばす。


「バ、バカなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　キョウシロウは絶叫して、自分の胸の傷を、たくましい腕で押さえようとする。だが、自分自身からほとばしる力の前に、両手の指が吹ふき飛んだ。


「ありえん、こんなバカなことが、あるかぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　ナイトは、最期に一瞬笑みを浮かべ、今度こそ精根尽つき果てたと、ガシャン、鋼の山の上で倒れた。


「ナイト！」


「先生ぇ！」


　ヨルとナナが、慌てて駆け寄っていく。





『強ぇ奴ってのは、自分の体にとんでもねぇ力をためてるもんさ。要は、パンパンにふくらんだ風船だな。強ぇやつほど限界超えてため込こんでやがる。だから、毛け先さきほど傷ついただけで、一瞬でパンッ、って弾けるのさ』


　おどけた調子で祖父は説明してくれた。


『ナイト。おめぇがとんでもなく強ぇやつと戦うとき、こいつを使ってみろ。『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』。こいつは相手の力を解放する技だ──まぁ簡単に使える技じゃねぇけど、稽けい古こしといて損はねぇ。そんで、どんな手でもいい。相手を針はり先さきほどでいいから、傷つけてみろ。そうすりゃぁあとは簡単、パンッ、てなもんさ』


　ナイトは、その教えの通りに戦った──ただ、それだけのことだった。





「ナイト、しっかりして」


　ヨルが慌てて介抱するが、ナイトの体は満身創痍よりもヒドイ有様だった。今の技の反動で、右腕の筋肉がズタズタに引き裂かれてしまっている。ヨルは慌てて応急手当を施していく。


「ごあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ、バカ、な、バカな、バカな、バカなバカなバカなバカなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　ワシの体を使って『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』を放はなっただとぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」


　胸の傷から吹ふき出す自分自身の闘気を抑おさえきれないキョウシロウは、全身がちぎれ飛びながら、絶叫していた。


「ありえん、こんなことは絶対に、ありえんっ!!」


　キョウシロウのあふれんばかりのパワーが、今は制せい御ぎよを失って暴走し、自分自身を傷つける最悪の結果となっていた。


「小僧ぉぉぉぉ、何故ヌシが、ヌシごときがどうして、『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』を使えるっ!!」


　文字通り、血を吐きながらキョウシロウは、鬼の形相で倒れるナイトをにらみつけた。


「ワシでさえ、このワシでさえ二十年以上かかったんじゃぞ！　毎日毎日、来る日も来る日も一日中剣を握り続け、数多の敵を殺し、食らい、屍し山ざん血けつ河がを乗り越え、修練の果てに修練を繰り返し、気の遠くなるような道の果てにようやくワシは、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉にまで上り詰つめたんじゃ！　なのに何故ヌシが、ワシより十以上も若い小僧が！　ただの魔乖術師ごときが！　ワシが二十年以上かかったその技をどうして使うことができるっ！」


　血走った目で、これまでにないほど殺意をむき出しにしたキョウシロウが叫ぶ。


「認めん、認めんぞ、ワシは絶対、ヌシを絶対に認めんぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」


　まさに血に飢うえた野獣のごとき顔で絶叫するキョウシロウ。


「こんな終わり方を、ワシは絶対に……」


　ドバァァァァァァァァァァァァァァン


　大爆発を起こし、キョウシロウは肉片すらも残さず、完全にこの世から消え去った。


　決着である。


　だが、ヨルもナナも、今の勝利を悦ぶ余裕はカケラもなかった。ヨルが必死に魔乖咒を使っているが、ナイトの傷がふさがらないのだ。


「ウソよ！　わたしの力でも治せない傷なんて！」


「ヨル姉様、ナナの魔力使うですよ～」


「魔力の問題じゃないわ」


　ヨルの魔乖咒は間違いなく発動して、ナイトの体を再生していく。だが、再生と同時に、ナイトの体は内側から崩壊していくのだ。どうなっている？　人間の体が崩れるなんて、常識ではあり得ない。これではまるで……まるで、魔宴の敗者のようではないか！


「いやはやまさかね、まさかこんな結果になるなんて、さすがの僕でも予想してなかったよ、驚いたね、まさしく驚いた」


　場違いな声が聞こえた。ヨル達のそばには、いつのまにかサクラリスの姿があった。


「今更何の用よ！」


　ヨルが、睨む。サクラリスは肩をすくめた。


「いやいや、僕は何度もナイト君に、助けようかって聞いたんだ。なのにナイト君は最後まで僕を拒絶したのさ。全く理解できないよ。確かに五聖竜を倒したことは認めるけれど、自分が死んだら意味がない、まったく無意味じゃないか」


「バカにしないで、ナイトは死んでないわ！」


「死んでるさ、死んでる。間違いなく死んでいるよ」


　サクラリスは至極あっさり告げた。


「その傷は、『闇ヤミ』、君でも治せないだろうね。ナイト君はね、この世の法則を破やぶったのさ」


　サクラリスが説明する。


「《斬壕の剣竜王》は間違いなくナイト君より強かったし、ナイト君は間違いなく瀕死、いや、最後はほとんど死んでいた。なのに、限界を超えて、動くはずのない体を動かして、自分では敵わないはずの敵を倒したんだ。それはこの世の法則をねじまげたということだよ。もちろんその代償は安くない。世界は法則の乱れを修正するために、異分子であるナイト君を排はい除じよしようとしている。『闇ヤミ』、君の力でいくら命をつなぎ止めたところで、それは無意味さ。なぜなら、世界の全てがナイト君を抹まつ消しようしようとしているんだからね」


「ウソよ、ナイト！　しっかりして！」


　ヨルはボロボロのナイトにすがるようにして、ついに泣き声を漏らした。ダメだ。魔力が足りない。これ以上は、魔乖咒を使うことすらできない！


「先生ぇ、死んじゃダメですよ～、ナナ、まだ、先生ぇに言いたいことあるです～」


　ナナも、涙を流しながらナイトを揺ゆさぶる。だがナイトはピクリとも動かず、二人をどこまでも拒絶するようだった。


「……本当、僕には理解できないよ」


　そんな三人を眺めて、サクラリスはそう呟いた。


　本当によくわからない。ナイトは自分が死んでまで戦って、なにがしたかったのか？　結果として勝てたからいいものの、現実問題ナイトが勝てる可能性は限りなく低かった。実際勝てたのは、あくまでナイトの運がよかったおかげだ。そんな不確かな戦いに命を賭け、負けていたらどうしたのだろう。


　それに勝っても、結局死んだら引き分けだ。なんの意味もない。サクラリスには不可解だった。


　ナイトにすがりついて泣く二人の少女を見て──ふと思った。まさかナイトは、この二人を守るためだけに、本当にそれだけのために戦ったのだろうか、だとしたらますます理解できない。


　ヨルとナナ、二人はナイトにとってあくまで他人に過ぎず、出会って一年にも満たないつきあいでしかないはずだ。そんな相手に、命を捨ててまで守る価値があるのか。理解できない。そもそもヨルやナナとつきあって、ナイトは危険に巻き込まれるだけで、なにか利益を得ていたわけではない。二人とつきあうメリットはカケラも存在しないのだ。サクラリスには本当に、心底、微塵も理解できなかった。


　──だから少し考え方を変えてみた。


　ナイトがもしサクラリスに助けを求めていたらどうなった。サクラリスは宣言通りナイトを助けただろう。そして──どうなっただろうか、サクラリスとナイトは友達になって、親しくなる。それだけだ。友人とは親しい間あいだ柄がら、その知識はある。親しくなって、後は互いのどちらかが死ぬまでその関係が続けばいい、そんな風にサクラリスは考えていた。具体的にしたいことがあったわけではないので、明確な未来のビジョンはない。


　でも、もしナイトとサクラリスが友達になって──もし、実際はありえないけど、万が一──サクラリスが何者か、とんでもなく強い奴と戦うことになって、死にかけたら、ナイトは今回みたいに、命を捨ててまでサクラリスを助けるために戦うだろうか。


　サクラリスには、よくわからなかった。サクラリスでも勝てない相手に、ナイトが敵うはずがない。でも今日のナイトを見ていると、絶対に勝てないわけではない気がするのだ。限りなく０％に近くても、完全な０ではない。ナイトは決して諦めず、何度も立ち向かう気がするのだ。


　サクラリスには、やっぱり理解できない──でも、もし、もしだけど、もし、そんな未来が来て、ナイトが自分のためにそんな風に必死になってくれるのなら──それは、もしかしたら、サクラリスにとって望ましい未来であるのかもしれない。


「……どきなよ、『闇ヤミ』」


　サクラリスはヨルの背後から手を伸ばし、ナイトに手のひらをかざした。


「なにをするの!?」


「落ち着つきなよ。ナイト君を助けたくないのかい」


　サクラリスは淡々としゃべりながら、魔乖咒をナイトに向かって使う。ナイトが、淡い輝きに包まれると同時に、その体の崩壊が止まった。


「どういうこと？」


「僕の魔乖咒は『異イ』。『異イ』とは、ものごとの境界を操る魔乖咒だ。世界がナイト君を抹消しようとしているならば、ナイト君を世界から切り離はなせば崩壊は止まる──さぁ、今のうちにナイト君の治療をすませるんだね。その間に世界の乱れを僕が修正しておこう。そうすれば、ナイト君は助かるはずさ」


「本当ですかっ!?」


　ナナが驚いた声を漏らす。


「僕はウソをついたことがないのさ、本気になったこともないけどね」


「なんであなたが、ナイトを助けてくれるの？」


「正直言えば、僕がナイト君を助ける義理なんてカケラもないよ」


　サクラリスは答える。


「ただ……そうだね。こうしたほうが僕にとっての利益になりそうだからかな」





　──ナイトは、目を覚ました。気づけば、体は治っていた。服はボロボロであるが、外傷は消えている。


「ここは？」


「ナイト、意識が戻もどったのね？」


「先生ぇ、よかったですよ～」


　と、起き上がったナイトにヨルとナナが抱だきついてきた。ナイトは周囲の状況を見回して、ぼんやりとだが、自分の行動を思い出した。


「そうか……俺は、キョウシロウを倒したのか？」


「そうさ、ナイト君」


　なぜかナイトたちのすぐそばにサクラリスがいた。サクラリスはナイトの前に立って、静かに告げた。


「君の勝ちだ、ナイト君」


　ナイトには、その言葉の意味がわからなかった。だから、思わず間抜けな声が漏れた。


「……はぁ」


「賭は君の勝ちだというのさ、ナイト君。まさか忘れたわけじゃないだろう」


「あぁ……そういえば、そんなのもあったっけ」


「なんだって」


　サクラリスは初めて驚いたような顔になった。


「まさか、本気で君は忘れていたのかい」


「忘れてたって言うか……とにかく必死で、そんなこと思い出すヒマもなかった」


「呆れたね、君は」


　本当に呆れたように、サクラリスは呟く。


「でも賭は賭だ。さぁ、君の命令を一つだけ聞こう。約束は、僕は守ることにしているんだ。なんでも聞こう。ただ命令を百個にして欲しいとか、あまりくだらない命令をして欲しくはないけどね」


「あぁ、そうだな」


　ナイトはとりあえず立ち上がり、体が治っていることを確認してうなずいた。


「それじゃぁ、俺の命令は一つ……俺と友達になろう、それだけだ」


「…………」


　サクラリスは頭を抱えた。


「待って欲しい、待って、そう、少し待って欲しいね、ナイト君……あぁ、やっぱりわからないよ。僕にはさっぱりわからない。いったいぜんたい君は、結局なにがしたかったんだい、僕には理解できないよ」


　ナイトは、言葉を選びながら答えた。


「俺は、正直言えばお前のことをよく知らない。知らない相手といきなり親しくするってのも難しい話だ。でも、親しくなるための手段として友達になるっていう考え方もあると、俺は思う」


「ますますわからないね。なら最初から、僕の提案を拒絶する理由がないじゃないか」


「それは俺とお前の友情観が違ったからさ」


　ナイトは答えた。


「お前が人間関係と利害関係を同一視しているのは──それはおかしいと思った。特に友人関係とか、そういうのは損得勘定じゃないと、俺は思う。利用価値があるから友達になるとか、窮地を脱だつするためだけに会ったばかりの人間と友達になるとか、そういうのは変だ。だからお前の提案はそのままだと受け入れられなかったんだ」


　サクラリスはもう一度頭に手を当てた後──頭を振った。


「やっぱりわからない。それで君は結局、なにがしたかったのさ」


「お前と友達になるのは、別になってもかまわないって気持ちではあった。ただ俺は、お前が『天テン才サイ』だから、お前に利用価値があるから、お前とつきあうと得だから、そういう理由で友達になるとは思って欲しくなかった。だからお前の提案を拒絶したんだ」


「ナイト、本気でいいの？」


　ヨルは呆気にとられた顔でナイトを見ている。ナイトははっきりうなずいた。


「あぁ、最初からそういうつもりだった」


「……言っておくけど、わたしはそんなの納得できないわよ。そもそも『天テン才サイ』は、信用できないわ」


　サクラリスの顔をちらりと見た後、ヨルはそっぽを向いた。


「でも……」


　ヨルは付け足す。


「まぁ、わたしはナイトのことは信じているし、そのナイトが友達になりたいって思う相手がいるなら、そのことに余計な口は出さないわ」


　わかりにくいけど、ヨルも文句はないらしい。


　サクラリスは、周囲を見て、もう一度首をかしげた。


「ナイト君。これが君の望んだことでいいのかい」


「あぁ、そうさ」


　言って、ナイトは手を前に出した。サクラリスは、首をかしげた。


「なんだい、これは」


「いや、友情の握あく手しゆさ」


　……口で説明すると結構恥ずかしいものだった。サクラリスは無表情に、ナイトの手を見つめていた。ナイトはそのままサクラリスの手をつかんでやろうとしたが、その手はサクラリスを素通りした。


「あぁ、なるほどね。利き手を預けるのは、相手を信用した証ってことだね」


　言って、サクラリスが手を伸ばす。今度こそナイトはサクラリスの手をつかんだ。思っていたよりも小さなサクラリスの手は体温が低く、ひやりとした感覚だった。


「さぁ、これでいいかい、ナイト君」


　手を離しながら、サクラリスは言う。


「これで僕らは友達ってわけだ」


「そうだな」


　サクラリスは不思議そうに、自分の胸を叩いた。


「なんだか妙な気分だね。結局は僕の思い通りになったはずなのに、なんていうか、君に一いつ杯ぱい食わされた気分だよ」


「そんなことはないさ」


　ナイトは曖あい昧まいに笑って答える。サクラリスは、まぁいいか、と呟いた。


「まぁ僕の第一目標は果たせたし、とりあえずは帰らせてもらうよ、僕は」


　サクラリスがそう言って、ナイト達に背を向ける。


「行くのか？」


「そうだね。他にもやることがあるからね。でもまぁ、そんなに遠くないうちに戻ると思うよ。その時にはいろいろおみやげを持って来きてあげるさ、友人のナイト君」


「そうだな、サクラリス」


「……サクラリス、って呼び方はイマイチかな。友人なら愛あい称しようで呼び合うものだよね」


　愛称？


「僕のことはサクラと呼べばいいよ。その代わり僕は君のことを、『ナイっぺ』と呼ばせてもらおう」


「いや……その呼び方はないだろ？」


『ナイっぺ』って……そんな呼ばれ方初めてだ。


「気に入らないかい。この国風の愛称を考かんがえたんだけどね……なら『ナイっち』にしよう」


「それもやめてくれ」


「なら『ナッパ』だね」


「ハゲオヤジみたいな名前だ……普通にナイトでいい」


「うん、まぁ、愛称はそのうち決めればいいかな。それじゃぁ、おいとまさせてもらうよ、ナイト君」


　そう言ってサクラリスの姿はあっさりと、かき消すように消えた。


「……これで本当によかったの、ナイト？」


　ヨルが、聞いてくる。


「サクラリスは結局は『異イ』の魔乖術師で、敵なのよ？　少なくとも、魔ま宴えんの決着をつけるまではね」


「そうだな……わかっているさ。けれど、俺にはどうしても、あいつのことが見み捨すてられなかったんだ」


　ナイトは思い出した。ナイトを悲しそうに見つめる、サクラリスのあの目を……


「あいつは本心がわからないけれど、実際は友達をほしがっている小さな子供みたいな感じがするんだ」


「……まぁいいわ。現状、今すぐ『天テン才サイ』との戦闘を行うわけにもいかないしね」


　ヨルは首を振って息を吐いた。


「あら、そう言えば、ナナは？」


「？　近くにいないのか？」


　二人は周囲を見回した。どこまでも破壊し尽くされ、鉄の残骸で埋うまる、悪夢のような廃墟が広がるだけだった。


「……とりあえずは、この事後処理をしないとね」


「だな」


　二人は今後を想像して、重い溜息をつくのだった。






　エピローグ　誰だれが誰より強く、誰より弱いのか







　──赤霧市の外れ、廃墟の片隅。


「はぁ、はぁ、ぜぇ、ぜぇ……おのれ、小僧めぇぇぇ!!」


　ガレキだらけの廃墟にうずくまるのは、キョウシロウであった。


「クソ……まさかこれほどだったとは」


　ナイトによって倒されたキョウシロウは、体が内側から爆発四散するという壮そう絶ぜつな死に方をした。通常なら、それで確実に死んでいただろう。


　だが〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の一つ、『万夫不刀バンプフトウ』の力はその程度で終わらない。細さい胞ぼうも残さず消し飛んだはずのキョウシロウを、こうして再び復活させたのだ。


「さすがに……全快まで、いかんか……」


　胸の傷は、未だ完治していなかった。あらゆる傷を癒す『万夫不刀バンプフトウ』といえど、さすがに跡形もなく消えた人間を何度も再生するのは骨なようだ。


「じゃが、あの小僧どもにトドメを刺すくらいなら、十分じゃ」


　ふらつきながら、立ち上がるキョウシロウ。その目にはギラギラと、狂気にも似た異様な光が宿っていた。


「認みとめんぞ……ワシは、認めん。あんな小僧如きに、ワシが負けるものか！」


　そうだ、キョウシロウは、自分の強さに自信があった。実力で言えば、ナイトより自分の方が上だ。なのに負けるなど、あってはならない。そうだ、油断しただけだ。あれはあくまで油断しただけ。今度こそ、全ての奥義を使い、ナイト達を始末する！


「まだじゃ、ワシはこの程度では終わらん……魔ま乖かい術じゆつ師どもめ、今度こそ皆殺しじゃ」


「いや、それは勘かん弁べんして欲しいな。お引き取り願おう」


　その声に、キョウシロウは振り返った。廃墟の影の向こうに、太陽を背に立つ小さな人影があった──ナナである。


「誰かと思えばヌシか、小娘。ノコノコワシの前に来るとは、そんなに死に急ぎたいか」


　キョウシロウはふらつく体をむりやり支え、震える手で『万夫不刀バンプフトウ』を構えた──ダメージはまだ、完全には消えていない。しかし、小娘一匹始末するには十分すぎる。


「『万夫不刀バンプフトウ』。持ち主の望む無敵の肉体を与える刀か……その再生力は桁外れだ。細胞の一片すら残らず消し飛んだというのに、その状態からも復活できるか」


　ナナが、低い声で呟く。


「やはり脅威だな。無論君自身でなく、その刀の方の意味だが──今回もやはり、私が出で張ばるしかないようだな」


　ナナが言う……変だ、キョウシロウは感じた。


　この少女は、こんなに落ち着いた物腰だっただろうか？　もっと年相応の口調で、天真爛漫な様子だった。だが今の様子はなんだ？　完全に落ち着き払はらって、むしろ貫禄すら感じるほど威い風ふう堂々とした気配だ。キョウシロウと対峙してもまったく物怖じせず、むしろ挑む様な眼差しをしている。


　静かに、ナナが髪留めを外した。束ねられていた髪が背中で大きく広がる──そして、赤い眼差しをキョウシロウに向けた──それだけでキョウシロウは、相手の底知れぬ気迫を感じ取った。


「小娘……ヌシは、何者じゃ？」


「……今回は、驚いたよ。私としたことが、久々に驚いてしまった」


　ナナは、キョウシロウの言葉を無視して勝手な言葉を吐く。


「なにが驚いたというと、この私が恐怖を覚えたことだ。まさかこの私が、今更そんな感情を持ち合わせていたとは本当に、自分自身に驚いたよ」


　ナナはその小さな手を、静かに自分の胸に当てた。


「戦い続けて二十年足らずの人生。絶望的な戦いは何度も経験した。私より強い相手など何人もいたし、死線だって数え切れないほどくぐり抜けてきたよ。絶たち端ばなのクソジジイと真剣勝負したときはあのジジイ本気で殺そうとしてきたし、吸きゆう血けつ皇こう鬼きの神祖を相手にしたときは実際生死の狭間をさまよった、巨きよ神じん竜りゆうの絶ぜつ滅めつ種と戦ったときは心底絶望せざるを得なかった──それでも私は、今まで恐怖など感じたことはなかった。たとえ自分が無惨にのたれ死にそうな状況になっても、そんな状況を怖いとさえ思わなかったよ」


「なにが言いたい？」


　キョウシロウの問いかけを気にすることなく、ナナはマイペースに話を続けた。


「そんな私が、今回ばかりは怖かったよ──ナイト君が、死にかけたときはな。私の予想以上に成長したのは確かに嬉しいが、今回はやり過ぎだ。世界そのものに拒絶されては、今の私では助けてやることさえできん──本当に肝を冷やしたよ。癪しやくな話、『異イ』がいなかったら本当に、どうしようもなかったかもしれん」


　ナナが、鮮血のように赤い眼差しでキョウシロウを睨む。


「──だから、今ここで君を倒しておくことにした」


「ヌシの話はわからん。どういう理屈じゃ、それは？」


　キョウシロウが呟く。わざわざナナの話を律儀に聞いているのは、わけがある。少しでも時間を稼げば、その分『万夫不刀バンプフトウ』がキョウシロウの傷を癒してくれるのだ。


「ナイト君もこのまま成長すれば、遠くないうちに君を超えるくらいになるだろう。だが現状は、君の方が遥かに強い。もう一度君とナイト君が戦えば、今度こそナイト君が負ける公算が高い──私としてもあんな気分になるのは一度で十分だからな。確実に、ここで君を始末することにした」


「ほほぅ、ずいぶんデカい口を叩くもんじゃ」


　キョウシロウは呟き、刀を斜ななめに構えた。


「なにが言いたいかは結局わからんが……早い話、ワシに殺されたいということじゃな」


『貫空』


　空間を斬り裂きながら、刃がナナに伸びる。


　だがナナはその場から動かず、素早く首をひねっただけだ。それだけで、キョウシロウの攻撃は空振りした。


「運良くかわしたか！」


　キョウシロウがさらに立て続けに、『貫空』を放つ！　しかしナナは踊るような脚さばきで素早く動き、小こ柄がらな体でわずかな攻撃の隙間をくぐり抜けていく。


「チョコマカと！」


　キョウシロウが両手をふるって、虚空に剣を生み出した。数十本の剣が弾だん丸がんのごとく、ナナめがけて射出される！


「ふっ」


　ナナは短く息を漏らし、手を横なぎに振るった。ナナに激突寸前の刀の刀身を叩き、その方向のベクトルが歪み、別の剣とぶつかって、砕けながら地面に落ちた。


　ナナは目にもとまらぬ速さで両手を動かし、今と同様のことをこなして、全ての剣を叩き落としていった。


「いい気になるな小娘ッ！」


　しかし、この攻撃さえも牽制だ。本命とも言うべきキョウシロウ本人の攻撃。まさに一瞬の出来事。瞬まばたきした瞬間にキョウシロウはナナの鼻先の距離にまで迫っていた。その距離で、『万夫不刀バンプフトウ』による必殺の斬撃を、放つ！


　だが空振りだった。ナナの姿が、キョウシロウの目の前から消えた。


「なに！」


「どこを見ているのかね？」


　横手から声。キョウシロウは、息を呑んだ。キョウシロウの手の中にある『万夫不刀バンプフトウ』。その刀身の上に、ナナは立っているのだった。信じられない。キョウシロウの神速の居い合あいを見抜いた？


　ナナが刀身に立ったまま、キョウシロウのあご先を蹴る。だがキョウシロウとて間抜けに攻撃を食らいはしない。ナナを振り落としつつ後退し、体制を整えて、前に出る。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ！」


　野獣の咆哮。闘気と殺気をみなぎらせ、キョウシロウは疾風のごとく駆ける。


　だが、ナナも負けてはいない。キョウシロウが速くなれば速くなるほど、ナナは動きを最小限にとどめながら確実にキョウシロウの攻撃を見切り、ギリギリを回避していく。


「うがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　業を煮にやしたか、キョウシロウが力任せの一撃を叩き込んだ。ナナは跳躍して回避。切っ先が地面にぶつかり、その部分の土が爆はぜて土つち柱ばしらがあがる、恐ろしい怪力である。


「どこへ行った、小娘！」


「ここだよ」


　キョウシロウが背後を見ても、誰もいない。頭上を見上げると、そこにナナがいた。ガレキの壁に立って、ナナはキョウシロウを見下ろしているのだった。


「……一つ尋ねるが、君はもしかして今まで負けたことがないのではないかな？」


　ナナが立っているのは壁である。倒壊して傾いてはいるが、それでも垂直に近い角度のある壁だ。間違っても人間が乗れるはずがない壁へき面めんに、重力の法則を無視するようにして、ナナは二本の脚で直立しているのだった。


「なんじゃと？」


　ナナを見上げて、キョウシロウは首をひねる。


「少し気になってね。君は今まで誰かに負けたことがあるのかね？」


「……生まれてこの方不敗じゃ」


「だろうな。君の戦い方は、そういう者の戦い方だ」


　ナナが、肩をすくめた。


「実際のところ、無敵不敗なんていうのはそうそうありえない話なのだよ。本当に不敗と呼べるのはこの世でただ一人……本物の、この世で最強の存在だけだ。だが私は君以外にも不敗と名乗る連中を、少なくとも数十人は知っている。おかしな話じゃないか。なんでそんなにいるのだろうな」


「…………？」


　キョウシロウは、饒舌なナナの真意を測りかねて、黙って相手の話を聞くことにした。


「まぁ簡単な話だ。実際のところ、そういった連中はそれまで自分より強い連中と戦ってこなかっただけの話だ。だから負けなかった、ただそれだけのことだ」


「あいにくじゃな。ワシはこれまで数多の強敵を倒してきた。死にかけたことだって何度かある。じゃが、最後に勝つのはいつもワシじゃった」


「結局のところだ、不敗という連中は大別すると二通りの人間しかいない──つまり、弱い者イジメが得意な奴と、負けない戦い方しかしない奴、この二つだ」


　ナナが指を二本立てる。


「君の場合は圧倒的に前者だな。君は自分より弱い奴としか戦ってこなかった……イヤ、違うか。たぶん君は、自分より強い相手と出会わなかった。出会うのを無意識に避けてきた、と言うべきか。いや、なかなか素晴らしい戦法だ。やろうとしてもできることじゃない。ある意味君は、一つの到達点に来ているのだろうな」


　ナナは首を振った。


「でも、ここまでだ。君はここで終わる。この先には、進めない」


「ふざけるな、小娘。ヌシ如きになにがわかる！」


「わかるさ。君みたいな人間は何人も見てきた──君くらい強かった奴は初めてだがな」


　嘆息するナナ。


「君は、自分より弱い相手を確実に押しつぶす戦い方しか知らない。自分より強い相手と対峙したとき、どう戦えばいいか知らない、いや、知る必要がなかったのか──それが君の不運だな。知らないままこの私と対峙してしまったということが」


「ほざけ、小娘！」


　キョウシロウが、手を振る。再度、無数の剣を生み出す。今度は数百以上。四方八方から一斉に、ナナに襲いかかる！


　ナナの立っていた壁が、一瞬で粉ふん塵じんと化した。しかしナナは、その攻撃よりも速く飛んでかわしている。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ！」


　ナナはこれまでのキョウシロウの攻撃を、全て流している。認めるしかない。ナナの実力はかなりのものだ。キョウシロウも、遊び気分では勝てないと悟っていた。


『貫空』を立て続けに放ち、ナナを牽制。キョウシロウが攻撃するたびに大地が砕け、周囲の地形が瞬く間に変貌していく。だが、ナナに攻撃はかすりもしなかった。


　構うものか！　『貫空』も所詮牽制。大技を使うスキを作るための時間稼ぎでしかない！


「受けてみるがいい、小娘！」


　ガヅン


　キョウシロウは満身の力で、『万夫不刀バンプフトウ』の切っ先を、地面に突き刺した。


「〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉が奥義っっ！」


　絶叫と共に、大地を砕きながら駆け出す。


「『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』っっ！！！」


　大地が、爆ぜる。


　周囲の廃墟を文字通り呑み込みながら、周辺一帯の地じ盤ばんがひっくり返っていく。巨大な大地の津つ波なみが、ナナ一人を呑み込まんと牙きばをむく。


「『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』か──強力な技であることは認めよう。だが、失敗したな。君はここでその技を使うべきではなかった」


　輝く白い光の刃が、地割れを引き連れ、ナナを地盤ごと消し去ろうと迫ってくる。だが、ナナはかわすそぶりはおろか、防御するそぶりも見せず、腕を組み、眼前に押し寄せる一撃を、仁王立ちのまま見み据すえた。


「君は確実に私を倒す必殺を使うべきだった──こんな見みせかけだけの技、私には時間稼ぎにもならん」


　呟きながら、ナナは右足を持ち上げた。スカートがめくれるのも構わず、ナナのつま先は自身の頭よりも高い位置まで上り、そこで止まる。


「竜脈解放前に穴を塞げば、こんなものは容易たやすく完かん封ぷうできるっ！」


　バァァンッッッ！！！


　ナナの脚が、地面を思いっきり踏みつけた。


　ありえないほどの轟音が響いた。白い光が太い柱のようになって、周囲の岩盤ごと空めがけて突き伸びる。ナナの小さな脚は、地面を崩ほう落らくさせかけるほどの大穴を穿うがち、キョウシロウの放った天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケンは、そこで止められた。


「…………は？」


　今度こそ、キョウシロウは、開いた口が塞ふさがらなかった。


　間違いなくキョウシロウは今本気だった。全力の奥義の一撃を、この少女は、ただ、脚で踏みつけただけで止めてしまったのだ！　地面は周辺の建造物ごと根こそぎ吹っ飛び、巨大な地割れが、ナナの眼前まで伸びている。だが、ナナが立っていた位置より背後は、扇せん状じように浅く地面が凹へこんだのみ、衝撃の大半は、ナナ一人の力で受け止められてしまった。


「これで終わりかな？　こんな技では、私に傷一つつけられんよ」


　静かに、ナナが尋ねる。ナナの体には、傷一つない。


「うあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　キョウシロウは、絶叫した。なんだ。なんなのだ、この小娘は！　これほどまでの実力を持つとは、完全にキョウシロウが見み誤あやまっていた。こいつは、強敵だ。キョウシロウを殺しかねない強敵！　一刻も早く殺さねばならない！


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣剣……キョウシロウの絶叫にあわせ、周囲を無数の剣が埋め尽くしていく。何千、何万、何十万、何百万……数える気にもならない膨大な剣が、視界を全て塞いでいく。


「『無剣地獄ムゲンジゴク』っっ!!」


　────


　鋼の塊が、ナナを呑み込んだ。凄まじい大音声と共に、なにもかもを、根こそぎ、根絶やしにしていってしまう、純粋な数の暴力、キョウシロウの切り札が、ナナの小さな体を完全に押おし潰つぶしてしまった。


「はぁ、はぁ……ふはははははは、小娘が！　生意気な口をきくからこうなるんじゃ！」


　鋼の残骸の山を前に、キョウシロウは高笑いをした。興奮しすぎたせいか、武者震いが止まらない。ナナは間違いなく強敵だった。だが、それでも結局は、キョウシロウの敵ではない！　剣の複製に加えて、不死身の異能を得た〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉のシチガイ・キョウシロウに死角はない！


「こうなる？　どうなるのか、教えて欲しいな」


　がちゃり。鋼の山から、小さな手が飛び出した。キョウシロウは、声にならない悲鳴を漏らした。


「まぁ、これもハッタリの効いた技だ。私わたし一人を倒すのに何万本の剣が必要なのかね？」


　立ち上がり、鋼の残骸の上から、キョウシロウへ近づいてくる。


「見ての通り、私は小柄だ。私の体に隙間なく剣を突き刺していったとしても、そうさな、数百本くらいが限度だろう。それでもう、突き刺す場所がなくなる。それ以上の本数は明らかなオーバーキルさ。つまり体に突き刺さる最初の数百本さえいなせば、他の剣は無視しても問題ない。そうなればこの技を完封するのも容易い」


　ナナはそう言って、背後の剣の残骸を見た。


「最初に飛来した数百の剣をいなして、自分の周囲に壁を作っていく。強度的に、同じ剣なのだから防ぐことは不可能ではない。なにしろ材料には事欠かない。素早く動けば、自分の身を守る鋼の壁を瞬時に形成できる。数が多すぎたのが仇あだになったな」


　バカな！　『無剣地獄ムゲンジゴク』はそんなに生やさしい技ではない！　四方八方から一斉に襲いかかる無数の剣。その速度は音速を超え、人間に認識できるレベルではないのだ！


「……一つ訂正しよう」


　静かに、ナナが言う。


「先ほど私に傷をつけるのはムリと言ったが……今のは少し痛かったな」


　何気ない口調で言うナナ。


「あぁそうだな。今の技は何とか防げたが、少しばかり、いや、かなり痛かったよ」


　ナナは、自分の腹部を指さして言った。


「片腹がね」


　ナナがニヤリと笑う。


「ついでだ。いくつか教えてあげよう。わたしは君みたいな人間を見ていると哀あわれみを覚えてね、つい饒舌になるんだ」


　ナナが、言葉を失ったキョウシロウを指さす。


「まず、君は自分の震ふるえを武者震いと言っているが、それは違う。たぶん、君は今まで感じたことがないのだろう。だから勘違いしてもしかたないが──それは恐怖からくる震えだ。体はちゃんとわかっているのだよ、自分が誰より強くて誰より弱いかということを」


　キョウシロウは、小刻みに震えていた自分の腕を押おさえつけた──反論する気にもなれなかった。


「そしておそらくこれも知らないだろう。君はどうも、剣の道を極めたと勘違いしているようだが──それは間違いだ。君は確かに〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の一人、『万夫不刀バンプフトウ』の以前の持ち主を倒したのかもしれない。だが、それはあくまでスタート地点に立ったにすぎん」


　ナナが、『万夫不刀バンプフトウ』を指さして言う。


「〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉は、確かに強い。私としても戦いたくない相手の筆頭だな。だが連中の中にも序列がある。十五人の、まぁ強さの順番のようなものだ。こいつがクセモノで、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉同士であっても序列が一つ違うだけで強さに雲うん泥でいの差がある」


　そして、ナナは告げる。


「君が手に入れた『万夫不刀バンプフトウ』は、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の序列十五位、最下位だな。君は今、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の入り口に足をかけたレベルだ。そしてその先に、進むことはできん──なぜならば、私と出会ってしまったからだっ！」


　瞬間、ナナの姿が消えた。


　いや、消えたわけではない。一瞬だけキョウシロウが息を呑んだ瞬間、その一瞬のスキで、ナナはキョウシロウとの距離をつめていた。気づいたときには、ナナはキョウシロウの頭上の位置にいた。スカートを翻ひるがえらせ、右脚を天に向けて真っ直すぐ振ふり上げている。


　カカト落としか、キョウシロウは悟った。恐るべき瞬しゆん発ぱつ力りよくだった。今まで立っていた地面を踏み砕く力で飛び出し、キョウシロウでも反応できないほどの速攻を決めてきたのだ。




[image: ]


　だが、キョウシロウはギリギリで反応できた。攻撃を、防御する。人体で最も硬いカカトによる攻撃、カカト落とし。肉弾戦として、その威力は驚きよう異い的てきだ。身体能力の強化された前衛タイプの魔乖術師が使えば、戦車だって叩たたきつぶす威力がある。


　だが、キョウシロウは手の『万夫不刀バンプフトウ』を構えた。右手で柄を、左手で刀身を支える。これでガードは完璧である。なぜなら、『万夫不刀バンプフトウ』は〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の一つ、いかなる力をもってしても決して壊れない。すなわち、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉とは最強の剣であると同時に、最強の盾でもあるのだ。


　ナナのカカト落としをガード後、すぐに反撃に出る。攻撃の直後ならば、どんな達人も必ずスキができる。そうだ、最後に勝つのはこの……


　ゴガンッ


　キョウシロウの思考は、そこで途と絶だえた。


　……な…………なにが、起きた？


　キョウシロウは自分の目の間に、ナナの脚が存在するという奇き妙みような状態を認識しながら、後ろにゆっくりと倒れていった。どういうわけか、視界が真っ赤だ。


　おかしい……『万夫不刀バンプフトウ』でたしかにガードをしたのに……


　キョウシロウは、手に握った『万夫不刀バンプフトウ』を確認した。最強の刀は、その刀身に一ミリの歪みすらない、その刀は確かに、ナナの必殺の一撃を受け止めてくれていた。


　だが、キョウシロウは受け止めることができなかったのだ。


　腕が、全く動かない。


　上じよう腕わんの筋肉の筋が残らず破は裂れつして、内側から飛び出ている。肩が脱だつ臼きゆうして、骨が、分厚い肩の筋肉を突つき破り、皮膚を食い破って飛び出しているのが、わかった。


　あぁ、確かに『万夫不刀バンプフトウ』は最強の盾。ナナの攻撃を受け止めることができた。だが、『万夫不刀バンプフトウ』を支えるキョウシロウの肉体の方が、耐えきれなかったのだ。


　──こんな、こんな人間が、本当にいるのか!?


　キョウシロウは薄れゆく意識の中で思った。


　とんでもない強さだ。単純に、力が強いとか、動きが速いとか、そんなものが問題なのではなく、理り不ふ尽じんなほど、絶対的に強い、その力は、まさに『最サイ強キヨウ』の名にふさわしい。キョウシロウとて歴戦の戦士だ。だからこそ、その絶望的なまでの実力の差をはっきりと感じることができたのだ。もう、再戦しようとか、復ふく讐しゆうしようとか、そんな考えなど思いつかないほどの致命的な力の差だ。


　キョウシロウの攻撃は、全て防がれた。絶対の自信があった奥義すらも全く効かなかった。その上相手の攻撃をかわすことも、防ぐことすらできずに一撃で倒された。


　──あぁ、ワシはいったい、今までなにをやってきたんじゃ。


　しかもこの小娘は、肉体強化のための最低限の魔乖咒しか使っていない。すなわち、相手は全然本気ではないのだ。にもかかわらず、キョウシロウは完封されてしまった。


　──ワシの人生は、なんだったんじゃ？


　剣の道を志して二十余年。毎日毎日剣の修行に明け暮れた。時には寝しん食しよくも忘れてひたすら剣を振り続け、数え切れないほどの敵を斬り倒し、ついには最強の剣士である〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の地位にまで上り詰めた。


　だがそれに何の意味があった？


　思えば、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉を目指して戦っていたときはよかった。遠い目標ではあったが、自分ならいつかは到達できるという希望もあった。


　だが実際〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉になってなにを得た？　自分など比べものにならないバケモノがいると思い知らされただけだ！


　キョウシロウは剣の道の高みに至りながら、格下のナイトに敗北し、そして今、自分の半分程度の体たい軀くしかない小娘相手に完璧な敗北を喫きつした。


　あの『万夫不刀バンプフトウ』の持ち主でさえ──キョウシロウがギリギリで押し勝ったあの男でさえ、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉では最下位の実力。なら、上位の連中はどれほどの実力を持っているというのだ！


　──勝てるか、そんな連中に！


　そう思った瞬間、キョウシロウの意識は暗黒に呑み込まれていった……





　キョウシロウの遺体を前に、ナナはフゥ、と息を吐いた。


「どうやら、再生はしないようだな、うまく行ったか」


『万夫不刀バンプフトウ』の持つ無限の再生力は敵に回すとナナにとっても厄介な能力だ。だが、対処法がないわけではない。


「持ち主が望むがまま、不ふ撓とう不ふ屈くつの無敵の肉体を与えてくれる『万夫不刀バンプフトウ』。それはすなわち、持ち主が諦めればそれ以上の再生はしなくなる」


　だからこそ、キョウシロウにあえて力の差を見せつける戦い方で決着をつけたのだ。実際のところ、かなりギリギリだった。キョウシロウはかなり強く、今の一戦でナナは持つ力の大半を失った。もう一度キョウシロウが起き上がってきたら──その時は、勝敗は逆転していたかもしれない。


「くっ、さすがに体への負担が大きい……」


　ナナは大きく息を吐いた。


「……今のこの体では、《剣》一人を相手するのがせいぜいだな。私も全盛期とは比べるべくもないか」


　ナナは、自嘲とも諦めともつかない声を漏らす。


「現状でも、よほどの強敵が来ない限りは私一人で対処できるだろうが──他の〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉や《完璧》、『諧謔カイギヤク』レベルの相手だと、厳しいな。それに今の私では──『天テン才サイ』には役不足か」


　ナナはそう呟いて、よろめきながら歩きだした。


「しかし早く戻らねば、ナイト君達に気づかれる……くっ、私も、ここが限界か……」


　ナナは呟き──ふと顔を上げ、キョトキョトと辺りを見回した。


「です？　ナナ、なにしてたですっけ？」


　周囲、地割れが起き、ガレキと鉄くずに覆おおわれた場所で、ナナは首をかしげた。


「変ですね～、ナナ、こんなとこに来た覚えないですよ？」


　しばらく首をひねった後、ナナは呟いた。


「うわ、誰か死んでるです！」


　すぐそばにあるキョウシロウの遺体を見て、さすがに驚く。


「……ナナが殺やっちゃった、ですか？」


　不安そうに呟く。が、それが誰であるか、すぐに気づいた。キョウシロウだ。


「あ、よく見たら、ナナの敵です。なら死んでもいいですね～」


　どうやらナナにとって、この状況は願ったり叶ったりらしい。


　ナナはキョロキョロ周囲を見て、誰もいないことを確認すると、遺体の脚を摑み、すぐそばの地割れの穴の中に放り棄すてた。


「ふう、これでいいです～。早く帰るです～」


　ナナはそう言い残し、さっさと走って家に帰っていったのであった。








　戦いの途と中ちゆうで抜ぬけ出た後、フェンは隣町の自分の宿へと戻っていた。


　キョウシロウが本気で暴れたら、文字通り周囲一帯が地図から消えてなくなるほどの被害が出る。そんな状況では共きよう闘とうもクソもない。巻き込まれないうちに退散するのが正解だ。


　ナイト達が勝つか、キョウシロウが勝つか、その結果はまだわからない。でも、せっかくならナイトに勝ってほしいともフェンは思っていた。


「……ぼーや、つまらねぇことで負けるなよ」


　そんな言葉をこぼしながら、フェンは宿の前に立っていた。キョウシロウの帰き還かんを待っているのである。キョウシロウとは一応、最後はここで落ち合おうと打ち合わせをしている。キョウシロウがその約束を覚えているかは定かではないが、他に行く当てもないのだから、ここに来るだろうとフェンは思っていた。一刻も早く結果を聞きたいため、こうして入り口で待っているのである。


　しかし──遅い。キョウシロウはいつまで待っても戻ってこなかった。妙だ。戦闘はとっくに終わっているはずだ。現に、隣町から伝わる苛烈な気配は、とっくに収まっている。不死身の異能を持つキョウシロウなのだ。仮に負けたとしても、また何度でも蘇るはずなのに、どうなっている？


　手持ち無ぶ沙さ汰たに葉巻を吸っていたフェンだが、日も傾いてくると、足下にその吸い殻がらがかなりたまってしまった。いつまで待たせるんだ？　そう思っていたとき──


　フッ


　と、なにもしていないにもかかわらず、口にくわえていた葉巻の火が勝手に消えた。


　フェンは首をかしげ、その葉巻をしげしげと観察した。一通り調べ終わった後、そうか、と呟いた。


「なんだ……キョウシロウ。お前、やられちまったのか」


　つまらなそうに呟き、その葉巻も道路に捨て、フェンは宿に入った。もはや、待ってもムダだと悟ったからだ。


　宿に入ると、入り口にいた従業員が珍しくフェンを呼び止めた。


「お客さん、ちょうどお客さんに電話ですよ」


「ん？」


　差し出された電話の子機をうけとりながらも、フェンは相手が誰であるか、ほぼ確信していた。


『《炎》でございますね？』


　予想通り、《神》、五聖竜のリーダーであった。


「よぉ、リーダー。なにか用か？」


『《剣》が敗れたようでございますね』


　フェンは、初めて知ったという声を出した。


「マジかよ？」


『一緒にいたはずではなかったのでございますか？』


「途中で別れてね、ＴＥＰＰＯＵＤＡＭＡみたいに戻らなくて、心配してたところだ」


　フェンはそう答える。《神》は静かに、そうでございますか、とだけ呟いた。


「ま、安心しな、《神》。《剣》のＫＡＴＡＫＩは、俺が確実に討うってやるさ」


『……けっこうでございます、《炎》。あなたには帰還を命ずるのでございます。大至急撤収するのでございます』


「そりゃねぇだろ、《神》。キョウシロウの仇あだ討うちをしなくていいのかよ」


『《剣》の勝てなかった相手に、あなた一人で勝てるとお思いでございますか？』


　痛いところをついてくる。キョウシロウは確かに五人の中で最高の戦闘力を持っていた。そのキョウシロウで勝てなかったと言うことは、他のメンバーは言わずもがなだ。


『《炎》。勘違いしないで欲しいのでございます。確かに我々は、人間にはない異能を持っているのでございます。その力は魔乖術師にも引けをとらないものでございます。ですが、《剣》が敗れたことで、魔乖術師を武力制圧することは不可能になった、いや──魔乖術師を武力制圧することは元々不可能だった、ということが証明されたのでございます。これ以上あなたを表で戦わせる必要がなくなったのでございます』


「…………」


『迅速に撤収するのでございます。〈星辰〉を魔乖術師に渡すのは残念ではございますが、挽ばん回かいの手だてはございます。幸い、魔乖術師と直接戦闘をしていたのは《剣》とあなたの二人のみ。我々の本拠地は未だ知られていないはずでございます。武力制圧を中断し、計画を第二段階へ移行するのでございます』


「……《神》。てめぇ、俺たちを、キョウシロウを捨すてやがったな」


　フェンが、低い声でうなった。だが、《神》の声色に変化はなかった。


『いきなりどうしたのでございますか？』


「お前の考えが見えたぜ、《神》。最初から俺たちをＳＵＴＥＧＯＭＡにしたな」


　奥歯の奥から声を絞り出すフェン。


「そうだ。戦い好きな俺やキョウシロウは、お前にとっちゃぁ目の上のＫＯＢＵってわけだ。だから俺たちに好き勝手させて、魔乖術師との戦いで自じ滅めつするのを待っていたって寸法だ」


『言いがかりもはなはだしいでございますね』


　反論する《神》。だが、その口調に怒りの色はない。代わり映えのしない冷静な口調のままだった。


『たった四人の仲間を、捨て駒ごまにするような作戦をたてるはずがないのでございます』


「いぃや、隠すなよ、《神》。お前の腹の底は見えてんだ。結局のとこ、お前と《鉄テツ》、この二人さえ残るなら、俺たちゃいくらでもやり直せる。ぶっちゃけ俺やキョウシロウに《天テン》なんかは最初からいてもいなくてもよかったのさ」


　ミシミシ、手の中の受話器が悲鳴を上げていた。


「今回の件も、俺やキョウシロウがさっさと死ねばいいって考えてやがったな。キョウシロウはＩＮＵＪＩＮＩだ」


『それは違うのでございます。《剣》は立派に役目を果たしてくれたのでございます』


《神》が、静かに告げる。


『《剣》は、正面から戦っても魔乖術師に勝てないと、身をもって証明してくれたのでございます』


「けっ、どっちにしろ、お前の考えにゃついていけねぇ。ＯＷＡＫＡＲＥだぜ、《神》」


『……悲しいことでございます。あなたにはやってもらうべきことも残っていたのでございますが』


「どうせ俺がそっちに戻ったら、俺も始末する気だろ？　武力制圧を諦めるなら、戦いが取り柄の俺はめでたくＹＯＵＮＡＳＨＩだ」


『本当に、残念でございます。我々の間の断絶はそれほどまでに深いのでございますね』


《神》が溜息をつくが、その声は冷静な声色で、悲しみなどカケラも感じられなかった。


「逃とう亡ぼう者のＳＥＩＳＡＩなら好きなだけやりな。誰が相手だろうと、俺はいつでも受けて立つぜ」


『そんな無駄なことはしないのでございます。去る者は追わないのでございます──だから、あなたがどこでのたれ死のうと我々は二度と関かん与よしないのでございます。お達者に、でございます』


　ガチャン。電話は切られた。フェンは食いしばった歯からうめき声を漏らしながら、バキッと、受話器を完全に握りつぶした。


「あぁ、キョウシロウ……今ならお前の気持ちがわかるぜ」


　呟く、フェン。


「俺もお前も結局──戦うしかねぇんだな。戦って戦って戦い抜いて──最後は誰かに負けて死ぬ。それが俺たちのＵＮＭＥＩってわけだ」


　フェンは呆気にとられている宿の人間を睨んだ。よほど目つきが悪かったのか、ヒッと、相手は悲鳴を上げた。


「ＳＥＷＡになったな。今日で出て行く」


　言って、カウンターに財布を投げ出した。《神》から送られた活動資金が全部入っているが、これ以上持ち歩く気にはなれなかった。


「部屋の荷物はほとんどねぇけど、残ってたら勝手に捨ててくれ、その手間賃も込こみだ。ＡＢＡＹＯ」


　手を振って、フェンは宿を後にした。さて──どうしたものか、空を見上げながらフェンは考えた。


「キョウシロウ──俺と決着つけずに、先にいきやがって……俺の、ＦＵＳＥＮＳＨＯＵにしとくぜ」


　フェンの姿は夕方の雑ざつ踏とうの中へと消えていった。








　キョウシロウとの激戦に勝利したナイトであるが──その後は自分でも驚くほど平穏な日々が続いていた。


　傷は丸一日寝ね込こんだ後ヨルに回復咒法を使ってもらったら、問題なくなった。もっとも、あんなムチャをして、とヨルに数時間説教されたのが一番つらかったが。


　途中でいなくなったフェンも、あれ以降姿を現すことはなかった。仲間をやられた五聖竜が今後どんな行動に出るかはわからないが、今は不気味なほどの沈黙を保っている。


　そしてナイトの生活で一番の変化と言えば……


「……なんであなたがまたここにいるのよ」


「僕かい」


　我が物顔で、ナイト邸のリビングでくつろぐサクラリスの姿であった。


「この前も言ったじゃないか。遠くないうちに戻ってくるって。まさかわざわざ訪れた友人を追い出すなんて薄はく情じような真似なんかしないよね、ナイト君」


　ナイトの隣に座るサクラリスが、そう言ってくる。ナイトとしてはもう、苦笑するしかなかった。


　あれ以降、サクラリスはほぼ毎日ナイトの家に入り浸びたっている。夜には帰るが、どうも近くのホテルで暮らしているらしい。本当に、本心がよく読めない。サクラリスはなにがしたいんだろう？


「まぁいいじゃないか、ナイト君。お土産も持ってきたしね。ケーキだよ」


　と、サクラリスは四角い箱を二つ差し出してきた。ナナが顔を輝かがやかせる。


「ケーキはナナの好物ですよ～」


「そんなものではごまかされないわよ」


　ヨルが硬い顔で言うが、サクラリスは軽く肩をすくめて答える。


「いいのかい、君の好みに合わせたんだけどね」


「あら、これって……」


　ヨルがサクラリスの持ってきた箱に目をとめる。なにか文字が書いてあるが、残念ながらナイトにはよくわからなかった。英語でなく、ドイツ語のようだ。


「あらやだ……サッハートアテじゃない？」


「君もそろそろ地元の味が懐なつかしいんじゃないかと思ってね」


　サッハートアテ？　初耳だな


「一応言っておくけど、わたしの実家はリンツだからウィーン菓子はあまり馴な染じみじゃないのよね」


「と、言うと思ったからリンツァートルテも買ってきたよ」


　と、サクラリスがもう一つの箱を差し出す。それを見てヨルはわずかに顔をゆるめた。


「……まぁ、ケーキに罪はないから、食べましょうか」


　と、ヨルは席を立ち、進んで皿を用意しだした。ナイトの隣に座るサクラリスは、変わらぬ微笑を浮かべている──さすが『天テン才サイ』。すでにヨルやナナのあしらい方を学習しつつある、恐ろしい子。


「さぁ、食べましょう」


　と、ヨルが人数分に切り分けたケーキと紅茶を用意してくれた。二種類のケーキはナイトも初めて見る形のものであった。


　リンツァートルテというのは、ナッツの入ったケーキだった。生地の間に挟はさんであるのはジャムだろうか？　さらにこの香かおりは、シナモンも入っているようだ。


　ナイトは試しに一口食べてみる……なんというか、予想外の味だった。


　ナッツが入っているせいか、食感が粗い。ケーキというと柔らかいイメージしかなかったため多少違和感を覚えてしまった。でも、食べてみると全体の甘さと間のジャムの酸味のバランスがとれている気がする。最初は驚いたが、悪くない味だ。


　もう一方のサッハートアテは、早い話チョコレートケーキだった。味は──正直すさまじく甘かった。なんていうか、砂糖が溶けないで残っていてジャリジャリする感じだ。正直一口食べただけでナイトはお腹なかいっぱいだった。


「箱を見たときに思ったけど……ホテルザッハーのサッハートアテ？」


「よくわかったね」


「これ、日本だと売ってないはずだけど？」


「なに、ちょっとウィーンに行って買かってきただけさ」


　……サクラリスは昨日もここにきたはずだ。一日でオーストリアまで往復したのか？


「説明すると、サッハートアテ──日本だとザッハトルテって言った方が有名ね。ザッハトルテの発はつ祥しようとされるのがウィーンのホテルザッハーなの。ナイトはあまり好みじゃないみたいね」


「……すごく甘い」


　ナイトが左右を見ると、ナナは平気な顔でケーキを食べていた。まぁこの子はかなりの甘あま党とうだけど……ヨルやサクラリスも平然と食べている。大丈夫なのか？　糖とう尿によう病びようになりそうな味だったけど。


「本当は砂糖を入れない生クリームと一緒に食べると甘さがちょうどよくなるけど、クリームの買い置きがなかったのよ。まぁわたしはクリームなしでも好きだけど」


　かなり甘いはずのケーキをヨルはおいしそうに食べている。妙だ、ヨルとはあまり味覚の違いを感じたことはないけれど……やはり生きつ粋すいの日本人であるナイトとは、味の感じ方が違うのだろうか？


「ホテルザッハーは伝統あるホテルで、カフェも外国人が多いわね。観光名所だし、日本人も入れ替かわり立ち替かわり入っていくわ。もちろんオーストリア人も入るけど、カフェは他にいくらでもあるから、地元民はそんなに利用しないわね」


　と、ヨルがなにも聞いてないのに説明してくれる。


「リンツァートルテのほうは、わたしの故郷のリンツ発祥と言われるお菓子よ。三百年以上の歴史があるの。ヘーゼルナッツとリビゼル赤すぐりが特徴よね」


　いつになくヨルが饒舌だ。どうやら口では文句を言いながらも、内心かなり喜んでいる様子である。ナイト好みの味ではなかったが、ヨルが喜んでいるのならそれはいいことだ。


「…………」


「……ん？　どうした、サクラ？」


　サクラリスがなにやらこっちを見ているのに気づいた。サクラリスはナイトに向かって唐とう突とつに言った。


「ナイト君。僕らは友達だよね」


「あぁ、一応な」


　そう言われては、そう答えるしかない。


「まぁ、あわてることはないよね。時間をかけて互いの友愛を深めていこうじゃないか」


「……そうだな」


　と、ナイトもうなずくしかなかった。そんな様子に気づいたヨルが、口を挟んでくる。


「『天テン才サイ』、あまり人前でベタベタしないで欲しいわね。わたしはあなたのこと、まだ信用してないんだからね」


「おや。まだ、ってことは、そのうち信用してくれるのかい」


「そ、そんなわけないじゃない！　勘違いしないでよ！」


「ふ～ん」


　サクラリスはヨルのことを眺めた後、ナイトに顔を向けてきた。


「もしかしてこれが、日本人に好まれるツンデレってやつかい」


「ちょっ、どういう意味よ！　そうやって人をからかう態度が信用できないのよ！」


「まぁいいじゃないか、『闇ヤミ』。僕のおかげで助かったんだし」


「うっ……」


　そう言われてはヨルも言葉がない。そう、実際サクラリスがいなければナイトは危なかった。


　それに街も──ナイトは窓の外の町並みを見た。外には、代わり映えのない赤霧市の姿が広がっていた。


　キョウシロウの攻撃で壊滅した赤霧市だったが、その後現れたサクラリスの魔乖咒であっさり直った。


　サクラリスによれば、後処理が面倒そうだったから戦闘の前に街全体の位相をずらしておいた、ということらしい。


　やはり『天テン才サイ』の異名は伊だ達てではない。魔乖咒に関して言うなら、サクラリスはナイトやヨルを遥かに凌駕する腕前なのだ。


　ともかくそんなわけで、一面の廃墟だった赤霧市は元通り、巻き込まれた人間も、今は日常生活に問題なく復帰しているという。


　これでよかったんだな──ナイトはぼんやりと、考えていた。


　サクラリスと友達になったことは、後悔していない。未だにその関係は友達と呼んでいいのかどうか、微妙なものではあるのだが、サクラリスは積極的にナイトに関わろうとしてきている。ならばナイトもそれに応えてやりたいという思いがある。それがきっと、お互いのためになると思うのだ。


「あぁ、もう一つ忘れてた」


　ケーキを食べながら、サクラリスが手を叩く。


「はい、『闇ヤミ』。あげるよ」


　ヨルの目の前のテーブルに、何かを投げ出す──魔道書だった。


「え!?　これって……」


　ヨルが、手を伸ばす。今度は実体があった。ヨルはページをめくって確認する。


「……本物だわ」


『異イ』の魔道書『如何イカなる異界イカイの怪書カイシヨ』である。


「いいのか？」


「まぁね。僕には必要ないものだから、欲しい人間に渡すのが一番だろう？　ナイト君は僕の友達で、『闇ヤミ』がナイト君の友達なら、僕と『闇ヤミ』も間接的な友達だよね。だからまぁ、あげるよ」


　サラリとそんなことを言うサクラリス──ヨルは半信半疑ながらも、頭を下げた。


「……ありがとう。一応、お礼を言っておくわ」


「別に気にすることはないさ。僕にとっていらないゴミを捨すてるようなものだからね」


　この一言さえなければよかったのに……案の定、ヨルは怒りを抑える表情でサクラリスをにらんでいる。サクラリスはそんなヨルなど気にせず、なぜかナイトの顔をじっと見ていた。


「どうした？」


「…………」


　サクラリスは、なぜかナイトに顔を近づけてきた。相変わらず芸術品のように整った顔だ。寒さむ気けさえ覚えるような美貌。肌はどこまでも滑らかで、間近で見ても肌はだ荒あれ一つない。国籍不明のその美貌はエキゾチックで、またもナイトは無意味に胸が高鳴るのを感じた。


　サクラリスは細い指を伸ばし、ナイトのほおに触れた。


「ジャムがついている」


　ペロッ、チュパ


　と、何気なく指先でジャムぬぐった後、サクラリスは自分で舐めとった。


「どうかしたかい」




[image: ]


「え？　あ、いや……」


　言えない──自分の指をくわえるサクラリスの姿に目を奪われたなんて、絶対に言えない……なんだか、悪寒を感じる？


「…………」


「…………」


　気づけば、ヨルとナナが無言でこちらを凝ぎよう視ししていた。二人とも、顔が赤い。というか、赤面して、なにかをこらえるような顔になっている。なんだ？　もしかして、怒っている？


「……わたしがやろうと思って……」


「……ですぅ……」


　何事かぶつぶつ呟きながら、ヨルはキッと、サクラリスを睨んだ。


「そういうことはやめなさいよね、『天テン才サイ』。男同士で、あまりベタベタしないで！」


　そうだ、ナイトは思い出した。なんで自分はこんなに無意味にドキドキしているんだろう？　いくら顔が整ととのっているって言っても、サクラリスは男……


「男同士なら問題かい。じゃぁ、男同士じゃないなら問題ないね」


「……え？」


　どういう意味だ？　サクラリスは平然とした顔で、ナイトの方を見つめている。


「あなた……男性よね？」


「僕が、いつそんなことを言ったんだい」


　いや、確かに性別は聞いていないし、サクラリスの外見で性別はわかりにくいけど……


「お前、女だったのか！」


　ナイトは思わず口に出してしまった。それほど衝撃的だったのだ。


「まぁそうだね。あまり気にしたことないけど、女の子かな、僕は」


　なんでもないように言った後、やおら、サクラリスは身を乗り出してナイトに接近した。


　なにを、と思うまもなく、ちゅっ、と唇同士が重なった。


「な、な、な、な！！！」


　ヨルが目を白黒させている。ナナも、驚いたような顔で硬直している。あぁ、なんか、最近似たようなことがあったなぁ、とナイトは人ごとのように思った。


　至近距離で見るサクラリスは、やはりどこにもスキのない完璧な美貌だった。甘くて脳髄を蕩とろけさせる香りがサクラリスからは漂い、ナイトの感覚を麻ま痺ひさせる──数秒ほど唇同士を重ねた後、サクラリスはゆっくり身を離した。


「親愛の情を示すには接せつ吻ぷんが一番──らしいけど、どうなんだろうね。やってみたけどなにも感じないや。ナイト君、君はどうだい」


「え？　あ、いや、その、なんていうか……」


　ナイトはしどろもどろで、うまく言葉にできない。


「ふふふふふふざけないで！」


　バンッ、ヨルがテーブルを叩いた。皿とカップがガチャンと踊る。


「そそそそそそ、そんなこと、友達同士で普通やらないわ、唇同士で、そんなこと……」


「おや、そうだったのかい。失敬。僕としたことが、情報不足だったかもね」


　至極あっさり、淡々と告げるサクラリス。一方のヨルは顔を真っ赤にして、ブルブル全身を震わせていた。


　あぁ、そうか──ようやくわかった。初対面の時からサクラリスに感じていた、漠然とした不安、その正体。つまり、ナイトに勝手に近づくこの女こそ、自分にとって……


　殺気に満ちたヨルの視線を無視して、サクラリスはそのままナイトを振り返った。


「すまないね、ナイト君。僕の勘違いだったみたいだ。まぁ、子供のお茶目と思って見逃して欲しいね」


「子供？」


　そう言えば、最初から感じていた。サクラリスは外見こそナイトやヨルに近いが、思考は論理的な割に子供じみた部分もある。やはりナイト達より年下なのだろうか。


　その疑問を読み取ったか、サクラリスはうなずいた。


「そうだよ。僕は君たちより年下さ。外見が子供だとどうしても対等に話せないからね、君の友人になるに当たって、外見を少しいじってみたんだ」


「そんなことをしてたのか？」


　別に外見で相手を軽んじる気など、ナイトにはなかったのに。


「しかもなんでまた私より年下なのよ……なんでナイトの周りは子供ばかり……」


　ヨルがまた何事かブツブツ言っている。まぁ、それはいい。


「それで、ちなみにサクラ。実際は何歳なんだ？」


　何気なく、ナイトは尋ねた。サクラリスも隠すことなく、あっさり答える。


「僕かい。満まん年ねん齢れいで言うと、僕は今こ年としで五歳になるよ」


　…………


『えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっっ!!』


　ナイト達の驚愕の悲鳴が重なり合うのだった。







（完）　







　あとがき







　毎度お目め汚よごしでございますが、ボルヨル六巻をお届けいたします。毎回読んでいただいている読者の皆様、ありがとうございます。毎回お世話になっている担当のＨ氏、イラストの深み崎さき暮くれ人ひと氏、この本に関わった全ての人々に最大限の感謝をさせていただきます。


　そして読者の皆様への連絡──ファンレターへの返信が遅れています。大変申し訳ありません。八街やちまたは元々筆ふで無ぶ精しようの性格な上に、私生活の多忙さにかまけて、なかなか返事を出せない日々となっています。ですが以前お約束したとおり、ファンレターをいただいたら遅れても返信はしていますので、どうか気長にお待ちください。





　さて、話は変わりますが、最近知ったことがあります。どうやら八街は小説の書き方が変わっているようです。知人から、「お前のやりかたはおかしい」と言われたのです。


　とはいえ、小説の書き方に正解はありません。十人のプロ作家がいれば、十人十色な執筆方法があるものです。ですから他の人と違うやり方であっても、最終的に作品が完成するなら問題ないはず。（←強気発言）ここで実際のやり方を説明します。





ステップ１　まずプロット（あらすじ）を考えます。プロットを元に編集さんと打ち合わせをして話の内容を決めます。プロットとは話の設計図です。設計図がダメなら、話だってダメになります。ですからここで作者と編集、双方が納得いくまで何度も話し合います。


　ここのポイントは、プロットとは編集以外の人は読まないということ。（←ぶっちゃけた）つまり、プロットは編集さんが納得いく内容さえ書いておけばいいのです。（←暴ぼう言げん）





ステップ２　実際にプロットを元に本編を書きます。プロットはあくまで目安です。（←設計図のはずでは？）プロットは編集さんに気に入られようとして書いたものですから、プロット通りに書いても面白いものはできません。（←大暴言）プロットにないアイディアが浮かんだらそれをバンバン入れます。むしろ、プロットと完全に別物にした方がいいです。なぜなら、そっちの方が面白いからです。（←ダメでしょ）





ステップ３　完成した原稿を元に、修正点を編集さんと話し合います。




編集さん「プロットと別物じゃないか！」


八街　　「そっちのほうが面白いと思ったんです」


編集さん「プロットの意味がないじゃないか！」


八街　　「……やっぱダメですか？」







ステップ４　ステップ１～３を繰り返します。お互いが納得するまで繰り返せば完成です。下手をすると、ここで無限ループに突入する可能性もありますが、大丈夫です。十何回も繰り返せば、どんな作者と編集でも、お互い嫌気がさしてきて妥だ協きよう点てんを模も索さくするようになります。そこまで行けば、着地点も見えてきます。着地点が見えたらしめたものです。後は全速力で着地点に突撃し、思いっきり着地点をブッちぎってやりましょう。（←オイ！）




編集さん「だからこの話、プロットと違……（略）」




　後はこの不毛ともいえる無限ループを飽きるまで繰り返すだけです。





　こうして一言では語れないほど多くの努力と単行本の十倍近い分量の原稿を無駄にして、一冊の本は完成します。小説とはかくも厳しいものなのです。


　そして最後に、一言だけ付け加えておきます。このあとがきは全てフィクションです。実在の人物・団体・八街などには、いっさい関係ありません。




ぼくと彼かの女じよに降ふる夜よる


デッドエンド・ランナー～滅亡に向かう者





八やち街また　歩あゆむ
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